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序

このたび、皆様のおかげで平成15年度に行ないました、中の池遺跡発掘調査の報告

ができる連びとなりました。

中の池遺跡の発掘調査は昭和51年 に始めて今回までに12次に達しました。これまで

の膨大な資料を丹念に調べていくうちに、弥生時代の人々が、ここ丸亀の地で生きて

いくために、自然と聞い、獣の潜む原野を開拓しながら楽園の地を夢見て努力をして

きた足跡を発見することができます。

今回の調査では、中の池遺跡がこれまでに考えられていたよりもさらに大きく広が

り、讃岐屈指の大集落となることが判明しました。さらに、区画溝から獣骨 。人骨 。

銅剣が出土したことにより、当時の集落の多様な側面があらためて私達の限前に浮か

び上がることとなりました。このような先人の大いなる遺産が存在することは、郷土

の大きな誇りでもあります。

近年の市町村合併の流れは丸亀市周辺においても例外でなく、去る2005年 3月 をも

って丸亀市、飯山町、綾歌町が合併し、新たな丸亀市が誕生いたしました。当市の新

たな歴史の一ページに、中の池遺跡を書き込むことができることを喜びたいと思いま

す。

最後になりましたが、発掘調査、報告書の作成に際して、各方面より多大なるご支

援を頂きました。ここに厚く御ネL申 し上げます。

丸亀市教育委員会 教育長

小佐古 公士



例言

1,本書は香川県丸亀市金倉町に位置する、中の池遺跡で行われた中の池遺跡第12次発掘調査についての報告書

である。

2.調査は丸亀市を事業主体とし、丸亀市教育委員会と調査の委託を受けた (財)元興寺文化財研究所が執行 し

た。

3。 現地調査は、東 信男 (丸亀市教育委員会)の指導の下、佐藤亜聖、橋本英将 ((財)元興寺文化財研究所 )

が行い、平成15年 6月 2日 ～平成15年 10月 28日 までを調査期間とした。

4。 本書に使用した方位は、特に指定のない限り座標北を指し、遺跡の測量は国土調査法第Ⅳ座標系による。

5,遺構の実測は主に、佐藤、橋本、土屋みずほ (京都大学大学院)が行った。

6.遺物の実測は佐藤、岡本広義、藤井章徳、船築紀子、武田浩子、仲井光代、辻村希里子、大久幸世、清水依

子、寺岡希華 ((財)元興寺文化財研究所 )、 福山博章、新日いくみ (奈良大学)が行い、銅剣については愛

媛大学助教授吉田 広氏の実測図を使用させていただいた。

7.遺格の写真は主に佐藤、橋本が撮影した。

8.遺物の写真は大久保 治 ((財)元興寺文化財研究所)が撮影した。

9。 自然科学分析については以下の担当で行った。

花粉分析・珪藻分析 (株式会社 古環境研究所)

電気探査 (東京工業大学・桜小路電気 (有))

不撹乱試料軟X線写真撮影 ((財)元興寺文化財研究所 )

不撹乱試料軟X線写真解析 ((財)元興寺文化財研究所 )

鉛同位体比分析 (別府大学)

放射性炭素年代測定 (名古屋大学 。
(財)元興寺文化財研究所)

10。 本書の執筆は第 1・ 2章 を東が、第 3。 4・ 5章 を佐藤が、第 6章 を佐藤、船築、新田が、第 7章第 8節を

佐藤・船築が東との協議のもと執筆 した。第 7章第 2節 を大藪由美子 (京都大学大学院)。 片山一道 (京都

大学)氏が、第 3節 を安部みき子 (大阪市立大学)氏の指導・鑑定のもと佐藤が執筆 した。その他の第 7章

の自然科学分析は先述の分担で行い、本文中に執筆責任を記載した。第 8章第 1節を吉田 広 (愛媛大学)氏

に執筆を依頼 し、第 2節を佐藤が、第 3節 を船築が東との協議のもと執筆した。

11.遺構文章中の土層に関するフィール ドネームは、現場作業段階で遺物の取 り上げのため設定した土層名であ

る。従って遺構掘削後に土色帳を用いて設定した土色とは異なることになるが、現場から収納まで一貫した

遺構名・層位名を用いることを基本方針としているため、あえてフィールドネームで堆積単位を記載する。

12.石器の形態分類は、平井 勝 1991『弥生時代の石器』 ニュー・サイエンス社 に従った。

13.本書の編集は東の監修のもと、船築が行った。
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中の池遺跡の位置と周辺の弥生時代遺跡

第 1章 中の池遺跡の位置と周辺の弥生時代遺跡

中の池遺跡は、現在の行政区分では香川県九亀市金倉町に所在する。香川県は四国東北部に位置する四国最小

の県であり、北では瀬戸内海を挟んで岡山県と相対し、南では阿讃山脈で徳島県と画されている。土地面積に占

める平野の割合が高く、主な平野として西から三豊平野・丸亀平野・高松平野・志度平野などがある。このなか

で中の池遺跡が位置する九亀平野には現在西から弘田川、金倉川、土器川、大束川の 4主要河川があり、善通寺

市付近と坂出市付近は弘田川・金倉川 。大束川の沖積作用によって形成された沖積平野であることがわかってい

る。中の池遺跡のある平野中央部北よりの九亀市付近は平野の東 。西部と異なり、緩扇状地形を呈した洪積台地

が大半を占めている。

中の池遺跡の存在は1940年代から知られていたが、近年の開発に伴う調査によって周辺の弥生遺跡についても

多くの所見が蓄積されてきている。中の池遺跡に近接する地域では、遺跡に南接する平池の東西・南において弥

生時代の遺跡が確認され、それぞれ平池東遺跡、平池西遺跡、平池南遺跡と呼称されている。平池東遺跡では、

弥生時代の溝状遺構が検出されている (東 1996)。 平池西遺跡では、縄文時代晩期から弥生時代前期の遺物を包

含する河道、弥生時代前期と後期の溝状遺構が検出された (東 1999)。 平池南遺跡では、弥生時代前期末から後

期中ごろの遺構・遺物が検出されている。特徴的な遺物・遺構としては中期に属する土器棺墓が検出されたほか、

後期に属するとされる集落内の溝からは青銅製鋤先が出土した。これらの遺跡はいずれも中の池遺跡と有機的な

関係を持つことが期待でき、弥生時代の周辺の景観を復元するうえでも、これらの遺跡間の比較検討の必要性が

指摘されている (木下1995)。

丸亀平野全体に目を転ずると、弥生時代前期には下川津遺跡、三条香ノ原遺跡、龍川五条遺跡、五条遺跡など

で人間活動の痕跡が確認できる。下川津遺跡は環濠集落とはならないが、竪穴住居・溝・土坑などから前期古段

階の土器が多量に出土している (藤好 。西村1990)。 三条番ノ原遺跡では、水量調節を目的としたと見られる杭

痕を伴う溝が検出されている (片桐1992)。 龍川五条遺跡では環濠を持つ集落の基本構造が完成し、円形住居、

掘立柱建物、円形周溝墓や木棺墓、用水路などが確認されている (宮崎1996、 森下1998)。 五条遺跡はいまだそ

の詳細は明らかでないが、前期後半から後期初頭にかけての大規模集落の存在が想定されている。中期になると

平野部において確認されている遺跡数は減少し、丘陵上を指向する遺跡が増加する。山麓部において青銅器の埋

納が確認されるのもこの段階からである。平野部では旧練兵場遺跡で本格的な集落形成が始まり、初点集落とし

ての展開がはじまる (狭川2001)。 後期になると、再び平野部の遺跡が増加し始める。旧練兵場遺跡の測点集落

としての拡大はピークに達し、周辺にも稲木遺跡や九頭神遺跡などで集落が確認される。下川津遺跡では集落が

再開し、また、郡烈原・三条黒島・三条番ノ原などでも集落が新たに確認され、この段階で成立した集落は基本

的に古墳時代初頭まで継続する傾向が指摘されている (宮崎1996)。

〔参考文献〕

東 信男 1996 『平成 7年度丸亀市内遺跡発掘調査概要報告書』丸亀市教育委員会

東 信男 1999 F平 成10年度丸亀市内遺跡発掘調査概要報告書』丸亀市教育委員会

片桐孝浩 1992 『三条番ノ原遺跡』四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第11冊 香川県教育委員会・

(財)香川県埋蔵文化財調査センター・日本道路公団

木下晴- 1995 『平池南遺跡』陸上競技場建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 平成 6年度 香川県教育委員会 。 (財)香

川県埋蔵文化財調査センター

狭川真- 2001 F旧 練兵場遺跡』市営西仙遊町住宅建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 善通寺市・ (財)元興寺文化財

研究所
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(財)香川県埋

蔵文化財調査センター ,日本道路公団

藤好史郎・百村尋支 1990 『下川津進跡J瀬声大橋建設に伴う埋蔵業化財発翔調査報告Ⅶ 香川県教育委員会 。
(財)香川

県埋蔵文化財調査センター。本州四国連絡橋公団
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(財 )

香川県埋蔵文化財調査センター。日本道路公団
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調査の経緯

第 2章 調査の経緯と経過

第 1節 調査の経緯

調査区は、江戸時代に造られた溜池である平池の北側に位置し、昭和51年度と56年度の調査により、九亀市金

倉町字中の池993、 994-1番地で確認された弥生時代前期の環濠集落である「中の池遺跡」の範囲内に位置する。

平成 5年度に平池の南側で県立丸亀陸上競技場の建設が決定し、市において平池周辺に総合運動公園の整備を行

うこととなった。総合運動公園整備事業 (以下「整備事業」という)に際しての遺構保護については、関係機関

の事前協議により、耕作土より下層は掘削せず、盛土造成を行うことで遺構の保護を図り、全体発掘調査を行わ

ないこととした。

整備事業の一環である水路整備及び遊水池建設に伴い、平成12年6月 29日 から7月 3日 にかけて試掘調査を実施

した。調査の結果、土器を多量に包含する層が確認され、本格的な埋蔵文化財発掘調査の必要性が認識された。

整備事業を所管する九亀市都市経済部都市計画課からの要請により、丸亀市教育委員会文化課 (以下「文化課」

という)が関与し、香川県緊急地域雇用特別基金事業の一環として発掘調査を実施することとなった。発掘調査

は、財団法人元興寺文化財研究所に業務を委託し、平成12年 10月 30日 から平成13年 1月 12日 まで行った。調査地

は丸亀市金倉町字中の池974-1、 977-2、 980-1、 981、 992-1、 993番地で調査対象面積は946∬である。

平成13年度調査は、総合運動公園建設予定地内において、緊急地域雇用特別基金事業実施要領に基づく中の池

遺跡発掘調査業務として実施した。事業は平成13年 6月 27日 から平成14年 3月 15日 まで、財団法人元興寺文化財研

究所に業務を委託し、発掘調査を平成13年7月 16日 から平成14年 2月 15日 まで行った。調査地は丸亀市金倉町宇

軒コσ)lL980-1、 981、  982-2、  984、  985-1、  986-1、  987-1、  987-2、  987-5、  987-6、  988-1、  989-1、

992-1、 974、 993番地で調査対象面積は3500∬ である。

平成14年度調査は、総合運動公園建設予定地内において緊急雇用創出基金補助事業に基づく中の池遺跡発掘調

査業務として実施した。事業は平成14年8月 1日 から平成15年3月 15日 まで、財団法人元興寺文化財研究所に業務

を委託し、発掘調査を平成14年 10月 3日 から平成15年2月 25日 まで行った。調査地は丸亀市金倉町宇中の池893-

1・ 2、 894、 896、 898、 899、 900、 901-1、 903-1、 960、 962-1、 963、 973-1、 975番地で調査対象面積は2600

ゴである。

平成15年度調査は、平成14年度と同様に総合運動公園建設予定地内において香川県緊急雇用創出基金補助事業

中の池遺跡発掘調査等業務として実施した。事業は平成15年4月 30日 から平成15年 12月 26日 まで、財団法人元興

寺文化財研究所に業務を委託し、発掘調査を平成15年 6月 2日 から平成15年 10月 28日 まで行った。調査地は丸亀市

金倉町字中の池893-1、 894、 895、 964、 965-1、 967-1、 967-2、 963、 1009、 1010-1番地で調査対象面積は

3490∬である。



調査の体制は以下のとおりである。

丸亀市教育委員会

教 育 長  小佐古公士

教育次長  小橋 清信

文 化 課

課  長  多田羅 洋

副 主 管  葛西 洋志

主  任  佐川比呂子

副 主 任  東  信男

主任主事  後藤 幸功

主  事  合田 桂子

調査の経緯

財団法人元興寺文化財研究所

理 事 長  辻村 泰善

所  長  坪井 清足

副 所 長  鈴木 嘉吉

事務局長  奥洞 二郎

研究部長  狭川 真一

考古学研究室

室   長  塚本 彼夫

主任研究員  佐藤 亜聖

研 究 員  岡本 広義

専門研究員  橋本 英将

現地調査には地元有志の参加を得た。整理作業参力H者は以下のとおりである。

大久幸世、小田真由美、清水依子、武田浩子、と村希里子、寺岡希華、仲井光代 (以上 (財)元興寺文イヒ財研

究所)、 柴田佳余 (大阪市立大学)、 福山博章、新田いくみ (奈良大学)

現地調査および整理作業に際しては以下の方々のご協力をいただいた。記して謝意を表す。(五十音順、故称略)

安部みき子、大久保徹也、大藪由美子、岡本篤志、沖田絵麻、片桐孝浩、片山一道、蔵本晋司、清家 章、徳沢

啓一、出原恵三、信里芳紀、柔松真也、舟橋京子、藤澤詩織、藤澤典彦、真鋼昌宏、松田順一郎ヽ松本和1彦、森下

英治、吉田 広



調査の経過

第 2節 調査の経過 (調査日誌 (抄))

2003年                        7月 30日 (水)

5月 30日 (金)                    香川県埋蔵文化財センター 信里氏来訪

作業員面接                    7月 31日 (本)

6月 2日 (月 )                    第 1調査区深掘 り開始、第 2調査区SD220掘削開始

重機・コンテナハウスほか搬入、調査区設定      第 3調査区予定地の電気探査 (東京工業大学・桜小

6月 3日 (火)                    路電気の協力)を行う (8月 3日 まで)

第 1調査区重機掘削開始              8月 1日 (金 )

6月 9日 (月 )                    第 1調査区深掘 り、第 2調査区ピット群。SD220掘削、

第 1調査区杭打ち                  電気探査。午後より子供向けの発掘体験会を実施

6月 10日 (火)                    8月 6日 (水 )

SD101～103掘削開始                 第 2調査区SK239掘削。四国学院大学学生の博物館

6月 20日 (金)                    実習の一環として、発掘実習を実施

SD104・ 107・ 111・ 掘削開始。この前後雨天による  8月 8日 (金)

作業中止頻発                    台風によリフェンス破損など若干の被害を受ける

6月 26日 (木)                     8月 9日 (土)

九亀市教育委員会教育長・教育次長来訪        台風後の復旧作業実施

7月 2日 (水)                    8月 22日 (金)

第 2調査区重機掘削開始               第 1調査区南半全景写真撮影。新宿区遺跡調査会

7月 4日 (金)                    徳沢啓一氏来訪

第 2調査区遺構検出開始              8月 25日 (月 )

7月 8日 (火)                    第 3調査区A区重機掘削開始

第 2調査区ピット群掘削開始            8月 26日 (火 )

7月 9日 (水)                    第 2調査区ST268検出

第 1調査区SD108掘削開始             8月 27日 (水 )

7月 15日 (火)                    第 3調査区SD303掘削開始

香川県埋蔵文化財センター 信里芳紀氏、乗松真也  9月 1日 (月 )

氏来訪                       第 3調査区SD309掘削開始

7月 16日 (水)                    9月 2日 (火)

丸亀市教育委員会文化課課長・主幹来訪        第 3調査区SD306掘削開始

7月 17日 (木)                    9月 5日 (金)

第 1調査区北半全景写真撮影             第 2調査区SD283掘削開始

7月 18日 (金)・ 21日 (月 )              9月 18日 (木 )

第 1調査区全体平面図作成              第 3調査区SD329・ 335・ 336掘削開始

7月 24日 (木)                     9月 19日 (金 )

第 1調査区北半埋め戻 し開始、南半重機掘削開始    香川県埋蔵文化財センター 蔵本晋司氏来訪

7月 29日 (火)                     9月 20日 (土 )

香川県教育委員会 松本和彦氏来訪          現地説明会



調査の経過

9月 24日 (水)                10月 23日 (木)

東大阪市文化財協会 松田順一郎氏調査指導、 (財)  SD329各 種土壌サンプル採取。香川県埋蔵文化財セ

高知県文化財団埋蔵文化財センター 出原恵三氏、   ンター 信里氏、乗松氏、真鍋昌宏氏来訪。埋め戻

香川県埋蔵文化財センター 蔵本氏来訪         し開始

9月 27日 (土)                     10月 28日 (火 )

SD329よ り骨出土。第 1調査区真砂敷設        埋め戻 し及び養生終了。資材撤収。完了検査

9月 29日  (月 )

第 3調査区全体平面図作成開始。第 1調査区グラウ

ンド復旧作業開始

9月 30日 (火 )

第 2調査区 。第 3調査区全体写真撮影。SD329上面

の骨片取 り上げ後、更に大きな骨が存在することを

確認

10月 1日 (水 )

SD329骨 集中部より銅剣出土。愛媛大学 吉田 広氏、

香川県埋蔵文化財センター 森下英治氏、信里氏、

乗松氏、渡辺明夫氏来訪

10月 2日 (木 )

第 2調査区SD220北壁土層剥ぎ取 り実施。徳島文理

大学 大久保徹也氏来訪

10月 3日 (金 )

SD329鋼剣取 り上げ。周辺拡張開始。香川県埋蔵文

化財センター 信里氏、乗松氏来訪

10月 5日 (日 )

SD329周 辺にテント設営、養生開始。高知大学 清家

章氏調査指導

10月 6日 (月 )

SD329拡張部掘削開始

10月 7日 (火 )

記者発表。豊浦町教育委員会 沖田絵麻氏来訪

10月 8日 (水 )

香川県教育委員会 松本氏来訪

10月 17日 (金 )

第 2調査区埋め戻 し開始

10月 20日  (月 )

文化財診断車によるSD329の 三次元計測および銅剣

分析。人骨取 り上げ作業開始。香川県埋蔵文化財セ

ンター 片桐孝浩氏来訪

10月 22日 (水)

SD329人骨取 り上げ終了。北壁土層断面精査



既往の調査と調査区の位置

第 3章 既往の調査と調査区の位置 (Fig.2)

中の池遺跡の発見は1947年、水田地下げの際に、地元の方によって多量の土器片が採取されたことを発端とす

る。しかし本格的な発掘調査は1976年、香川県教育委員会による第 1次調査を待たねばならなかった。第 1次調

査は9oどの小規模なトレンチ調査であったが、複数の溝が確認され、出土遺物から弥生時代前期の遺構であるこ

とが確認された。

1981年、丸亀市教育委員会によって行われた第 2次調査は、調査面積が700∬ と、比較的広い範囲の調査であ

った。調査の結果、弧を描いて並走する3条の溝が確認され、香川県で初めて確認される環濠集落であることが

判明した。続いて第 2次調査の東側付近で行われた第 3次調査は、幅約 2m、 長さ20m程度のトレンチ 3本が設

定された。その結果第 2次調査で見つかった環濠の延長と考えられる2本もしくは3本の溝が見つかり、環濠集

落の形態を推測する資料となった。また、第 2区では環濠の外側と考えられる位置からも多数の柱穴等が見つか

り、環濠の外側にも居住地が存在した可能性が指摘された。

続いて1998年 には、九亀市総合運動公園整備事業に伴い、九亀市教育委員会、松本考古学研究所によって第 4

次 。第 5次調査が行われた。第 4次調査はこれまでの調査区とはやや離れた、現集落の南側で行われ、調査の結

果、推定される集落域から大きく離れているにもかかわらず、弥生時代前期の溝が検出され、第 3次調査で指摘

された環濠外における集落域の存在が確実なものとなった。第 5次調査では、第 3次調査での調査区の西 。南側

で多くの溝が見つかり、環濠西側の状況について検討課題を与えた。

1999年、九亀市教育委員会によって行われた第 6次調査は、第 3次調査における調査区の東側で行われた調査

である。範囲確認調査のため詳細は不明であるが、複数の溝が複雑に切り合って検出されている。さらに同年、

それまで調査の及んでいなかった南側地区で行われた第 7次調査では、南へと続く滞と、暗褐色粘土を埋土とす

る落ち込みが見つかっている。

2000年 に丸亀市教育委員会と財団法人元興寺文化財研究所によって実施された第 8次調査は、それまでの調査

の結果から、環濠内部の居住域と推定されていた地点の調査である。居住域の中心部と目される区域において、

断面「V」 字形を呈する環濠が柵列を伴って検出され、また、松菊里型住居の存在も確認されるなど、環濠集落

内部の居住空間の様相について多くの所見が得られた。

続く2001年 には丸亀市教育委員会と財団法人元興寺文化財研究所によって第 9次調査が行われた。この調査は

スタジアム建設予定地の調査で、調査面積3,500だ という中の池遺跡最大の調査であった。調査の結果多数の環濠

がみつかり、これらの環濠が時期差をもって掘削され、再掘削を含めた環濠の維持管理が行われることが判明し

たほか、内側の土塁の存在については否定的な結果が出された。また、環濠南側には旧河道が形成する浅谷を利

用した小規模不定形な水田が存在することも明らかになった。同時に第 7次調査で見つかった暗褐色の粘土を埋

土とする落ち込みは、この水日の痕跡であることも判明した。さらに水田域と環濠の境には木桔墓が 2基みつか

り、中の池遺跡の生活空間と生産空間、葬送空間を確認することができた。さらに、2002年 に丸亀市教育委員会

と財団法人元興寺文化財研究所によって行われた、第11次調査では中の池遺跡の東限が確認されると同時に、南

側には現在の平池の下に向かって伸びる溝が存在するなど、さらに集落が拡大する可能性が指摘されているほか、

第 9次調査で確認されていた水田が、旧河道に沿って南東方向へ延びる状況も確認されている。
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既往の調査と調査区の位置

今回の調査区は、第11次調査の廷長部分に加え、第4次調査の南側に調査区を設定した。既往の調査データを

踏まえたうえで、今回の調査課題として、

① 環濠南側における居住区画の有無確認

② 第4次調査検出遺構群の南への広がりの確認

③ 平池周辺の土地利用の確認

などを設定し、調査を行った。



基本土層

第 4章 基本土層

調査区一帯は第 2調査区を除き全体的に1.5m程度の盛土が行われており、調査はこの盛上の除去から始まった。

盛土を除去すると、造成以前の水田耕作土と考えられる暗灰色粘土が出現する。水田耕土上面は旧水田面の高低

差を残しており、造成以前の計画地図に見られる畦畔の位置に一致する形で段差が形成されている。この耕土内

も詳細に観察すれば複数の土層で成り立っているものと考えられるが、細分しなかった。

旧耕土直下には明褐色粘質土が存在する。この層は比較的均質で、層厚の厚い部分では部分的に級化や葉理が

見られることから近世以降現代以前の決水砂層であると考えられる。第 9次調査ではこの層より18世紀後半頃の

染付椀が出上している。

明褐色粘質上の直下には暗灰色砂質上が存在する。この層は直接的に遺構面を被覆する層で、葉理や粒子の級

化現象が見られず、層中均質に礫を含むことから、著しく擾乱を受けた層であることがわかる。第 8次調査で条

里と同一方向の溝がみつかっており、その埋土がこの層と同一であったことなどから、近世以前中世以降の耕作

土であったと考えられる。

暗灰色砂質土直下は遺構検出面であり、黄灰色細砂のベースである。

第 9次調査 。第ユ1次調査と今回の調査に伴う深掘りで、黄灰色細砂以下のベース直下に複数の旧河道と考えら

れる礫層が存在している。礫層は礫種を違えた堆積物が調査区全域に存在したが、これは複数の流路が何時期に

もわたり交錯して存在したほか、これらが供給した扇状地堆積物が複雑に堆積した結果と考えられる。

第 1調査区ではこれらの旧河道の一つを掘削したが、時期を特定できる資料は得られなかった。
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第1調査区の成果

第 5章 調査の成果

第 1節 第 1調査区の調査

第 1項 概要

第 1調査区は先代池西側、グラウンドとして使用されている部分に設定した調査区である。中の池遺跡の東側

付近に位置し、第11次調査第 1調査区の南側に隣接する。スタジアムの形状に合わせ、東辺約90m、 西辺約95m、

南・北辺各約25mを測る扇形の調査区を設定した。現代造成土 (層厚約40～ 60cm)、 旧耕作土 (約 15cm)、 床土と

みられる灰色砂質土 (約 5 cm)の 3層 を基準層位とし、ベースは淡黄褐色シル トである。調査区中央付近に流路

が存在 したため掘肖Jを行ったが、年代を決定できる遺物等は出土しなかった。

検出遺構はSD101・ 103・ 104・ 107'108'111・ 112な どの溝が主であるが、この他に大小の土坑とピットを検

出した。時期の判明したものは少ないが、大半が古墳時代以降のものである。

第 2項 検出遺構

溝

SD刊 01(Fig.4)

調査区北側で検出した溝。調査区を北東隅から南北方向に横断する。第11次調査では調査区から外れていた可

能性が高い。幅70cm前後、深さ25cm前 後を測 り、断面形態は「U」 字形を呈するが、底部は若干起伏を有する。

埋土は灰褐色、暗灰褐色の細砂を主体 とし、最上層に葉理が見られるほかは擾乱のため初成の堆積構造が明確で

ない。e9区付近でSDl12と 合流し、同一の溝 として機能していたことがわかるが、平面の観察からはSDl12最上

層がSD101を切る状況が看取され、SDl12に先行 して埋没したことがわかる。南北方向の底部レベル差は北壁と

SDl12合流付近で15cm程度の高低差を有し、南に傾斜 している。埋土内から遺物は出土しなかったが、埋上の観

察や周辺遺構 との関係から古墳時代以降の遺構 と考えられる。

SD104 (Fig.4)

調査区北西部で検出した溝。調査区を南北方向に縦断する。第11次調査SD102・ 113と 同一の滞と考えられる。

幅180cm前 後、深さ35cm前後を測 り、断面形態は皿形を呈するが、底部は起伏を有する。埋土は灰褐色、暗褐色

の細砂を主体 とし、擾乱の著しい最上層以外は葉理が観察できる。南北方向の底部レベル差は北壁 と西壁付近で

ほとんどないが、ほかの溝との関係や、ほぼ同一レベルで第11次調査第 1調査区では溝が削平されていることか

ら、北から南への傾斜が想定できる。埋土内から弥生土器、石器、土製品が少量出土したが、埋土の観察や周辺

遺構との関係から古墳時代以降の遺構 と考えられる。

SD107(Fig.4)

調査区北西部で検出した溝。調査区をSD104と 並行 して南北方向に縦断する。第11次調査SD101と 同一の溝と

考えられる。幅165clll前 後、深さ40cm前後を測 り、断面形態は「 U」 字形を呈し、底部は若干起伏を有する。埋

土は灰色細砂を主体とし、いずれの層も擾乱が著しい。南北方向の底部レベル差は北壁 と西壁付近でほとんどな

いが、SD104と 同様の理由から北から南への傾斜が想定できる。埋土内から弥生土器、石器とともに、 7世紀前

半の須恵器杯身 。杯蓋が出土した。



第 1調査区の成果

SD108 (Fig.4)

調査区中央で検出した溝。調査区を南北方向に縦断する。第11次調査SD406と 同一の溝 と考えられる。幅90～

140cm前 後、深さ40cm前 後を測 り、断面形態は皿形を呈する。底部は若干の起伏を有する。埋土は灰色細砂を主

体 とし、底部付近に葉理が観察できる以外は擾乱が著しい。南北方向の底部レベル差は北壁と南壁付近で15clll程

度の高低差を有 し、南へ傾斜する。埋土内から弥生土器・石器のほか、古墳時代の土師器が少量出土した。

SDll刊 (Fig.6)

調査区西側で検出した溝。調査区を南北に縦断する。第11次調査SD105と 同一の溝と考えられる。幅80～170cm

前後、深さ15～ 25cIIl前後を測 り、断面形態は皿形を呈する。底部は起伏が著 しい。埋土は灰褐色細砂を主体とし、

擾乱が著 しいものの底部付近を中心に葉理が観察できる。南北方向の底部レベル差は北壁 と西壁付近でほとんど

見られないが、ほかの溝 との関係や、ほぼ同一レベルで第11次調査第 1調査区では溝が削平されていることから、

北から南への傾斜が想定できる。検出状況ではSDl12を切っているが、セクションDの観察からは埋没過程にお

いてSDl12埋土に切られている部分もあり、本来同一の溝として機能していたが、SDl12が先行して機能を停止

したものと考えられる。埋土内から弥生土器・石器が少量出上したが、埋土の観察や周辺遺構との関係から古墳

時代以降の遺構と考えられる。
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1 暗灰色細砂 (葉 理形成)                  16 灰褐色中粒砂 (粒 径均質で、葉理形成)

2 暗灰色細砂 (1層 に比 して暗い)              17 暗灰褐色中粒砂 (葉理形成 )

3 灰褐色細砂                        18 暗褐色中粒砂 (葉 理形成 し、16 17層 に比 して粒径大 きい)

4 灰褐色細砂 (3層 に比 して粒径大きい)           19 暗褐色細砂
5 暗灰色シル ト                       20 灰色細砂 (葉 理形成 )

6 灰色細砂                         21 灰色細砂 (地 山ブロック多 く含む)

7 灰色シル ト (径 101m前後の黄灰色シル トブロックを含む)  22 灰褐色細砂 (菜理形成)

8 黄灰色細砂                        23 褐灰色細砂 (地山ブロック、黒褐色シル トブロック含む)

9 褐灰色細砂                        24 灰色細砂
10 黄灰色細砂 (葉 理形成)                  25 黄灰色細砂 (菜理形成)

11 灰褐色細砂 (葉 理形成)                  26 暗褐色細砂
12 暗灰色細砂                        27 暗褐色細砂 (初 生の堆積構造崩れる)

13 灰褐色細砂 (地 山ブロック多量に含む)          28 黄灰色細砂 (27層 に比して土壌化進行 )

14 暗褐色綱砂                        29 黄灰色細砂 (葉理形成、27層 に比 して粒径大 きい)

15 暗灰褐色細砂                       30 暗灰褐色細砂 (上壊化著 しい)

Fig 6 SDlll'112土 層断面図 (S=1/40)

SDl12(Fig 6)

調査区を南北に縦断する溝。幅75～ 100cm前後、深さ10～ 25clll前後を測 り、断面形態は皿形を呈する。底部は

起伏が著しい。埋土は暗褐色細砂を主体とし、擾乱が著しいものの埋土内に葉理が観察できる。南北方向の底部

レベル差は北壁 と西壁付近でほとんど見 られないが、SD101と の合流付近を境に 5 cm程度の高低差を有する。

SD101の 項で詳述 したとお り、本来SD101と 同一の溝であったが、SD101埋 没後に廃絶 したものと考えられる。

また、SDlllと の関係においても、SDlllに先行 して埋没したことが確認されているため、SD101・ 111・ 112と

の関係は本来同時期に並存 していたものが、SD101→ SDl12→ SDlllの順に廃絶 していったと考えられる。埋土

内から弥生土器・石器が少量出土したが、埋土の観察や周辺遺構 との関係から古墳時代以降の遺構と考えられる。

SD123 (Fig 7)

調査区中央で検出した溝である。SDl12に並行 して調査区を南北に縦断する。調査区中央西寄 り付近でSDHl

に切 られる。幅10～ 30cm前後、深さ 5 clll前 後を測 り、断面形態は皿形を呈する。底部は比較的平坦である。埋土

は暗褐色細砂を主体とし、径 1～ 2 11ull程 度の亜角礫状地山ブロックを少量含む。南北方向の底部レベル差は北東

端と南西端付近でほとんど見られない。埋土内から弥生土器・石器が少量出土したが、埋土の観察や周辺遺構 と

の関係から古墳時代以降の遺構と考えられる。

SD呵 28。 対29・ 130。 131

調査区南端で検出した溝。第11次調査SD407～ 409、 429に相当するものと考えられるが、それぞれがどの溝に

封応するかについては不明である。いずれの遺構 も埋土内から弥生土器が出土しているが、埋土等は上記の古墳

時代の溝群と酷似しており、古墳時代以降の遺構 と考えられる。

SDl12
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SD132(Fig.7)

調査区南端で検 出 した溝。調査区南西隅を南北 に縦断す る。

SD128・ 129'130。 131と 同様他の溝との対応関係は不明であるが、

位置的にはSDlllの 延長線上にあたるが、底部レベルが20clll前 後高

く、SDl12と 対応する可能性 もある。幅60～70cm前後、深さ20cШ前

後を測 り、断面形態は皿形を呈する。底部は比較的平坦で、埋土は

褐灰色細砂を主体 とする。埋土内から遺物の出土は見られないが、埋土の観察や周辺遺構 との関係から古墳時代

以降の遺構 と考えられる。

土坑

SK134 (Fig.8)

調査区南西端で検出した土坑。SD132・ 129に 切 られる。検出長軸150cm、 短軸100cm前後を測 り、断面は浅い

「U」 宇形を呈する。南壁はやや不定形を呈 し、埋土は黄灰色細砂を主体とする。埋土内から遺物の出土はみられ

ない。

＼

1.黄灰色細砂

0       2.黒 灰色シル ト
         2

F咆 .8 SK呵 34平面・土層断面図

(S=1/40)
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第1調査区の成果

掘立柱建物

SB127 (Fig 9)

調査区南半で検出した掘立柱建物。桁行き四間、梁行き二間を測 り、東面に間仕切 りを有する。西all棟持柱は

検出できなかった。各柱間の平均距離は桁行き98,9cm、 梁行き170cmを 測る。北側桁行き417cm、 東恨J梁行き305cm、

南側桁行き375cm、 西側梁行き305cmを測 り、建物桁行き主軸はN-60° 42′ 一Eを 測る。

各柱穴は直径16～ 22cm前後の円形を主体とし、棟持柱のみ直径30cm前後を測る。柱痕跡からは径 8 cm前 後の柱

が使用されていたと考えられる。柱は抜 き取 り痕跡が明確でない。柱掘 り方、柱痕跡いずれからも遺物は出土し

ていない。

第 2節 第 2調査区の調査

第 1項 概要

第 2調査区は平池北堤際の水路に隣接して設置した調査区である。現状水路との関係上調査区を4つのブロッ

クに区分して調査を行った。厚さ約20硼の表土直下が遺構面に相当する。

調査の結果、調査区を南北方向に横切る複数の溝のほか、調査区中央付近で従来知られていなかった溝囲いを

持つ居住区を検出した。居住区はこれまで知られている環濠と類似する規模を持つSD220に よって区画されるも

ので、溝に伴って多数のピット、土坑を検出している。ピットのうちいくつかは多角形住居を構成することが判

明しており、ST268の 1棟を復元した。住居と溝の間には柵列SA270が存在し、第8'9次調査で判明したよう

な居住地の区画が、当調査区においても存在したことが明らかになった。しかし、SA277は SK240。 SD234と の

関係から区画溝SD220掘削当初には存在しておらず、SD220掘削後しばらくしてから設置されたことも明らかに

なった。

このほかにも西端付近においてやはり大型の溝を検出したが、撹乱が著しく、周辺で検出されている溝等との

関係は不明であった。

第 2項 検出遺構

溝

SD205(Fig.11)

調査区東端A・ B4区で検出した溝。調査区を南北に横断する。幅165cm、 深さ45c皿 を測 り、断面は「U」 字形

を呈する。埋土は褐灰色砂質土を主体とし、下層は径 5 11un程 度の亜円礫状地山ブロックを少量含む。擾乱のため

葉理等初成の堆積構造は確認できない。埋土内より弥生土器細片が出土した。

SD208 (Fig.11)

調査区東端A・ B7～H区で検出した溝。調査区を北西から南東方向へ横断し、SD209に切 られる。深さは30cm

程度を測るが、調査区に対して斜行しているため、正確な溝幅等は不明である。埋土は最下層に黄灰色・褐灰色

砂質土、上層に褐色シル トが堆積する。埋土内から弥生土器細片が出土した。

SD209(Fig。 11)

調査区東端A・ Bll・ 12区で検出した溝。調査区を北西から南東方向へ横断し、SD208を切る。幅160伽、深さ

15clll前 後を測 り、埋土は褐灰色シル トを主体とする。埋土内から弥生土器細片が出土した。
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1 灰責掲色(loYR5/2)シ ル ト (表土 )
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3 褐灰色(75YR5/1)砂質土 (地 山ブロック含む)
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2 褐灰色lFDYR4/ゆ シル ト

3 褐灰色■oRY5/〕 シル ト

4 黄灰色?5Y5/1)砂 質土

5 褐灰色lFoYRν )ン ル ト (6層 に比 してやや明るい)

6 褐灰色15YR4/い ンル ト
7 黒褐色■OYR3//〕 シル ト

8 黄灰色(25Y71)砂 質土

9 褐灰色(10YR5/1)砂 質土

Fig ll sD205。 208・ 209南壁土層断面図 (SD205 S=1/40、 SD208。 209 S=1/100)

SD220 (Fig。 12)

調査区中央部A～ F18～ 21区で検出した溝。調査区を緩やかに湾山しながら南北に横断する。幅390～ 440cm前

後、深さ90～ 120cm前 後を測 り、断面形態は皿形を呈する。底部は若千起伏を有する。埋土は大きく9つ の単位

に分かれ、それぞれ現場での埋土観察からフィール ドネームを設定し、遺物についてもこの単位で取上げを行っ

た。

灰黄色土 (図中 2)は礫及び土器を多量に包含する細砂が堆積する。土器の方向性は不規則で、初成の堆積構

造が見えないことなどから、第 9次調査で確認されている環濠埋土同様、人為的な埋め土の可能性が高い。

黒褐色土 (3～ 7・ 9。 10)に は擾乱の著しい細砂が、その直下には葉理を形成し礫を含む細砂混 じリシル ト

がそれぞれ堆積する。

混礫黒褐色土 (20～ 28)、 暗褐色シル ト (29～32)は 炭化物や径20～ 3011ullの 礫を含み、部分的に葉理を形成す

るシル トが堆積する。

暗灰色シル ト (41'42)は 混入物が少なく比較的均質な粒径の粘土・シルトで、部分的に細砂の葉理を形成す

る。本層位出土遺物とSK239出 土遺物が遺構間接合 した。

埋土内より多量の弥生土器・石器が出土した。

SD234 (Fig.13)

調査区中央南寄 り、B・ C21区 で検出した溝。SA277に 切 られる。検出長287c皿、幅35cm前後、深さ 5～ 7 cm前

後を測 り、断面形態は皿形を呈する。底部は起伏に乏しく、北から南へ とわずかに傾斜する。埋土内から弥生土

器が少量出土した。

SD235 (Fig封 4)

調査区西側A・ B14・ 15区で検出した溝。西半分を水路に伴う撹乱により破壊される。残存幅120clll前 後、深さ

55cm前後を測 り、断面形態は「U」 宇形を呈する。埋土は黒褐色・褐灰色の礫を含むシル トを主体 とする。埋土

内から弥生土器が少量出土した。

SD238 (Fig.14)

調査区中央西寄 りA・ B o C25区で検出した溝。調査区を南北に横断し、弥生時代と考えられる多数のピットに

1 灰黄褐色(loYR5/21シ ル ト (表土 )
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W

縦断セクションの交点

|

E

縦断セクシヨンの交点

|

南壁
L=11500m

E 縦断セクシヨンの交点

|

横断セクション

一 ――
、
(

| S

セクション 、 "
―
―
…
Ｌ
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2 暗灰貢色125Y4/21m砂 (礫及び土器の細片歩量に含み、鋏斑文洸を。4H4造見えす)

3 黒褐色(10YR1/抑 抄混シルト (径 51～ ユOOn「の藤を三4Xと する。さらに小単位に分解可能)

4 黒褐t(1∝ R3/21m砂 (2層 に比 して礫の混入少ないものの、笙10～3助の礫を15%前後奮J。 推積構造なし)

7 黒召色(10YR3/1)ン ルト (大小の環を不規貝1に含む)

0 明費褐色(10YRT/61シ ルト (建山アロックの崩密)

1l Ht褐 宮(10YR3/1脚 砂 (3層 に類IXす るが、擁含右事40″競後に逮する。推X14整見えす)

ユ0 景色(10YR2/11HI砂 混ンルト

鉤 罵色(10YR2/11F/質 ■ (礫、遺効多五ti含む)

諺 纂色(10Yツ 1炒質上 (21層 と同じだが、礫、遺物少ない)

0                        2m

24 黒色(10YR2/1)細 砂濃ンルト (径
fu na前 後の礫を部分的に含む。炭化筋を少量合み 層中に水平葉理あり)

2,質灰色(わY71炒質土 (遺物、疎多量に含む)

26 褐色175m4/41砂質土 (地 山に定因するゆを多く含■)

27 黒召色(101R3/1)シ ルト (径働血前後の環を少抵含み、Z層 1こ比して混入助少ない。層中に水平策瑾あり)

al 灰色175Y4/1)砂 質■ (下 層の砂通の地山ノロック)

32 舅責福色(10YR7/Olシ ル ト (地 山アロッタの加壊か)

33 黒欄0(10YR3′リンルト (径 211～BOdaの 礫を少屋合と。層中1こ水平葉理見られる。炭イ動 を含む。粒径は拘質)

34 黒色15V2/1)粘 質と (礫 を多霊に含tr)

“

 黒色1572/1)粘 質■ (34層 と類】するが際入らす)

3・ 黒色(10YR2/1)粘 質■ (際 、通物多く混じる)

38 朔資編色(10YR7/61シ ル ト (地 山ブロックでお茂)

39 黒福t125Y3/1)緬 ψ (社奮やや■く、層中に水平茶理見られる)

40 仄贅籍色はOVV21中 泣砂 (ン ルトとψが混じる)

41 褐灰色(10YR4/1)粘 i(況入物少なく、比候

"荀

質だわ蜘 砂の秦理あり)

42 贈灰資を125Y5/21活 質上 (電 Ⅲノロック、砂を含む)

日g.12 SD220土 層断面図 (S=1/50)
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SD235
L=11500m

E W

SD238
L=11000m

E

1 黒色 (2N/)砂 質土 (表土 )

2 褐灰色 (5YR5/1)シ ル ト
3 褐灰色 (5YR5/1)シ ル ト
4 黒褐色 (10YR3/1)シ ル ト

5 褐灰色 (5YR5/1)砂 質土

(小 礫含む)

(礫含有量多い)

W

1 灰黄褐色 (10Yお /2)シ ル ト (表土 )

2 黒褐色 (75Y驚泡)シ ル ト (ピ ット埋土 )

3 明黄褐色 (10YRν 6)シ ル ト

(礫、地山ブロック含む。 しまりやや弱い)  4.褐 色 (■5YR4/3)ンル ト

(小 礫含む。黒褐色シル トブロック含む)    5 褐色 (75YR4/3)砂 質土

B―N2m

21-Wlm

0                                 2m

Fig.14 SD235。 238南壁土層断面図 (S=1/40)

切られる。幅100～ 170cm前後、深さ15cm前後を測 り、断面形態は皿形を呈する。埋土

は上層に褐色シル ト、下層に褐色砂質土が存在する。擾乱のため葉理等は確認できな

かった。検出範囲で南北端の底部レベル差はほとんど確認できない。埋土内から弥生

l  i  lP   土器が少量出土した
_   

上 れ耳/yノ 塁 四 上 し /ヒ o

Fig.13 SD234平 面図   SD241(Fig.15)

(S=1/50) 調査区西側B・ C40区で検出した溝。SD242・ 243・ 245と 並行 して調査区を南西か

ら北東に横断する。幅75～90cm前後、深さ20cm前後を測 り、断面形態は皿形を呈する。埋土は褐灰色シル トを主

体 とし、下層には亜円礫状の地山ブロックを少量含む。検出範囲で南北端の底部レベル差はほとんど確認できな

い。埋土内から遺物の出土は見 られないが、並行する溝群との関係から古墳時代以降の遺構 と考えられる。

SD242 (Fig.15)

調査区西側B・ C38・ 39区 で検出した溝。SD241・ 243・ 245と 並行 して調査区を南西から北東に横断する。幅

130～154cm前後、深さ28cm前後を測 り、断面形態は皿形を呈する。埋土は大きく3層 に分かれるが、いずれの層

も擾乱のため初成の堆積構造が明確でない。検出範囲で南北端の底部レベル差はほとんど確認できない。埋土内

から弥生土器・古墳時代の土師器が出土したことから、古墳時代以降の遺構 と考えられる。

SD243 (Fig.15)

調査区西側B,C37・ 38区で検出した溝。SD241・ 242と 並行 して調査区を南西から北東に横断し、SD245を切

る。幅135～ 150clll前 後、深さ35cm前後を測 り、断面形態は皿形を呈する。埋土は大きく3層 に分かれ、断面観察

からは浚渫が行われていた可能性が考えられる。検出範囲で南北端の底部レベル差はほとんど確認できない。埋

土内からは弥生土器のほかに須恵器甕・杯蓋、古墳時代の上師器が出土したことから、古墳時代以降の遺構 と考

えられる。

SD244 (Fig 1 5)

調査区西側B・ C41区で検出した溝。SD241・ 242・ 243。 245と はやや方向を違えて調査区を南北に横断する。

西側半分は調査区外である。深さ30cm前後を測 り、推定断面形態は「 U」 宇形を呈する。埋土は褐灰色シル トを

主体とし、下層には亜円礫状の地山ブロックを少量含む。検出範囲で南北端の底部レベル差はほとんど確認でき

ない。埋土内から弥生土器が少量出土した。

SD245(Fig 1 5)

調査区西側B o C37区で検出した溝。SD243に切 られ、断面の形態等から土坑である可能性 もある。深さ 8硼前

後を測 り、断面形態は底部の平坦な箱形を呈する。埋土内に葉理等は見 られない。埋土内から弥生土器の細片が

出土した。
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第 2調査区の成果

SD241～245平面図

SD242耳 ヒ壁

SD241セ クション

L‐ユ1000m L=1l l100m

1 造成上
2 現代耕土 (し まり非常に悪い)

3 現代耕土

4 褐色(loYR4//41シ ル ト質土

5.暗オリープ褐色125Y3/3)シ ル ト質上

6.黄灰色125Y4/1炒 質土

7 黒褐色(loYR3/2)シ ル ト質土

1 造成上

2 現代耕土

3.現代耕土

4 黄灰色125Y5/1)ン ル ト質土 (5層 に比 して明るい)

5 黄灰色125Y4/11ン ル ト質土

6 暗褐色(10YR3/3)シ ル ト質土

7 暗灰黄色(25Y4/21シ ル ト質土

オリーブ黒色(5Y3/21シ ル ト質土

褐灰色15YR4/1)砂 質土

黒褐色12もY3/21砂 質土

黄灰色125Y5/1)シ ル ト

にぶい黄褐色(loYR6/41シ ル ト

黒褐色(巧YR3/1)シ ル ト

黄灰色(25Y5/1)シ ル ト

SD244セ クション

1 褐灰色15YR6/〕 シル ト (撹乱 )

2 褐灰色175YR5/1)ン ル ト

3 黒褐色175YR3/2)シ ル ト

4 掲灰色(75YR5/11ンル ト (地山プロック含む)

W

８

９

１０

■

１２

お

望

0                                 2m

日g.刊 5 SD241・ 242・ 243・ 244・ 245平面・土層断面図 (平面図S-1/100・ 土層断面図S-1/40)

SD279 (Fig.16)

調査区中央北端E・ F21・ 22区で検出した溝。ST268を取り巻くように湾出して存在するが、ST268を構成する

柱穴に切られる。3つの土坑が列状に並ぶような様態を呈するが、削平のため溝底部の起伏のみが残ったと解釈

した。幅45～ 55clll、 深さ6～ 10clll前 後を測り、断面形態は皿形を呈する。埋土内に葉理等は確認できず、地山ブ

ロックを含むことから人為的に埋め戻されたものと考えられる。埋土内から弥生土器が少量出土した。

SD280 (Fig.17)

調査区中央北寄りE・ F20。 21区で検出した溝。南北方向に存在し、SA2771こ切られる。SD234の延長上に位置

し、本来同じ溝であった可能性も考えられる。検出長456clll、 幅25cm前 後、深さ 6 cm前後を測り、断面形態は皿

形を呈する。埋土内には亜角礫状の地山ブロックを含むことから、人為的に埋め戻されたものと考えられる。南

E          W

褐灰色 (5YR4/1)シ ル ト質土

褐灰色(10YM/1)シ ル ト質土 (径～10m程度の地山プロック含む)

SD243・ 245北壁

L=1lЮ00m

SD243
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L‐ 1l lX10m

W

0                    1m

―L‐ 11000m

W               E

予
l 黒褐色6YR3/1)シ ル ト

(地山ブロック混 じる)

0                     50cm

A    r

0             50cm

0                          2m

日g.16 SD279平 面・土層断面図 (平面図S=1/50・ 土層断面図S=1/20)

日917 SD280平面・土層断面図
北端の底部レベル差はほとんど確認できない。埋土内から弥生土器の細片が   (平面図S=1ん 0・ 断面図S=1之0)

少量出土した。

SD283 (Fig封 8)

調査区西端A・ B43～47区 で検出した溝。調査区が狭いことと、境乱が著しいことから溝の規模や方向等は不

明確であるが、調査区を南西から北西に横切る幅 7m前後の溝が復元できる。埋土は大きく6つの単位に分かれ、

それぞれ現場での埋土観察からフィールドネームを設定し、遺物についてもこの単位で取上げを行った。

灰黄褐色土 (図 中3)は遺物が少なく、粒径の均質なシルトで構成される。

灰褐色土 (4)、 褐色土 (5)、 暗褐色土 (6)は礫・遺物を多く含み、堆積構造の不明確なシルトを主体とす

る。

黒褐色土 (7～ 10。 13～ 17)は葉理を形成する粘土・シル トを主体とする。

黒褐色シルト (11)は水平葉理が著しく発達する。底部の形状には若千の起伏が認められるが、溝の方向が不

明確なため意図的なものであったかどうかは不明である。埋土内から弥生土器 。石器が多量に出土した。

土坑

SK233 (Fig,19)

調査区中央西寄り、B・ C23。 24区で検出した土坑。弥生時代の複数のピットに切られる。長軸250cm前 後、短

軸155clll前 後を測り、壁面は垂直に立ち上がる。底部に径30～66cmの 円形のピットを穿つ。底部のピットはいず

れも土坑埋土と切り合いを持たず、土坑埋土と一体化している。また、ピットの底部レベルは大きく3グループ

L=11000m

S                        N

B渇
範臣=コ

~ど

1 黒褐色15YR3/1)シ ル ト
2 褐灰色6YR5/1)シ ル ト (地 山ブロック混 じそ
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第 2調査区の成果

壁面②

1 造成±                           11 オリーブ褐色125Yク 3)砂質土 (水平葉理あ り)

2 現代耕±                         12 造成土

::琶電
g籟

琺 しキ l帯老珍婁:;ガ :ζを与佳

か

 挺 を肺 卜

(障

と々み 、平 魂 を含0性
~~十

一 ―
壻

m

6 黒褐色(75YR3/1)シ ル ト (遺物、礫が下半部を中′いに混 じる) 15 明黄褐色(25Y″ 6)シ ル ト (崩 れた地山プロックの薄層。
7 黒色(75YR2//1)シ ル ト (遺物数なく、地山ブロック混 じる)    遺物を一様に含む)

8 黒色(10YR″ 1)シ ル ト (大 きめの地山ブロック、底部に遺物   16 黒褐色(75YR3/1)シル ト (地山プロックを含む)

含む。水平葉理あ り)                   17 黒褐色(5YR2/1)シ ル ト (地山プロックと砂を多 く含む)

9 黒色(10YR17/1)砂質土 (地山ブロック含む)        18 暗赤褐色(5YR3/2)シ ル ト (地山プロックを多 く含み、
10 黒褐色(25YRν21砂質土 (地 山ブロック含む)          還物 も少量含む)

Fig.18 SD233壁 面上層図 (S=1/50)

に分かれ、a・ b・ c・ gが土坑底部から10cm、 d・ fが 40cm、 gが 5 cm前後と一定しない。埋土は最上層を除いてい

ずれも亜円礫状地山ブロックを少量含み、人為的に埋め戻されたものと考えられる。埋土内から多量の弥生土

器・石器が出土した。

SK239 (Fig.20)

調査区中央付近、C20区で検出した土坑。SD220に切 られる。残存長軸95cm前後、短軸70cm前後、深さ25cmを

測 り、断面形態は皿形を呈する。底部には若千の起伏を有する。埋土内より弥生土器が出土した。

SK240 (Fig.21)

調査区中央付近、B20・ 21区 で検出した土坑。SD220を切 り、SD2341こ切 られる。長軸247cm、 短軸55cm前 後、

深さ20cmを測 り、平面形態はいびつな溝状を呈する。断面形態は「U」 字形を呈 し、底部には若干の起伏を有す

る。埋土内には炭化物を若干含み、葉理等は見 られない。埋土内から遺物の出土は見られない。

SK293 (Fig.22)

調査区中央西寄 りA・ B27・ 28区 に位置し、SK294とこ隣接する土坑。長軸 170clll、 短軸150clll前 後、深さ60cmを 測

り、平面形態は楕円形を呈する。断面形態は「U」 字形を呈し、底部は摺鉢状を呈する。埋土内は下層に砂質土、

上層にシル トが堆積する。埋土内から遺物の出土は見られないが、隣接するSK294と 埋土、形態が類似 してお り、

近現代の遺構 と考えられる。

SK294 (Fig 22)

調査区中央西寄 りA・ B28区に位置し、SK2931こ 隣接する土坑。径120cmの 円形を呈 し、深さ65cmを測る。断面

| ~
|

|

この面は撹乱のため

溝埋土残存せず ↓
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L=1l l100m                      l 
掲灰色15YR5/0
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)

弱い)    (地
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日g.19 SK233平面 。土層断面図 (S=1/40)

1 黄灰色125Y4/1)シ ルト質土

0                                1m

Fig.20 SK239平 面 。土層断面図 (S=1/20)

頂

L‐ 1llX10m

N S

／

」

Aゾ I

1 褐灰色(10YR4/1)細 砂 (炭化物少量含む)

0                 1m

Fig.21  SK240平面 。二L層断面図

(S=1/40)

1 切黄褐色(10YR7/6)シ ル ト
2 赤灰色 (25Y R6/1)シ ル ト
3 掲灰色(5YR6/1)シ ル ト
4 褐灰色(loYR6/1)ン ル ト (し まり弱い)

5 灰黄褐色(10Y誦 /動砂質土 (し まり弱い)

6.褐灰色■oYR6/1)粘質土

1 褐灰色住OYRν l)シ ル ト (し まり弱い)

2 にぶい黄褐色(10YR5//41シ ル ト
3 灰褐色(75YR5//21シル ト (し まり弱い)

4 褐灰色(10YVl)砂質土 (礫入る。 しまり弱い)

5 黄灰色125Yν l)砂 質土 (礫入る。しまり弱い)

6 灰黄掲色(10YR6/2)砂 質土 (礫入る。 しまり弱い)

0                               2m

Fig 22 SK293・ 294土層断面図

(S-1/40)
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1 黒褐色15YR3/1)ン ル ト (地 山プロック混 じる)

2 にぶい黄橙色(10YR7/41上 (黒色粘土プロック混 じる)

3 褐灰色15YR5/1)シ ル ト (地山プロック混 じる)

4 にぶい黄橙色(loYR7/3)土 (黒色粘上プロック混 じる)

0                                 2m

SP264

V
SP261

F咆 .23 SA277平面・土層断面図 (平面図S-1/100。 土層断面図S=1/40)

L‐11000mSP260 SP265
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駆
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◎
SP260

年

十 E

V ヤ

1.褐灰色15YR2/ゥ ンル ト

2 黒褐色(10YR3/1)シ ル ト

3 黒褐色(5YR3/114シ ル ト

4 にがい黄橙色(10YR7/41土 (地山ブロック)

5 明褐色(巧YR3/41ン ル ト (地山ブロック)

6.黒褐色(ЪYR3/動 シル ト (柱痕確認できず)

7.黄橙(10YR8/61シ ル ト (地山)

0                             2m
/ァIF》

SP263

0                 2m
＼

ざ
移

・262・ 263・ 264・ 265・ 266・ 267平面・ 1主穴三L層断面図

(平面S=1/50。 土層断面図S=1/40)
Fig.24 SP260。 261



第2調査区の成果

形態は「 U」 字形を呈 し、底部は摺鉢状を呈する。陶製の枠材を設置した後、底面に漆喰を塗布する。埋土内は

下層に砂質土、上層にシル トが堆積する。形態および構造から近現代のノツボ遺構 と考えられる。埋土内から遺

物の出土は見られない。

柵列

SA277 (Fig.23)

調査区中央付近A～ F20・ 21区 で検出した柵列。a～ kの Hの柱穴によって構成され、SD220に 並行 して存在す

るが、SD280・ 234を 切ることから、SD220の一部が埋没 し始めた頃に設置されたと考えられる。柱穴は直径18～

25cm、 深さ 7～ 20cmを測 り、断面観察から推定される柱の直径は10cm前後が考えられる。柱穴間隔は比較的不規

則で、最も狭いa― b間 で97cm、 最も広いg― h間で200cmの差がある。柱穴間隔の平均値は137cmで ある。柱穴埋土

から遺物の出土は見られない。

竪穴式住居

ST263 (Fig.26)

調査区中央付近E・ F21・ 22区 で検出した竪穴式住居。a～ gの 7の柱穴によって構成される人角形のプランを

持つ。中央土にはSK276が存在 し、住居に付随する土坑と考えられる。讃岐地域に散見される「 10(イ チマル)

土坑」の可能性 も想定 して精査を行ったが、対になる円形土坑は検出できなかった。SP2601こ 隣接 して存在 し、

SD279を 切る。柱穴は直径15～ 20cIIl、 深さ5～ 20cmを 測 り、断面観祭から推定される柱の直径は10cm前後が考えら

れる。柱穴間隔は比較的不規則で、最も狭いc― d間で112cm、 最 も広いf― g間で190cmの差がある。柱穴間隔の平

均値は130cmで ある。柱穴埋土から弥生土器が出土した。

ビット

SP221

調査区中央付近C22区 で検出したピット。直径45cmを測る円形を呈 し、深さ10cmを 測る。埋土は褐灰色シル ト

の単純層である。埋土内より弥生土器が少量出土した。

SP223

調査区中央南端A23区で検出したピット。直径27clllを 測る円形を呈 し、

深さ10clllを 測る。埋土内より弥生土器が少量出土した。

SP246 (Fig.25)

調査区中央南端B24区で検出したピット。長軸48cm、 短軸39clllを 測る

いびつな円形を呈 し、深さ22cmを測る。埋土の観察からは柱を抜 き取っ

たような痕跡が見られ、抜き取り後の埋土に弥生土器無頸壺が、日縁部

を下にして斜めに設置されていた。

SP255

調査区中央南端A23区で検出したピット。直径28cmを測る円形を呈 し、

深さ28clllを 測る。埋土内より弥生土器が少量出土した。

SP260～ 267 (Fig. 24)

調査区中央付近D・ E21'22区で検出したピット群。ST268に 隣接 し

て存在 し、SP2641よ SD279を 切る。柱穴はいずれも直径18～ 25cm、 深さ7

～13cmを測 り、中央のSP266。 267の みは径45cm、 深さ15clllを 測る。断

面観察から推定される柱の直径は 8 cm前後が考えられる。その配列から

竪穴式住居を構成する柱穴群と考えることも可能である。その場合推定

される住居規模は 6の柱穴によって構成される六角形のプランを持ち、

26-E05m

+B

勘L

1 黒褐色ほ5YR3/21シ ル ト
2 褐灰色(5Y馳/1)シ ル ト

0                                 1m

Fig.25 SP246遺 物 :当 土状況

平面 。土層断面図 (S=1/20)
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ST268  a       b
L‐ 11000m

Ψ 頼

L=11000m e  ___  f  ___  g  ___

勅  Ⅵ V
SK276
L=1l l100m

S                         N

I     】:墾猛色ti子 :II,)i【サけト
3 にぶい黄橙色(10YR7/41土 (地 山プロック)

4 褐灰色15YR5/1)シ ル ト

5,褐灰色175YR6/1)ン ル ト

6 黒褐色(ЮYR3/1)シ ル ト

7 褐灰色6YR5/0シ ル ト (地山プロック多 く含む)

8 黒褐色住OYR3/1)シ ル ト (ピ ット埋土 )

9 にぶい黄橙色(loYR7/41土 (地 山プロック)

10 褐灰色15YR5/)シ ル ト

11 褐灰色175YR6/1)シル ト

0                               2m

0                          2m

Fig.26 ST268。 SK276平面 。柱穴土層断面図 (平面図S=V50。 土層断面図S=1/40)

中央土坑等は見られないが、SP266。 267は主柱穴と位置づけられる。柱穴間隔は比較的不規則で、152cm～250cm

の幅を持つ。柱穴間隔の平均値は197cmである。柱穴埋土から弥生土器細片が出土した。

SP290

＋
努

調査区中央南端B23区で検出したピット。直径22cmを測

る円形を呈 し、隣接する二つのピットに切 られる。深さ

35cmを 測る。埋土内より弥生土器が少量出土した。

SP292

調査区中央C22区 で検出したピット。直径32clllを 測る円

形を呈 し、深さ14cmを 測る。埋土内より弥生土器が少量

出土した。

SP296・ SP297・ SP298 (Fig.27)

調査区中央C・ D20区で検出した一連のピット。直径28

～32cmを 測 り、いずれも円形を呈する。断面形態はいず

れも皿型を呈し、深さ 5 cm前後を測る。埋土の観察から

は柱の存在は確認できない。隣接するSX295と ともに、

出入 り日などに関連する施設を形成していた可能性も考

えられる。

SX295 (Fig.27)

調査区中央D20区で検出した不明遺構。直径10cm前後の

ピットを幅10cmの溝で連結する構造を有する。隣接する

SP296～298と ともに、出入 リロなどに関連する施設を形

成していた可能性も考えられる。

A」  ~A'

B2+
SX295
L=n l10om                      L=1l lX10m
N                     S     E     W
A(デ ==屯 >徊 ば   BV「

SP296          SP297
と=11 01111m           L=1l lX10m

N         S     N          S

平   了
1 褐灰色(loYお /1)ン ルト   1 褐灰色〈10YR5/1)シ ルト
2 にぶい黄褐色(10YR5/41土

(地山プロック混じる)

Fig.27 SP296・ 297・ 298。 SX295

平面 。土層断面図 (S=1/40)
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第 3調査区の成果

第 3節 第 3調査区の成果

第 1項 概要

第 3調査区は、幅1.5m、 長さ約140mに わたって設定した調査区である。現況水路との関係上、東からA～ D

区の 4小区を設定して調査を行った。基本層位はFig.28に示した。現代造成上の起伏が著しいが、遺構面は調査

区東西端で40cШ程度の高低差を持って東へ傾斜する。D区付近には中世の遺物を包合する褐灰色シルトが残存す

る。ベースは黄灰色シルトが主体であるが、B区西半では礫や砂を多量に含む部分があり、扇状地の堆積層を示

している。

調査の結果、A区で 2本、B区で 1本、D区で 4本の大溝が、BoC・ D区で多数の土坑・ピットが見つかり、

第 4次調査で検出された環濠西側の溝区画を持つ居住区を追認することとなった。本調査区最大の成果は、弥生

時代中期初頭と考えられるD ttSD329暗 褐色細砂より、多量の動物骨に伴い、人骨と銅剣片が出土したことであ

る。人骨は青年男子 1体分で、傷病痕は見られないことが確認されている。また銅剣の観察からは切先ではない

ことが判明しており、殺傷人骨ではないと考えられる。銅剣の出土例としても瀬戸内最古級のものであり、重要

な成果といえる。

L=10500m
E

判
――
＝
――
測

1 試作 トレンチ埋土
2 現代耕土
3 現代造成上
4 褐灰色(loYR5/1)シ ル ト (中 世の選物含む)

5 現代床土

日g.28 第 3調査区土層桂状模式図 (縦S-1/40・ 横S=任意)

第 2項 検出遺構

A区

最も東端に位置する調査区である。この部分は造成工事が行われておらず、表土直下が遺構面であった。調査

の結果、調査区のかなりの部分が第 6次調査の調査区と重複していることが判明した。

清

SD301(Fig 30)

調査区西端A・ B7～9区 で検出した溝。屈曲しながら東西方向に調査区を縦断する。撹乱のためSD303と の切 り

合いは明らかにできなかった。幅70cm前後、深さ40cm前後を測 り、断面形態は「U」 字形を呈する。埋土は黒褐
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第 3調査区の成果

色シル トを主体 とし、擾乱を受けるものの葉理が観察できる。埋土内から

弥生土器の細片が少量出土した。

SD303(Fig.31)

調査区中央A・ B4～ 7区で検出した溝。調査区を南東から北西に横断する。

第 9次調査で対応する溝は確認できず、その他周辺の調査区との対応関係

も明確でない。推定幅600cm前後、深さ75cm前後を測り、断面形態は皿形を

呈する。埋土は大きく9つの単位に分かれ、それぞれ現場での埋土観察か

らフィールドネームを設定し、遺物についてもこの単位で取上げを行った。

黒褐色細砂 (図 中 3)は部分的に葉理が見られることから、埋没の最終

段階はくばみになって開日していたことがわかる。

暗褐色細砂 (4)、 暗褐灰色細砂 (5。 6)は ブロック土を含み、多量の遺物が不規則に含まれることから、

人為的な埋め土と考えるが、 6層 は部分的に葉理を形成する。以上の層は10・ 11層 を切 り込んでいることなどか

ら掘 り直し後の埋土と考えられる。

SD303

2m

Fig.30 SD301西 壁土層断面図

(S=1/50)

∵
∞m 1 試掘 トレンチ埋土

2 褐色(10Y欄ヽ 細砂 (近 世洪水砂 )

3 黒褐色(loYR2/動 シル ト混細砂 (ブロック含まず、部分的に葉理存在 )

4 黒褐色(10YR2/51綱 砂 (径50a t程度の地山ブロック含む)

5 黒褐色〈75YR3/1)細 砂 (炭 化物や上器片を多量に含み、プロック含む)

6 黒褐色〈75YR2/2)シ ル ト混細砂 (擾乱激 しいが、部分的に葉理などが残る)

7 暗褐色(10YR3れ )細砂 (プロック含み、炭化物含む)

8 にぶい黄褐色(10YRク 3)細砂 (ブロック含み、炭化物含む)

9 褐灰色(10YR4//1)細 砂 (葉 理残る)

10 暗褐色(10YR3/今 細砂 (7層 に類似)

H 褐灰色175YR71)細砂 (8層 に類似)

12 褐灰色(10YR71)砂 混シル ト (擾乱激しい)

13 掲灰色li FrR〃 1)砂混シル ト (擬乱激しい)

ｍ蜘一Ｗ

2 黒褐色(10YR〃 2)細砂 (土 器、礫多量に含む)

3 黒掲色
『

5YR3/1)細砂 (2層 に比して混入物少ない)

4 黒褐色175YR3/21細 砂 (し まり悪 く、炭化物含む)

5 黒褐色(loYR〃2)細砂 (し まり悪 く、炭化物含む)

6 黒褐色(10YR2/2)細 砂 (4層 に類似するが炭化物少ない)

7 暗褐色T5YR3/3)細砂 (径30 dI前後のシル トブロック (地 山)多量に含む)

8 褐灰色(10YR4/1)細 砂
9 褐灰色(10YR4/1)シ ル ト

10 褐灰色(10YR4/1)シ ル ト

■ 黒褐色(10YR3/21細 砂
12 褐灰色1/5RY4/1)シ ル ト

13 灰黄褐色(10YR72)細 砂
14 褐灰色(75YR4/1)シ ル ト

15 黒褐色(10YR3/1)シ ル ト

Fig.31 SD303。 309北壁土層断面図 (S=1/50)

0                         2m

1 試掘 トレンチ埋土
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第3調査区の成果

暗灰色シル ト (12)お よび灰色細砂 (13)は粒径が均質で自然な堆積土であると考えられるが、著しい擾乱を

受けており、ヒトもしくは生物が溝底を歩き回るなどして擾乱 した可能性が高い。埋土内から弥生土器・石器が

多量に出土した。

SD309(Fig.31)

調査区東端A・ Bl～ 3区 で検出した溝。調査区を南東から北西に横断する。第 9次調査SD081と 同一の溝と考え

られる。深さ90cm前後を測 り、断面形態は「U」 字形を呈する。埋土は大きく8つの単位に分かれ、それぞれ現

場での埋土観察からフィール ドネームを設定し、遺物についてもこの単位で取上げを行った。

黒褐色細砂 (図 中 2)、 暗褐色細砂 (3)は礫 。遺物を多 く含み堆積構造が明確ではない。

褐灰色細砂 (4～ 7)は地山ブロックを多量に含み、第 9次調査SD081の 上層と類似する。

暗灰色シル ト (10～ 12)、 黒灰色シル ト (13・ 14)、 黒褐色シル ト (15)は粒径が均質で自然な堆積土であり部

分的に葉理が見られるが、著しい擾乱を受けており、SD303最下層同様ヒトもしくは生物が溝底を歩き回るなど

して擾乱した可能性が高い。埋土内から弥生土器 。石器が多量に出土した。

B区

遺構の大半は調査区東半に集中し、SD303以西は遺構が希薄である。

溝

SD306 (Fig.32・ 33)

調査区東端A・ Bll～ 12区 で検出した溝。調査区を南北に横断する。深さ105cm前後を測 り、断面形態は逆台形

を呈する。埋土は大きく5つの単位に分かれ、それぞれ現場での埋土観察からフィール ドネームを設定し、遺物

についてもこの単位で取上げを行った。

黒褐色細砂 (図 中 4～ 6)は遺物、礫、焼土、炭化物を不規則・多量に含み、塊状構造を有することから人為

的に埋め戻 した土と考えられる。

黒色細砂 (7・ 8)及び暗灰色シル ト (9。 10)は 自然に堆積 した土と考えられる。遺物を多 く含むが、その

多 くは溝の西側から投棄された状態を示す (Fig 33)。

褐灰色細砂 (11,12)は粒径が均質で自然な堆積土であると考えられるが、著 しい擾乱を受けており、ヒトも

しくは生物が溝底を歩き回るなどして優乱した可能性が高い。暗褐色細砂は地山ブロックを多量に含み、貼 り土

の可能性が高い。浚渫は行われていたと考えられるが、総じて大規模な掘 り直し等の痕跡は見られない。埋土内

から弥生土器 。石器が多量に出土した。

SD313(Fig.34)

調査区中央付近A・ B17・ 18区 で検出した溝。幅120cm前後、深さ30c皿前後を測 り、断面形態は「 U」 字形を呈

する。埋土は黒褐色シル トを主体とし、下層に径 5～20cmの礫を大量に含む。礫の配置に規則性は見られず、地

山に含まれる礫を投棄した状況であった。埋土内から弥生土器・石器が少量出土したが、埋土が弥生時代の遺構

と明確に異なり、古墳時代以降の遺構である可能性がある。

土坑

SK311(Fig。 35)

調査区中央付近、B14区で検出した土坑。SK324を 切る。検出径60cm前後、深さ18cmを 測 り、断面形態は皿型

を呈する。底部には若千の起伏を有 し、埋土内には地山ブロックと炭化物をやや多 く含む。埋土内から弥生土

器・石器・焼土が出土した。

SK312

調査区中央付近、B16区で検出した土坑。短軸75clll前後を測る精円形を呈する。深さ27cmを 測 り、断面形態は

皿型を呈する。底部には若干の起伏を有す。埋土内から弥生土器・石器が出上した。
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SK324 (Fig.35)

調査区中央付近、B14区で検出した土坑。SK311に 切 られる。短軸82cm前 後を測る隅九方形を呈する。深さ約

35cm前後を測 り、断面形態はいびつな皿型を呈する。底部の起伏が激 しい。埋土内には地山ブロックと炭化物を

少量含む。埋土内から弥生土器・石器が出上した。

C区

東半分を撹乱により破壊される。検出遺構は小規模なピット群と、深さ 5 cm程度の浅い不定形な土坑のみであ

り、報告を行うような顕者な遺構はみられない。

D区

調査区東半でピット、土坑を、

溝

SD329 (Fig.36)

調査区東端A・ B37～39区で検

出した溝。調査区を北西から南

東に斜行 しなが ら横断する。幅

550cm、 深 さ135cm前後を測 り、

断面形態は「U」 字形を呈する。

肩部は東西 ともに緩やかな段 を

有 し、最上層が広 く広がる。埋

土は大きく8つ の単位に分かれ、

それぞれ現場での埋土観察か ら

フィール ドネームを設定 し、遺

物についてもこの単位で取上げ

を行った。

西半で溝群を検出した。また、SD329か らは動物骨・人骨 。鋼剣が出土した。

2m

Fig.32 SD306南 壁土層断面図 (S=1/50)

1 造成上

2,現代耕土
3 褐灰色(10YR4/11WIH砂 (鉄斑文沈着あ り)

4 黒褐色175Y磁/2)細 砂 (鉄斑文沈着 )

5.黒褐色175YR2/21ンル ト (4層 に比 して粘性強 く、

やや暗い)

6 黒褐色175YR2/2)シル ト (焼上、遺物の破片、

炭化物多量に含む)

7 赤黒色125YR1 7/1測 砂 (焼上、炭化物少量含む)

8 黒褐色(10YR2/21細 砂 (焼上を多 く含む)

9 黒色(10YR〃 oシ ル ト (粘性強 く、部分的に礫含む)

10 黒褐色(10YR3/1)細 砂 (礫、土器多 く含む)

11 黒褐色(10YR3/1)粘 土

12 黒色 (ユOYR2/〕粘土 (灰 色細砂のプロック (地山ブ
ロック)部分的に少量含む)

13 暗褐色(10YR3/31細 砂 (粒形やや大 きく、径� 前後
の地山プロック含む)

14 暗福色(10YRν躙 砂 (径1011m前後の地山ブロックを

50%程 度含む)

0

日g33 SD306暗灰色シル ト遺物出土状況平面 。断面図 (S=1/40)
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E

E

1 褐灰色li5YRν リシル ト
2 黒褐色(5YR3/1)ン ル ト (径31ud程 度

の角の取れたシル トブロック (地山)

を少量含む)

3 黒褐色(10YR2/21粘 土

0                                   2m

日g.34 SD313礫 出土状況・土層断面図 (S-1/40) 2m

日g35 SK31刊 。324平面土層断面図 (S=1/40)

褐灰色細砂 (図 中 7・ 8)は遺物、焼土塊を含む。著しい擾乱のため埋土内に葉理等は観察できないが、一部

砂礫による薄層が観察される。

暗褐色細砂 (9。 26～30)1よ、多量の遺物、礫、骨、焼土塊、銅父U片 を含む。塊状構造を有し、26～ 30層 も本

来ブロック状の小単位である。人為的な埋め土の可能性が高い。

黒色シル ト (11・ 31～33)は粒径の均質なシル トで、部分的に寸断された葉理が残存するほか、径 1～ 5 11ulの

12。 13層 を母材とする亜円礫状ブロックを含む。本層から下位に向かって、植物根に起因する凹凸が貫入する。

また、上位層である暗褐色細砂最下面の遺物は本層の上面に沿って存在 している。これらのことから本層は埋め

戻 し前の自然堆積層であると判断する。

暗黄灰色シル ト (12・ 13)は遺物・焼土を少量含む。粒径は均質だが黒色シル トからの擾乱が著しく、葉理等

は確認できない。自然堆積層と考えられる。

灰色粘土 (15。 16)は完形に近い遺物を含み、部分的に葉理を形成するが、全体的に擾乱を受ける。自然堆積

層が何らかの生物擾乱を受けたものと考えられる。

暗灰褐色細砂 (17)は擾乱のため堆積構造が不明である。自然堆積か人為堆積か判断できない。

褐色シル ト (18・ 35～38)は 遺物が少なく、36・ 37・ 38は地山と同質のシル トブロックを主体とする。溝壁に

広 く存在しており、また本層と地山の間に間層が見られないこと、後述する掘削時の埋土と考えられる褐灰色粘

土の上位に位置することから、溝掘削時に溝岸に貼 り付けた土であると考える。その目的としては護岸や溝の修

正などが考えられる。

褐灰色粘土 (21)は褐色シル トと類似する、地山ブロックを主体とする層である。溝掘削時の凹凸内に入 り込

んでおり、溝掘削時の加工面覆土である。

本遺構からは、特徴的な遺物として動物骨・人骨 。銅剣片が出土した。それぞれの出土状況を詳述すると、ま

ず動物骨は、灰色粘土から暗褐色細砂にかけて広く分布する。特に灰色粘土からはクジラの脊椎骨が出土した。

出土位置は溝内東西両岸に分布し、両岸から投棄されたと推測される。

次に、人骨については、暗褐色細砂内に、溝東岸から投棄された状況で分布する (Fig.37)。 溝中央付近に位置

/
／

‐４＋

ｍ

枷一Ｗｍ

蜘一Ｓ
ｍ

枷一Ｗ
黒褐色(10YR4/2)網 砂 (径3～5Шの

地山ブロック、炭化物多量に含む)

1 褐灰色(10YR71)細 砂 (炭 化物多 く含む)

2 黒褐色(10YR3/2)細 砂
3 黒褐色(loYR3/1)細 砂 (径5 du前 後の地山

ブロック多く含む)

4 にぶい黄褐色(10YR4/3)細 砂
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L=1l l100m

0                               2m

1 造成上
2 造成上
3 現代耕土
4 黄橙色(loYR″9シ ル ト

5 暗赤灰色125Y3/1)シ ル ト

6 暗赤灰色125Y3/1)シ ル ト

7.暗赤褐色(5YR3/2)シ ル ト (遺物 (小 片が多い)、 焼土塊 (小 )を不規則に含 t・。葉理等の堆積構造は見られない。人為的に埋められた可能性あり)

8 黒褐色175YR3泡 )シ ル ト (遺 物を下半に含む。下半を中心に焼土塊 (小 )を含む。堆積構造見られず、人為的に埋められた可能性あ り)

9 黒褐色T5YR3/,シ ル ト (遺 物、多量の焼土塊 (小)、 石 (径～70mm前 後)を不規則に含む。堆積構造見 られず、人為的に埋められた可能性あり)

10 黒褐色(10YR3/1)シ ル ト (遺 物 (比較的大きいもの)、 多量の焼土塊 (小 )を不規則に含む。人為的に埋められた可能性あ り。人骨、銅剣出土層に該当)

11 黒色175YR2/〕 シル ト (12、 13層 のブロック (小)を含み、根痕のようなものが下層に伸びる。部分的に焼土塊 (小)含む)

12 黄褐色(25Y5//41シ ル ト (遺物、焼土塊含む。13層 より粒径が粗い)

13 黄褐色125Y5/3)シ ル ト (焼土塊ほとんど含まず )

14 黄褐色(25Y5為 )シ ル ト (13層 と同質だが焼上塊 を不規貝」に含む)

15 黄灰色(あY71)粘土 (シ ル トと粘上の間くらい。晩存率の高い土器が多 く出土)

16 褐灰色(loYM/1)粘 土

17 黒褐色(loYR3/1)シ ル ト (堆積構造見 られず)

18 黒褐色(10YR3/動 シル ト (地山プロック多 く含む)

19 褐色(10YR4/61ン ル ト (地 山プロック含む。溝の肩に貼った貼 り上の可能性 )

20 明黄褐色125YR7/61シ ル ト (地山プロックを主体 とする。溝の肩に貼った魅 り上の可能性 )

21 褐灰色(10Y馳独 )粘 土 (16層 と同質だが地山プロック含む)

22 黄灰色(25Y5/1)シ ル ト (カ クラン)

23 にぶい黄橙色(10YR7/21土
24 黄色125Y8/8)シ ル ト
25 黒褐色はoY郎 /呻 シル ト (下部に上器片多 く存在 )

26 黒褐色(loYR3/1)シ ル ト (黄プロックの混入度高い)

27 黒褐色(loYR3/1)シ ル ト (遺物、焼土塊の割合は周辺に比 して少ない)

28 黒褐色(loYR3/1)シ ル ト (遺物の混入少ない)

29 黒褐色(loYR3/1)シ ル ト (遺物量多い)

30 黄褐色(2研 5ん )ン ル ト (■ 層と同質の上 )

31 黒色(10YR2/)シ ル ト (遺 物、焼土塊含む)

32.黒褐色(10YR3/1)シ ル ト (遺物は小片のみで少ない)

33.黄褐色125Y5/3)シ ル ト (地 山プロック含む)

34 にぶい黄橙色(10YR7/41シ ル ト (遺物少ない)

35 明黄褐色125Y7//61シ ル ト (地山プロック)

36 にぶい黄色125Y6/41粘 土 (滞の肩に貼った貼 り上の性格大 )

37 明黄褐色(loYRν 61シ ル ト (貼 り上か。地山によく似る)

Fig.36 SD329土 層断面図 (S=1/40)
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L=101X10m

0                                            2m

Fig.37 SD329人 骨出土状況図 (S=1/30)

する大腿骨や頭骨の一部は、黒色シル トに沈み込んで検出してお り、投棄の時期が人為的埋土である暗褐色細砂

の堆積初期段階であったことが看取される。人骨同士の隙間からも土器や石器、焼土、動物骨が出土し、人骨が

これらの遺物とともに投棄されたことを物語る。

銅剣も暗褐色細砂内より出土した (Fig.37)。 人骨集中出土地点とは若干位置を違え、本来人骨に伴っていたも
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第3調査区の成果

のとは断定できない。隣接する同一レベル地点からは動物骨・土器類が多数出土した。なお、本遺構においては、

他に銅剣片が存在 しないか確認するべ く、拡張部の廃土 (土嚢袋約200個分)を全て水洗したが、土器・石器・

骨片のほかは管玉の破片 (Fig.80-7)が 出土したのみであった。

以上をまとめると、下記のようになる。

(1)本遺構は機能時に動物骨を投棄する場であった。

(2)人骨は溝廃絶時の埋め戻 しに伴って、その初期段階に投棄されている。

(3)人骨は、動物骨、土器・石器類、銅剣片とともに、人為堆積と考えられる同一層に帰属している。

(4)銅剣片は狭 り部分のみで、本来人骨と伴っていたものとは断定できない。

なお、当遺構出土品については、銅剣および人骨・動物骨に関して、専門の方々より玉稿を賜った。記して感

謝申し上げるとともに、後章を参照されたい。また、出土した人骨については劣化が著しく、単体で骨を取 り出

すことも困難な上に、出土状況に意味があると考えられるため、出土状況のまま土ごと取 り上げ、気存処理を行

った。

SD335 (Fig.39)

調査区中央付近A・ B40'41区 で検出した溝で調査区を南北に横断する。幅380cm、 深さ80cm前後を測 り、断面

形態逆台形を呈するが、中位付近に緩やかな段を有する。埋土は大きく5つの単位に分かれ、それぞれ現場での

埋土観察からフィール ドネームを設定し、遺物についてもこの単位で取上げを行った。

灰色細砂 (図 中 5)、 灰黄褐色細砂 (6)、 褐色中粒砂 (7)は砂礫の堆積や明確な流水の痕跡を有するなど、

下位の埋土と大きく様相を違える。第 1調査区で検出した古墳時代以降の溝に埋土が類似するほか、 7層 より須

恵器杯身の破片が出土したことから、古墳時代以降の別遺構が切 り合っている可能性が高い。

掲灰色細砂 (8)は地山プロックを主体とする層で、遺物を不規則に少量含む。人為的に埋め戻 した土と考え

られる。

暗灰色細砂 (9～ 11)は、11に地山プロックが顕著に含まれるほかは、わずかに葉理を形成し、亜円礫状のシ

ル トブロックを含む自然堆積層である。11は溝壁に貼 り付けた土である可能性が高い。埋土内から弥生土器 。石

器 。焼土塊が少量出土した。

SD336 (Fig 39)

調査区東端A・ B41～ 43区で検出した溝。調査区を南北に横断する。幅570cm、 深さ123clll前 後を測 り、断面形

態は緩やかに開く「V」 字形を呈 し、中位付近で緩やかな段を有する。埋土は大きく6つの単位に分かれ、それ

ぞれ現場での埋土観察をもとにしたフィール ドネームを設定し、遺物についてもこの単位で取上げを行った。

暗褐色細砂 (図 中 6)、 暗黄褐色細砂 (7・ 8)は著しく擾乱を受けた層で、堆積状況が不明確であるが、 8

層内にはわずかに葉理が観察でき、自然に堆積した埋土である可能性が高い。

灰褐色細砂 (9。 10)は 地山ブロックを多量に含み、人為的に埋め戻した土と考えられる。

暗灰色シル ト (11)は水平方向の葉理および径 5 11ull程 度の亜円礫状地山ブロックを含み、本層より下位へ植物

痕に起因すると考えられる凹凸が貫入する。おそらく湿潤な状態で植物が繁茂する環境にあったと考えられる。

灰黄褐色細砂 (19)は 明確な堆積構造が確認できなかった。溝西岸より流入する。

褐色細砂 (12～ 18)はいずれも粒径が均質で亜円礫状の小規模な地山ブロックを含み、葉理が観察できること

から自然堆積した埋土と考えられる。埋土内から弥生土器 。石器が多量に出土 した。

SD338 (Fig.39)

調査区東端A・ B45'46区 で検出した滞で調査区を南北に横断する。西岸は調査区外に位置する。深さ125cm前

後を測 り、断面形態は緩やかに開く逆台形を呈 し、中位付近で緩やかな段を有する。埋土は大きく7つ の単位に

分かれ、それぞれ現場での埋土観察をもとにしたフイールドネームを設定し、遺物についてもこの単位で取上げ
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を行った。壁面の観察からは黒褐色細砂が堆積する以前に掘 り直 しが行われた

と考えられる。

灰色細砂 (図 中 7)、 暗褐色細砂 (8・ 9)はいずれも擾乱が著 しく、堆積構

造が不明確であるが、部分的に薄層が存在 し、自然に堆積 したものと考えられ

る。

暗褐灰色細砂 (10)は水平方向の葉理および径 5 11ull程 度の亜円礫状地山ブロ

ックを含み、本層より下位へ植物痕に起因すると考えられる凹凸が貫入する。

黒褐色細砂 (11,12)は径 5 11ull程 度の亜円礫状地山ブロックを少量含み、や

はり自然堆積層と考えられる。

灰黄褐色細砂 (13)は 地山ブロックをほとんど含まず、葉理が観察できるこ

とから、掘 り直し以前に主に溝東半分に堆積していた土と考えられる。

褐色細砂 (15・ 16)は 亜角礫状地山ブロックを多量に含み、加工面を覆う溝

掘削時の堆積土と考えられる。

黒褐色シル ト (17)は水平葉理が著 しく発達する。長期の滞水状況を示すも

のではな く、溝掘削時に一時的に水が流れ込んだ結果堆積 した層 と考える。

埋土内より弥生土器・石器が出土したが、遺物の総数は他に比 して圧倒的に少

ない。

上坑

SK327 (Fig.38)

調査区東端、A・ B33'34区で検出した土坑。長軸 100cm、 短軸78cm、 深さ26

cmを測 り、断面形態は「 U」 字形を呈する。底部には若干の起伏を有 し、埋土

内には 5～ 1011ull前 後の地山ブロックと炭化物をやや多 く含む。埋土内から弥生

土器・石器が出土した。

SK330 (Fig.38)

調査区東端、A・ B36区で検出した土坑。北半は調査区外に位置する。短軸60

cm、 深さ10cmを 測 り、断面形態はいびつな逆台形を呈する。底部には若千の起

BI

枷一」

伏を有し、埋土内には5～ 1011ull前後の地山プロックをやや多く含む。埋土内から遺物の出土は見られない。

S

1 黒褐色に5YR37/21シ ルト (径5硼前後の

地山プロック少量合み、炭化物多く含む)

2 黒褐色17弱家νllシ ルト (径5～ 10mm前

後の地山プロック多く含む)

3 黒褐色175YR2/21ン ルト (炭化物少量
含み、粘性強い)

S    _1_  N

l 黒褐色175YR3/2シ ルト (マ ンガン斑文
多く沈着し、径節 の地山プロック含む

0                1m

Fig.38 SK327・ 330

平面・土層断面図

(S=1/40)

SK330

44



第 3調査区の成果

SD335

SD336

W蝉一Ｅ 造成上
現代耕土
にぶい黄橙色(10YR6/311m砂
褐灰色(10YVl)観 砂
黒褐色(ltlYR2/21糾 砂 (土壊化著しい)

灰黄褐色(10YR4/動 細砂 (水平葉理あり。土壊化著しい)

褐灰色(loYR4/1)礫 混粗砂 (葉理発達。角のとれた地山プロック混じる)

黒褐色(10YR3/1)ン ルト (地山の黄灰色シルトプロックを40%程度含む。人為山埋土)

褐灰色(loYR4/1)砂 混細砂 (葉理あるが、土壊化に伴う擾乱受ける)

黒褐色(loYR3/21シ ルト (上方粗粒化みられ、角のとれたシルトアロック含と)

黒福色(10YR2/21シ ルト (地山ブロックを40%程 度含む)

造成土
現代耕土
黒褐色(10YR3/21礫 混細秒 (現代の鋤溝)

にぶい黄橙色(10YR6//3)細 砂
褐灰色〈10YR「O//1)細 砂
黒褐色(lllYR3/1)細 砂 (■壊化による擾乱著しい)

褐灰色(lσ rR4/1)細 砂 (■壊化による榎乱著しい)

黒褐色(10YR3/動 シルト (援乱著しいが、水平葉理部分的に残存)

灰黄褐色(10YR,2ン ルト (地山プロック多く含み、粒径均質)

黒褐色(10YR3/21細 砂
黒褐色(10YR2/動 ンルト (水平葉理と亜円礫状地山ブロック含む。この層より根痕が貫入する)

褐灰色(lllYR4/→ 粘■ (水平葉理形成)

灰黄褐色(10YR4/1)シ ルト (地山ブロック含ど)

褐灰色はOYR4/〕 ンルト (13層 との境より根痕多数貫入。ゆるやかに上方細粒化)

褐灰色■OYR4/1)シ ルト (径� 程の角のとれた地山ブロックを5%程度含む)

褐灰色はOYR4/1)シ ルト (径1～ 311m程の角のとれた地山ブロックを20%程 度含む。水平葉理あり)

責灰色12 dr4/1)シ ルト (径5Em前 後の角のとれた地山ブロックを5%程度含む。水平葉理あり)

黒褐色■OYR2/21m砂
灰黄4B色 (lllYR4/21細 砂 (堆機構造見えず)

造成土
現代耕土
にぶい責橙色(10Y郎 /31fd砂

褐灰色(lσ rR5/1)組 砂
褐灰色(loYR4/1)組 砂混シルト (水平葉理あり)

褐灰色(loY R5/つ シルト (5層の間に細砂による水平葉理あり。水性堆積)

黒褐色 (loY Rレの 細砂 (土壌化による捜乱著しい)

黒褐色 (loY Rν l)細砂 (土壌化による撲乱著しいが、部分的に葉理残す)

黒褐色 (loY R3/21細砂 (上壌化による援乱著しいが、部分的に葉理残す)

黒色(loYR2/1)粘 ■ (水平葉理残り、根痕がこの層より貫入する)

黒4B色(loYR3/21ン ルト (■壊化による授乱著しい)

黒褐色(1げ rR3/21ン ルト 確誌mE程度の角のとれた地山プロック5%程度含ど)

灰責褐色(loYR4/21m砂 (■壊化はそれほどでもないが、堆積構造は見えない)

黒褐色(loYR3/1)シ ルト (水平葉理ある力ヽ 捜乱著しい)

褐灰色(10YR4/1)細 砂 (径 10～511mmの地山ブロック50%程 度含む)

褐灰色(loYR4/1)細砂 (地山ブロックを主体とする)

黒褐色(loYR3/1)シ ルト (水平葉理著しく発達)

褐灰色(loYR4/1)組 砂 (土壊化による撲乱著しい)          0

Fig.39 SD335。 336。 338南壁土層断面図 (S-1/50)
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第 1調査区出土遺物

第 6章 出土遺物

第 1節 第 1調査区の出土遺物

第 1項 溝出土遺物

SD104(Fig.40)

出土遺物のうち弥生土器壷 (1～ 3・ 7)、 奏 (4・ 5)、 土製円板 (6)について報告する。

壷 1は広く開く日縁を有し、日縁端部に 1条、頸部外面に2条の沈線を施す。頸部の突帯上には刻目と思わ

れる痕跡があるが、表面劣化のため不明瞭である。 2は頸部外面に削出突帯を持ち、内外面にヘラミガキを施す。

外面の日縁端部直下には粘土紐の継ぎ目が見られる。 3は内面にヘラミガキを施す。内外面ともに底部付近には

ユビオサエが顕著に見られる。 7は壷形のてづくね土器である。外面頸部と胴部に3条の沈線を施し、外面頸部

と底部付近にはやや細めのヘラミガキが残存する。

奏 4は底部から直線的に立ちあがる体部を持つ。表面劣化のため、調整は不明である。 5は底部に籾圧痕が

みられ、底部付近にユビオサエが残る。

土製円板 6は表面劣化のため調整等は不明である。中央の穴は未貫通である。

SD107(Fig.41)

出土遺物のうち須恵器杯蓋 (1)、 須恵器杯身 (2)に ついて報告する。

須恵器杯蓋 1は 内面口縁直下に 1条の沈線を施し、肩部に稜を有する。内外面をヨコナデにより調整する。

陶邑におけるTK209型式に並行するものと考えられる。

須恵器杯 2は外面の底部から体部下半にかけて左方向のヘラケズリを施し、全体をヨコナデで調整する。見

込みには一定方向の仕上げナデ、底部にはヘラキリの痕跡が見られる。陶邑におけるTK209も しくはTK217型式

に並行するものと考えられる。

―

((こ

う
)―

Ш 6

Fig.40 SD104出 土遺物 (S-1/3)
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弥生土器鉢 ⑪ い

 ==」 当厄::11

SD108 (Fig.41)

鉢 3は小型の椀の形態を示す。ユビオ

サエが外面底部付近に特に明瞭に見られる。

SD128(Fig.41)

弥生土器奏 (6)について報告する。

甕 6は如意状の回縁を有する。日縁端

部に刻目を施し、外面日縁部直下に 2条の

沈線を施す。内外面ともにユビオサエの後

にナデにより調整をする。ユビオサエは全

体的に明瞭に見られる。

第 2項 土坑出土遺物

SKl13(Fig.41)

弥生土器奏 (4)について報告する。

Fig 41 SD107・ 108・ 128・ SKl13・ 124出 土遺物 (S=1/3)

SD107(1・ 2)

SD108(3)

第 1調査区出土遺物

各会驚ＳＫ‐２４ぐ５，計
SD123(6)

甕 4は如意状の口縁を有 し、日縁端部に刻 目を施す。表面劣化のためやや不明瞭であるが、外面体部に 2条

の沈線を有する。内面には板状工具によるナデ調整を施す。

SK124 (Fig,41)

弥生土器鉢 (5)について報告する。

鉢  5は 日縁部外面にヘラミガキの後に板状工具によるナデの調整の痕跡が見 られる。内面には密なヘラミガ

キが残存する。

第 2節 第 2調査区の出土遺物

第 1項 溝出土遺物

SD220

土器・土製品 (日 g.42～46)

黒褐色土

出土遺物のうち弥生土器重 (1～ 5)、 奏 (7～ 12)、 奏蓋 (6)について報告する。

壺 いずれも広く開く日縁部を有する。 1は頸部に指もしくは棒状工具による刻目突帯を貼 り付ける。表面劣

化のため調整は不明である。 2は口縁端部をナデ調整、内外面に密なヘラミガキを施す。 3は日縁端部に面を有

し、縦方向に刺突を施した後、横方向沈線を施す。表面劣化のため調整は不明である。 4は頸部に 2条以上の沈

線を施す。表面の劣化が著しく、調整は不明である。 5は顕部に指もしくは棒状工具による刻目突帯を貼 り付け

る。表面劣化のため調整は不明である。

甕 如意状日縁を有するもの (7・ 9・ 11)、 逆「L」 字状口縁を有するもの (8・ 10)、 貼付突帯を持ち、強

く胴の張るもの (12)が ある。 7は薄手で小型のものである。日縁屈曲部にはユビオサエが顕著に残る。表面劣

′へ`ヤ
イ
/ 
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党
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第2調査区出土遺物

黒褐色土 (1～ 12)

～

　　【い・，

 ヽ     |

U膵

|          :         I:4

o               10cm

日9.42 SD220出 土遺物 (1)(S=1/3)

化のため調整は不明である。 8は内外面にヘラミガキを施し、日縁端部にはキザミを有する。 9は日縁部直下に

7条のヘラ描き沈線を有する。表面劣化のため調整は不明である。10は貼 り付けの逆「L」 字状口縁を有するが、

日縁端部を内面にも突出させる。外面日縁部直下には 3条以上のヘラ描き沈線を有する。二次焼成による表面劣

化のため、調整は不明である。11は外面口縁部直下に4条のヘラ描き沈線を有するが、表面劣化のため不明瞭で

ある。12は上方へつまみ上げる貼付突帯を持ち、キザミを有するものである。外面日縁部直下に15条以上のヘラ

描き沈線を有し、胎土内には赤色酸化土粒を多量に含む。表面劣化のため調整は不明である。

奏蓋 6は天丼部内外面にユビオサエが顕著に残る。二次焼成による表面劣化のため、調整は不明である。

混礫黒褐色土

出土遺物のうち弥生土器壺 (13・ 14)、 奏 (15。 16。 18)、 鉢 (17)について報告する。
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第2調査区出土遺物

壷 13は長胴の壺に復元できる。薄手で頸部には 1条の沈線を施すが、沈線以下を掻き取ることによって段を

形成している。表面劣化のため調整は不明である。14は 回縁端部をわずかに上方へ肥厚させる。表面劣化のため

調整は不明である。

奏 如意状口縁のもの (16118)、 逆「 L」 字状口縁のもの (15)がある。15は 内傾する日縁部を有し、端部

にキザミを施す。表面劣化のため調整は不明である。16は 日径の小さなものと考えられるが、日径復元はできな

かった。水平方向に強く屈曲させる日縁部を有する。表面劣化のため調整は不明である。18は水平方向に強く屈

曲する日縁部を有し、端部にはキザミを施す。外面日縁部直下には 4条以上のヘラ描き沈線を施す。表面劣化の

ため調整は不明である。

鉢 17は 日縁端部に面を持つ。表面劣化のため調整は不明である。

暗褐色シル ト

出土遺物のうち弥生土器壺 (19～ 25。 27・ 45)、 奏 (26・ 28～ 39)、 鉢 (40・ 41・ 44)、 壷蓋 (42・ 43)、 土製円

板 (46)に ついて報告する。

壺 日縁部破片はいずれも広く開くものを主体とし、大型壷 (23)も 存在する。19は顕部外面にヘラ描き沈線

と2条の刻目突帯、 1条のキザミを持たない突帯を施す。内面にはキザミを持たない貼付突帯を有する。表面劣

イとのため調整は不明である。201よ 頸部外面に6条のヘラ描き沈線を施す。二次焼成による表面劣化のため調整は

不明である。21は顕部外面に幅の狭い突帯を2条貼 り付ける。断面には酸化部分と還元部分の明確なサンドイッ

チ構造が見られる。表面劣化のため調整は不明である。22は頸部外面に6条のヘラ描き沈線を施す。二次焼成に

よる表面劣化のため調整は不明である。231よ 大型壷である。内外面に密なヘラミガキを施すが、内面口縁部以下

は劣化のため調整等不明である。241よ 薄手で、外面横方向の密なヘラミガキを施すが、内面は劣化のため調整は

不明である。胎土中に径 5 11ull前 後の赤色酸化土粒を多く含む。25は胴部の破片である。肩部に3条の刻目突帯を

貼 り付ける。キザミは突帯 1条毎に棒状工具で施文する。突帯直下にわずかにヘラミガキが残存するが、二次焼

成による表面劣化のため調整は不明である。27は小型壼である。肩部に3条のヘラ描き沈線を有する。表面劣化

のため調整は不明である。45は重形のてづくね土器である。底部付近にヘラで成形した痕跡が残るほかはユビオ

サエが顕著に残る。

奏 如意状口縁のもの (32・ 37)と 、逆「L」 字状口縁のもの (28～ 31・ 33～ 35。 39)、 貼付突帯を持つもの

(36)がある。26イよ胴部の破片である。11条 のヘラ描き沈線と4条のヘラ描き沈線の間に径 9 11ull程 度の円形浮文

を貼 り付ける。表面劣化のため調整は不明である。281ま厚手の逆「 L」 字状日縁を有し、外面日縁部直下には 6

条の半裁竹管による沈線を施す。日縁端部にはキザミを施す。外面下半には板状工具によるナデの痕跡が残るが、

そのほかは表面劣化のため調整は不明である。29は外面口縁部直下に8条以上の半裁竹管による沈線を施す。胎

土中に径 5 11ull以 上の長石粒を多く含む。301ま緩やかに湾曲する体部を有する。二次焼成による表面劣化のため調

整は不明である。31は厚手のものである。外面日縁部直下には7条のヘラ描き沈線を施し、内外面には左上がり

のヘラミガキを行う。321よ 日縁部の細片である。表面劣化のため調整は不明である。33は外傾する日縁部を有し、

端部は内側へと突出させる。二次焼成による表面劣化のため調整は不明である。341ま キザミを持つ断面四角形の

貼付日縁を有し、外面口縁部直下には10条以上のヘラ描き沈線を有する。表面劣化のため調整は不明である。35

は厚手のもので、外面口縁部直下には4条一単位の櫛描き文を16条以上施すが、切 り合い等のため正確な条数は

不明である。表面劣化のため調整は不明である。361よ 上向きの突帯を貼 り付ける。突帯直下には7条のヘラ描き

沈線を有し、胎土中に大粒の赤色酸化土粒を多く含む。表面劣化のため調整は不明である。37は外面口縁部直下

にヘラ描き沈線と刻目突帯を有する。表面劣化のため調整は不明である。38は無文のものである。胎土中に径 5

11ull前 後の長石粒を多量に含む。二次焼成による表面劣化のため調整は不明である。39は小ぶりな貼付日縁を有し、

外面日縁部直下に2条のヘラ描き沈線を施す。内面口縁部直下、外面体部上半にわずかにヘラミガキが残る。
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第 2調査区出土遺物

混礫黒褐色土 (13～ 18)

F' 14

/115

ヽ

II

サ 0                                     20cm

泣捻メ

:Ⅲ

′イヽ虫

暗褐色シル ト (19～ 23)

雨

Fig.43 SD220出 土遺物 (2)(S=1/3)
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第 2調査区出土遺物
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Fig.44 SD220出 土遺物 (3)(S-1/3)

暗褐色シル ト (24～ 46)
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第 2調査区出土遺物
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第 2調査区出土遺物

増灰色シル ト (47～ 49)

!    I

査 _

断ち割り等 (50・ 51)

0                                                             20cm

日g.46 SD220出土遺物 (5)(S-1/3)

鉢 40は直線的な体部と、外側へ引き出す日縁部を有する。口縁部は貼 り付けの可能性もあるが不明瞭である。

内外面ユビオサエの後ヘラミガキを施す。外面口縁部直下にはわずかに煤が付着する。41は逆「L」 字状の口縁

部を有 し、内面は横方向、外面は不規則なヘラミガキを施す。底部は円盤状の粘土板をベースとした痕跡が窺え

る。44は断面携帯三角形の逆「 L」 字状日縁を有する。内外面ユビオサエにより成形する。二次焼成による表面

劣化のため調整は不明である。

壺蓋 421よ天丼部が皿状に広がるもので、外面はユビオサエ、内面は板状工具によるナデ調整を施す。底部に

は 3箇所に穿孔を行 う。胎土が他のものとは異なり、搬入品と考えられる。431ま 奏蓋に類似 した形態を有する。

天丼部の 2箇所に斜め下方向から穿孔を行うが、上部を欠損するため溝状を呈する。表面劣化のため調整は不明

である。

土製円板 461よ土器の転用品である。周囲を打ち欠きにより成形し、土器の黒班部分を使用する。

暗灰色シル ト

出土遺物のうち弥生土器壺 (47)、 奏 (48・ 49)について報告する。

壺 47は 頸部下端から胴部上半が残存する。頸部に 1条、肩部に 3条の刻目突帯を貼 り付ける。キザ ミは突帯

1条毎に棒状工具で施す。内面はわずかに工具によるナデ痕跡が残るが、外面は表面劣化のため調整は不明であ

る。

奏 481よ厚手で、断面三角形の貼付口縁を有する。外面回縁部直下に11条 のヘラ描き沈線を施す。内面はナデ

調整、外面は縦方向のハケ調整を行う。49は厚手で断面四角形の貼付口縁を有する。外面日縁部直下には縦方向

のハケ調整ののち、 5条のヘラ描き沈線とヘラ描きの山形文・沈線を施す。内面は横方向の密なヘラミガキを行

う。

零(マ〔
｀
、

二 ▼生
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第2調査区出土遺物

断ち割り等

出土遺物のうち奏 (50・ 51)について報告する。

甕 501ま断面三角形のキザミを有する貼付口縁を有し、外面は回縁部直下に12条のヘラ描き沈線、半裁竹管に

よる山形文、11条のヘラ描き沈線、棒状工具による刺突文を施す。表面劣化のため調整は不明である。51は外面

日縁部直下にヘラ描き沈線を施したのち、 2条毎に刺突文を施文する。表面劣化のため調整は不明である。

石器  (Fig.47・ 48)

灰黄色土

出土遺物のうち石錐 (1)、 石錐未製品 (2)、 石匙 (3)、 小型方柱状片刃石斧 (4)に ついて報告する。

石錐 1は頭部と錐部の境が明瞭で、錐部が細長い形状の石錐である。背腹両面に素材面を残す。頭部と錐部

との境は、腹面側に大きな剥離面によって形成する。錐部は背面側を最終調整する。

石錐未製品 2は背腹両面に素材面を残すが、特に背面側に主要剥離面を大きく残す。左側辺は背面側を、右

側辺は腹面側を最終調整する。錐部先端が明瞭に作り出されていないことから、石錐未製品と考えられる。

石匙 3は縦長剥片素材の石匙である。刃部を折損しているため、全体の形状は不明である。つまみ部は背腹

両面からの 1回の大きな剥離によって形成される。左側面は折損しているが、折損面に二次加工が施され、刃部

として使用されたと考えられる。

小型方柱状片刃石斧 4は刃角38度 を測る。素材は凝灰岩と考えられる。側面と頂部は未加工であるため、欠

損の可能性も考えられる。

黒褐色土

出土遺物のうち石鏃 (5)、 ノッチ (6)、 石核 (7)について報告する。

石鏃 5は凸基 I式 と考えられる石鏃である。背腹両面に素材面を残すが、特に腹面側に主要剥離面をそのま

ま残す。作用部と切先は 1側辺加工で作 り出す。基に調整が見られないことから石鏃未製品の可能性も考えられ

る。

ノッチ 6は 自然面打面の横長剥片を素材に、剥片の縁辺に背腹両面から複数回の剥離を施すことによって扶

りを作 り出す。

石核 7は板状石材を素材とした石核である。 2側辺に自然面を留め、 1側辺は斑晶によって折損している。

板状石材の腹面側は打点を留めないが、折損面を打面として剥離されたものと考えられる。剥片は自然面を打面

とし、長さ約2 5cm、 幅約 5側の横長剥片と長さ約 2 cm、 幅約 2 cm剥 片を剥離している。

混礫黒褐色土

出土遺物のうち石錐 (3)について報告する。

8は頭部と錐部の境がなく、ほぼ一定の幅をもつ棒状の形態の石錐である。背面側に素材面を残し、背腹両面

とも丁寧な調整を施す。調整は、背面側を調整した後、腹面側を調整する。

暗褐色シル ト

出土遺物のうち磨製石包丁 (10・ 11)、 打製石包丁 (12)、 スクレイパー (13)、 打製石斧 (14)に ついて報告

する。

磨製石包丁 10は安山岩製の磨製石包丁である。大きく欠損しているため、全体の形態は不明である。紐部の

穿孔は両孔とも裏面側から穿孔した後、表面側から斜め上方向に向かって穿子とする。体部の一部に調整が確認で

きる。11は流紋岩製の直線刃長方形の磨製石包丁である。紐部は裏面倒からの穿孔の後、表面側から穿孔する。

特に表面右側紐部は、両面とも斜め方向に穿孔を行う。刃部は両刃で、横方向の擦痕が確認できる。体部には丁

寧な研磨を施す。

打製石包丁 12は やや外湾する刃部に外湾する背部を持ち、両端に快 りをもつ打製石包丁である。大型の横長
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第2調査区出土遺物

暗褐色シル ト (10～ 14)
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第 2調査区出土遺物

剥片を素材 とし、背部 には背潰 し加工 を施 し、扶 りは背腹両面か らの数回の剥離 を施す ことによって作 り出す。

刃部は明瞭な二次加工がみられず、背腹両面に微細剥離痕が確認できることから、素材剥片の末端を刃部として

利用 していたと考えられる。

スクレイパー 13は スクレイパーと考えられる。背部には背潰し加工が、刃部には不規貝Uな調整が施され、背

面側に微細剥離痕が確認できる。

打製石斧 14は 刃部から基端までほぼ同じ幅で、長方形を呈する打製石斧であるが、幅に対 して長さが短いこ

とから、やや寸つまりの様相を呈する。背面の体部に自然面を残 し、左側辺は折損面であり、背面右側面には顕

著な潰れ痕が確認できる。基端部は折損面の一部に二次加工を加えている。刃部から体部にかけて磨滅痕が顕著

に確認でき、刃部には背腹両面に微細剥離痕が確認できる。

断ち割り等

出土遺物のうち石棒 (9)について報告する。

石棒  9は結晶片岩製の石棒の一部と考えられる。表面と両狽J面 に縦方向の調整が確認できるが、裏面は磨減

しており、調整は不明である。

SD234

土器・土製品 (Fig 49)

出土遺物のうち弥生土器甕 (1・ 2)について報告する。

甕  1・ 2と もに如意状口縁のもので、表面劣化のため日唇部のキザミおよび調整等については不明である。

石器  (Fig.50)

出土遺物のうちくぼみ石について報告する。

くばみ石 表・裏面中央と上面にくばみ痕を、左側面に線状の敲打痕を有するくぼみ石である。くばみ石とし

ての用途の他、敲き石として兼用で利用されていたと考えられる。石材は粒子の粗い軟質の砂岩製である。

SD235 (Fig.49)

出土遺物のうち弥生土器壺 (3)について報告する。

壺 3は 日縁部を若干肥厚させて丸くおさめる。日縁部直下に若干ユビオサエが見られるが、表面劣化のため

調整は不明である。

SD238 (Fig.49)

出土遺物のうち弥生土器壺 (5)、 奏 (4)、 用途不明木製品 (6)について報告する。

壺 5は広 く開く口縁部を有する。頸部外面には 2条の沈線を有するが、沈線両端を削り取 り、削出突帯状に

成形する。表面劣化のため調整は不明である。

奏 4は如意状日縁のものである。口縁部は水平近くに折り曲げる。表面劣化のため調整は不明である。

用途不明木製品 6は 円頭状の先端部を有し、下半は柄状に成形する。断面形態は楕円形であるが、表面の大

半を腐食により欠損しているため本来の形状は不明である。わずかに柄部分に本来の加工面を残す。本来の加工

面を残す部分は例外なく炭化している。

SD243 (Fig 49)

出土遺物のうち須恵器杯蓋 (7)に ついて報告する。

須恵器杯蓋 7は肩部に稜を、口縁端部に沈線を有する。天丼部外面稜線付近まで左回転の回転ヘラケズリし、

それ以外をヨコナデにより調整する。胎土内に黒色粒子を多 く含む。TK10並行期に相当すると考えられる。

SD244 (Fig 49)

出土遺物のうち弥生土器奏 (8)、 重 (9)について報告する。

甕 8は逆「L」 字状口縁を有するものである。内面はナデ調整を施すが、外面は表面劣化のため調整は不明

である。

７
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第 2調査区出土遺物

SD234 (1 ・ 2)
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0                             10cm

Fig 49 SD234

壷  9は底部の破片である。外面縦

方向のヘラミガキがわずかに残 るが、

内面は表面劣化のため調整は不明であ

る。

SD279 (Fig.49)

出土遺物のうち弥生土器奏 (10)に

ついて報告する。

奏 10は 如意状口縁の ものである。

日縁部はやや長 く伸び、外面口縁部直

下に 2条のヘラ描 き沈線 と竹管による

刺突文、さらに 1条以上のヘラ描 き沈

線を有する。表面劣化のため調整は不

明である。

SD283

土器 。土製品 (Flg。 51)

暗褐色土

235・ 238・ 243・ 244出土遺物 (S=1/3)

0                              10cm

Flg.50 SD234出 土石器 (S=1/3)

出土遺物のうち弥生土器壺 (1)、 奏 (2～ 5)について報告する。

壺 1は緩やかに開く口縁部を有し、頚部外面に 3条以上のヘラ描き沈線を有する。外面は横方向の丁寧なヘ

ラミガキを施すが、内面は表面劣化のため調整は不明である。

奏 2は逆「 L」 字状口縁のものである。日縁部は内面にも突出する。内外面にナデ調整を施し、外面日縁部

直下には 5条のヘラ描き沈線を有する。 3は逆「 L」 字状口縁を持つものであるが、口縁部は小ぶりである。外

面日縁部直下には 6条のヘラ描き沈線を施す。外面縦方向の板状工具によるナデ調整を施すが、内面は表面劣化

のため調整は不明である。 4は底部の破片である。内外面はユビオサエが若干見られるが、表面劣化のため調整

は不明である。 5は如意状日縁のものである。内面は横方向の丁寧なヘラミガキを施し、外面回縁部直下には 6

条以上のヘラ描き沈線を有する。日唇部にはキザミを有するが、一部キザミが途切れる部分が存在する。
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黒褐色土

出土遺物のうち弥生土器壼 (6～ 8)、 甕 (9～ 15)、 奏蓋 (16)について報告する。

壷  6は広 く開く口縁部と、外面日縁部直下に 2条の刻目突帯を有する。キザミは突帯 1条毎に棒状工具で施

文する。表面劣化のため調整は不明である。 7は肥厚 したのちわずかに上方へ突出する日縁部を有 し、頸部外面

には 2条 のヘラ描き沈線を有する。内外面は丁寧なヘラミガキを施 し、日縁端部のみヘラミガキののちナデ調整

する。 8は底部の破片である。外面縦方向のハケ調整ののち丁寧にヘラミガキを施し、ヘラミガキは外底面まで

及ぶ。内面は表面劣化のため調整は不明である。

奏 如意状口縁のもの (12・ 15)、 逆「 L」 字状口縁のもの (10。 13)、 貼付突帯をもつもの (9・ 11,14)が

ある。 9は 口縁部直下に突帯を損占り付ける。突帝先端劣化のためキザミの有無は不明である。外面口縁部直下に

は 4条のヘラ描き沈線、刺突文、さらに 6条のヘラ描き沈線を施す。内面は横方向のヘラミガキ、外面はナデ調

整を行う。10は 断面四角形の貼付口縁を有 し、外面口縁部直下には 7条 のヘラ描き沈線を有する。内外は面ナデ

調整を施す。Hは口縁端部、突帯端部を欠損する。外面日縁部直下には 7条 のヘラ描 き沈線を施す。内面ユビオ

サエののちナデ調整、外面は板状工具によるナデ調整を施す①12は外面日縁部直下に 4条のヘラ描き沈線を、日

唇部には斜め下方向から施文するキザミを有する。外面には細かいハケ調整が残るが、内面は表面劣化のため調

整は不明である。13は 日縁部内側が丸みをもって屈曲するものである。口縁部外面には 3条のヘラ描き沈線を有

する。外面にはわずかにヘラミガキが見られるが内面は表面劣化のため調整は不明である。14は灰白色を呈する。

外面口縁部直下には 2条のヘラ描き沈線を有 し、内面はナデ調整を施すが、外面は表面劣化のため調整は不明で

ある。小片のため詳細不明であるが、日縁部が緩やかに屈曲してお り、あるいは波状日縁のものである可能性 も

ある。15は外面口縁部直下に 5条のヘラ描き沈線を施す。表面劣化のため調整は不明である。

甕蓋 16は 日縁部付近にわずかにヘラミガキが残存するものの、二次焼成による表面劣化のため調整は不明で

ある。

黒褐色シル ト

出土遺物のうち弥生土器壺 (17)、 奏 (19)、 鉢 (18)について報告する。

壺 17は やや強めに屈曲する日縁部を有 し、顎部外面には 1条の削出突帯を有する。表面劣化のため調整は不

明である。

甕 19は外面口縁部直下に、半裁竹管による沈線 と、沈線に挟まれて竹管による刺突文を施す。外面はハケ調

整を施すが、内面は表面劣化のため調整は不明である。

鉢 18は外面日縁部直下に 3条のヘラ描き沈線を有する。日縁部屈曲部にはユビオサエが見られ、沈線直下付

近には板状工具によるナデ痕跡が残る。内面は板状工具によるナデ、外面は横方向のベラミガキにより調整する。

石器  (Fig.52-54)

褐色土

出土遺物のうち石鏃 (1)、 楔形石器石核 (2)について報告する。

石鏃  1は平基式の石鏃である。背腹両面に素材面を残 し、調整は切先から基部まで背面右側辺と腹面右側辺

を最終調整する。

楔形石器石核  2は 4側面に階段状の剥離がみられ、背面側上端から長さ約2.5cm、 幅約1.5cmの 剥片を剥離して

いる。

暗褐色土

出土遺物のうち打製石包丁 (3)、 打製石斧 (4)に ついて報告する。

打製石包丁 3は外湾する刃部に外湾する背部、両側辺に決 りを持つ打製石包丁である。横長剥片を素材とし、

背部は背潰し加工の後、研磨を施す。刃部は両面調整を施し、腹面側に顕著な微細剥離痕が確認できる。狭 りは
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数回の両面調整によって作 り出す。

打製石斧 4は基部を折損 した打製石斧の刃部である。両面調整を施 し、刃部から体部にかけて顕著な線状痕

と磨滅が認められる。

黒褐色土

出土している遺物のうち石鏃 (5)、 石錐 (6)、 スクレイパー (7～ 10)、 楔形石器 (11)、 楔形石器石核

(12・ 13)、 砥石 (14)に ついて報告する。

石鏃 5は平基式の石鏃である。背腹両面に素材面を残し、作用部と基部は背面側を、切先は腹面狽Jを最終調

整する。

石錐 6は頭部と錐部の境が明瞭で錐部が細長い形状の石錐である。背腹両面とも素材面を残さず、頭部から

錐部まで丁寧な交互調整を施す。

スクレイパー 7は横長剥片を素材 としたスクレイパーである。

刃部は一部両面調整で、腹面側を最終調整 し、微細剥離痕も腹面側

に確認できる。また背面恨Iの一部に磨減痕が確認できる。背部は二

次加工 と研磨によって形成される。両側辺は折損 しているが、折損

面を取 り込む二次加工がみられることから、素材を選択 した段階で

折損 したものが選択されたと考えられる。 8は縦長剥片を素材とす

るスクレイパーである。腹面右側面の一部に自然面を残す。刃部は

両面調整を施し、腹面側刃部に弱い微細剥離痕が確認できる。 9は

不定形な形態のスクレイパーと考えられる。背面左側面は斑晶によ

って折損する。右側側辺 も折損するが、折損面に二次加工を施す。

刃部は両面調整され、背面側の刃部には微細剥離痕が確認できる。

10は大型の横長剥片を素材 としたスクレイパーである。素材剥片を

自然面を打面として剥離 してお り、背部は自然面で構成されている。

刃部は両面調整を施し、背

腹両面に微細剥離痕と磨減

痕が確認できる。

楔形石器 11は小型の板

状石材を素材とする楔形石

暴である。両端に階段状の

細かい剥離を有する。両側

面は剪断面である。

楔形石器石核 12は 4側

面を折損面で構成する小型

の板状石材を素材に、上端

の折損面を打面に剥片を剥

離 している。13は両端に細

かい潰れを有 し、背面中央

著Ьか ら長さ約3.Ocm、  幅約

3.5clllの 剥片を剥離 してい

る。

Fig。 53 SD283出 土遺物 (3)
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褐色土 (1・ 2)
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暗褐色土 (3。 今)

(2) S=1/2

Fig.52 SD283出 土遺物 (2)

0                                             10cm

(3 ・ 4) S‐ 1/2
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第2調査区出土遺物

砥石 14は 4面の砥面を持つ砥石である。砥面には約0.6～ 1.2cm程 度の幅の筋が確認できる。粒子の細かい軟質

砂岩製であるが、やや脆 く、多数のひびが入っていることから、被熱 している可能性が考えられる。

第 2頂 土坑出土遺物

SK233

土器・土製品 (Fig.55)

出土遺物のうち弥生土器壺 (1)、 奏 (3)、 鉢 (2)について報告する。

る中n
△

出

―――

――‐

Ｖ

ё
◇

'/2
0                                 20cm

Fig.55 SK233出 土遺物 (1)(S=1/3)

壼 1は日縁端部をわずかに上方へ引き上げる。二次焼成による表面劣化のため調整は不明である。

奏  3は逆「 L」 字状口縁のものである。日縁部は薄

く長 く廷びる。外面口縁部直下にわずかに沈線がみられ

るが、表面劣化のため不明瞭である。

鉢  2は逆「 L」 字状口縁のものである。表面劣化の

ため調整は不明である。

石器 (Fig 56)

出土遺物のうち石鏃 (1・ 2)、 石錐 (3)、 スクレイ

パー (4。 5)について報告する。

石鏃  1は 平基式の石鏃である。背腹両面に大きく素

材面を留め、切先、作用部、基部は交互調整によって成

形する。 2は平基式の石鏃である。腹面側に素材面を残

す。作用部は細かい鋸歯状に調整する。SK233出土の他の

石器に比べ、稜線の磨耗が著 しい。

石錐  3は 頭部と錐部の境が明瞭で錐部が細長い形状

の石錐である。腹面側に素材面を残す。調整は背面側を

最終調整する。

スクレイパー 4は折損 した横長剥片素材のスクレイ

パーである。斑晶によって折損 した右側面の一部に二次

加工を施す。刃部は交互調整によって作 り出され、稜線

は磨減 してやや不明瞭になっている。 5は縦長剥片素材

のスクレイパーである。剥片のバルブの発達は弱 く、端

部は斑晶によって折損 している。剥片の打点は二次加工

によって失われている。左側辺には潰れがみられ、右狽I

辺は交互調整によって刃部を作 り出す。

⇔

ヘ

穐
-

制
卸
Ⅶ
Ｖ

淵
Ｍ
ＩＩＩ
円

悧
キー‐
Ⅶ

0                     5cm

(1～ 3)S‐ 2/3

0              5cm

(4 ・ 5) S=1/2
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Fig.56 SK233出 土遺物 (2)



第 2調査区出土遺物

Fig.58 SD244出 土遺物 (S-1/2)

SK239 (Fig.57)

出土遺物のうち弥生土器奏について報告する。

甕 灰白色の胎土を有し、日唇部にキザミを、外面

口縁部直下に 3条のヘラ描き沈線を施す。内外面はユ

ビオサエののちナデ調整を施し、日縁部と底部付近に

ユビオサエが顕著に残る。この遺物はSD220暗灰色シ

ル ト出上のものと接合関係を有する。

SD244 (Fig.58)

出土遺物のうち打製石包丁について報告する。

打製石包丁 1は外湾する刃部に外湾する背部をも

つ打製石包丁である。袂 りは作 り出されていない。横長剥片を素材とし、背部には背潰し加工と一部に研磨を施

す。刃部から背部にかけて光沢痕がみられるが、背面側の刃部には光沢痕がみられない。光沢痕は背面の刃部よ

りの体部に顕著に観察できる。斑晶の部分で折損している。

第 3項 ピット出土遺物

SP221(Fig.59)

出土遺物のうち弥生土器壺 (1)について報告する。

壷 1は円盤状の底部を有し、外面はヘラミガキを施す。内面は表面劣化のため調整は不明である。

SP223 (Fig.59)

出土遺物のうち弥生土器甕 (2)について報告する。

奏 21よ逆「L」 字状日縁のものである。日縁部はわずかに内面に突出する。外面日縁部直下には6条以上の

沈線を施す。内外面は表面劣化のため調整は不明である。

SP246 (Fig.59)

出土遺物のうち弥生土器壺 (4・ 5)、 奏 (3)について報告する。

壺 4は広く開く日縁部を有し、日縁端部にキザミと1条の沈線を施す面を持つ。表面劣化のため調整は不明

である。 5は無頸壷である。円盤状の底部にラグビーボール形の体部を有する。外面口縁部直下に 3条、体部中

央付近に 6条のヘラ描き沈線を有し、日縁部には円孔を施す。円孔は本来 2個一姑で存在したと考えられるが、

反対側は欠損する。表面劣化のため調整は不明である。

奏 3は逆「L」 字状日縁のものである。表面劣化のため調整は不明である。

Ａ
Ｈ

Ｈ

川

Ч

0              5cm

0                             10cm

日g.57 SK239出土遺物 (S=1/3)

「夕
^τ
鬼
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第 2調査区出土遺物

２２ＰＳ
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SP255(1)

―

▼

ふ 6

0                                     20cm

Fig.59 SP22呵 ・ 223。 246・ 290出土遺物 (S-1/3)

SP255 (Fig.60)

出土遺物のうち石錐 (1)について報告する。

2

⇔

0                   5cm

Fig 60 SP255・ 292

出土遺物 (S=2/3)

~Ⅷ~子

闇
且

く

SP292 (2)

石錐 1は全体が分厚い多角形を呈し、その尖った部分に錐部が作 り出された形状の石錐である。自然面を打

面に剥離した縦長剥片を素材とする。背腹両面に素材面を残し、背面左側と腹面左側を最終調整する。

SP290 (Fig.59)

出土遺物のうち弥生土器奏 (6)に ついて報告する。

奏 6は逆「 L」 字状口縁のものである。強く張る胴部を有し、外面日縁部直下には沈線が存在すると考えら

れるが、表面劣化のため調整ともども不明瞭である。

SP292 (Fig.60)

出土遺物のうち石鏃 (2)について報告する。

石錐 2は凹基式の石鏃である。背腹両面に素材面を残し、切先は背面右側辺と腹面右側辺を最終調整し、作

用部は交互調整によって形成する。基部は腹面allを最終調整する。2.7gを 測る大型の石鏃である。

第 3節 第 3調査区出土遺物

第 1項 A区溝出土遺物

SD301(Fig.61)

出土遺物のうち弥生土器壺について報告する。

壺 短 く外反する日縁部を有し、胴部最大径

は下位に位置すると考えられる。頸部外面には

1条の削出突帯を有する。外面日縁部に至るま

で丁寧な横方向のヘラミガキを施すが、内面は

表面劣化のため調整は不明である。
0                             10cm

Fig.61 SD301出 土遺物 (S=1/3)
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第3調査区出土遺物

SD303

土器 。土製品 (Fig.62)

暗褐色細砂

出土遺物のうち弥生土器奏 (1)について報告する。

奏 1は如意状日縁のものである。日縁部外面には 3条のヘラ描き沈線と、ヘラ描きによる山形文を有する。

外面は板状工具によるナデ調整を施すが、内面は表面劣化のため調整は不明である。外面には使用時の煤や二次

焼成の痕跡が一切見られない。

暗褐灰色細砂

出土遺物のうち弥生土器壺 (2～ 4)、 奏 (5。 6)、 鉢 (7)について報告する。

壺 2は頸部外面に4条のヘラ描き沈線を有する。顕部外面にわずかにヘラミガキが観察できるが、その他は

表面劣化のため調整は不明である。 3は頸部外面に 6条の沈線を施し、沈線の周囲を掻き取ることにより削出突

帯状に成形する。頸部内面には縦方向の粗いヘラミガキが観察できるが、その他は表面劣化のため調整は不明で

ある。 4は広く開く日縁部を有する。頸部には 1条以上の断面三角形の突帯を貼 り付ける。内面横方向の丁寧な

陪褐色細砂      陪帽仄色細砂

暗褐色細砂 (1)

仄色細砂

暗褐灰色綱砂 (2～ 7)

灰色細砂 (8～ 11)

ф ll

0                                      20cコ

Fig.62 SD303出 土遺物 (1)(S=1/3)



ヘラミガキを施す

甕 5は断面四

る。内面はナデ調

縁部直下には 5条

土粒を多 く含む。

鉢 7は緩やか

化のため調整は不

灰色細砂

勘婢効のヘラ描　Ｗ嘩　”中

第 3調査区出土遺物

表面劣化のため調整は不明である。

L」 宇状口縁のものである。外面口縁部直下には4条の半裁竹管による沈線を有す

、外面は表面劣化のため調整は不明である。6は如意状口縁のものである。外面日

沈線を有する。表面劣化のため調整は不明である。胎土内に径 3 11ull前 後の赤色酸化

口縁部を有する。体部外面にわずかにヘラミガキが確認できるが、その他は表面劣

は

「

が

き

る

弥生土器甕 土製紡錘車 (m)が出土した。

奏 8は突帯を である。外面突帯直下にはヘラ描き沈線によって区画された竹管による刺突を 2列施

黒褐色細砂 (1～ 3)
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日g.63 SD303出 土遺物 (2)



第3調査区出土遺物

支する。内外面はナデ調整を考えられるが、劣化が著しい。 9は灰白色を呈する逆「 L」 字状のものである。外

面口縁部直下には 4条の沈線を施す。内外面はナデ調整ののち、外面沈線以下をヘラミガキする。10は逆「 L」

字状口縁のものであるが、日縁部を内面に引き出す。外面口縁部直下に 4条のヘラ描き沈線を有する。外面はナ

デ調整を施すが、内面は表面劣化のため調整は不明である。

土製紡錘車 Hは専用に焼成されたものである。外面わずかにヘラミガキの痕跡が残 り、成形は丁寧である。

石器  (Fig,63・ 64)

黒褐色細砂

出土 遺物 の うち石 錐

(1)、 スクレイパー (2・ 3)

について報告する。

石錐  11ま 頭菩Бと錐菩[と

の境が明瞭で、錐部が細長

い形状の石錐である。背腹

両面に大 きく素材面 を残

す。調整は腹面狽Iを 最終調

整する。 1側面は折損面で

構成するが、折損面に調整

を施 して、錐部を作 り出す

ことから、素材剥片の状態

ですでに折損面が存在 した

と考えられる。

スクレイパー 2は背部

を折面で構成し、刃部は両面調整する。腹面側の刃部に顕著な微細剥離痕が確認できる。 3は横長剥片素材のス

クレイパーである。刃部は背腹両面に微細剥離痕が確認できるが、特に背面側に顕著に存在する。刃部中央部に

は使用によると考えられるへこみが存在する。

黄灰色細砂

出土遺物のうちスクレイパー (4)について報告する。

スクレイパー 4は横長剥片素材のスクレイパーである。左側面の剥離面に二重パテナがみられ、微細剥離痕

が確認できる。刃部には背腹両面に微細剥離痕が確認でき、特に腹面側が顕著である。刃部中央部には使用によ

ると考えられるへこみが確認できる。背部には背潰し加工等は施されない。

灰褐色細砂

出土遺物のうち磨製石包丁 (5)、 くばみ石 (6)について報告する。

磨製石包丁 5は杏仁形の磨製石包丁である。腹面側に未貫通な穿子し痕が確認できる。紐部の穿孔は背面側か

らの穿孔の後、腹面側から穿孔を施す。刃面は背面側に明瞭に研 ぎ出す。刃部には刃こばれ痕が顕著である。端

部の剥離と刃部側の大きな剥離が上下対照になっていることから、打ち欠き石錘への転用の可能性も想定できる。

石材は安山岩と考えられる。

くばみ石 6は細粒の硬質砂岩製のくぼみ石である。表面と裏面には 311m程度のくばみ部が、両側面と上下端

には線状の敲打痕を伴う敲打痕が確認できる。くばみ石と敲き石の兼用で使用されたと考えられる。

0                             10cm

日g.64 SD303出 土遺物 (3)(S=1/3)
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第3調査区出土遺物

SD309

土器・土製品 (Fig.65)

黒褐色細砂

出土遺物のうち弥生土器鉢 (1・ 2)、 弥生土器甕 (3・ 4)について報告する。

鉢 1・ 2と もに円盤状の底部を有する鉢形のてづくね土器である。不整形で、二次焼成による表面劣化のた

め調整は不明である。

奏 3は水平に開く逆「L」 字状口縁のものである。胴部はやや強く張り、日縁部は短く内側に引き出す。二

次焼成による表面劣化のため調整は不明である。 4は如意状口縁のものである。外面縦方向のヘラミガキを施す

が、内面は表面劣化のため調整は不明である。

暗褐色細砂

出土遺物のうち弥生土器壼 (9)、 奏 (5～ 8)について報告する。

壼 9は広く開く口縁部を有し、頸都外面には 5条のヘラ描き沈線を施す。内外面にヘラミガキを施すが、外

面のヘラミガキは沈線施文後に施されたとみえ、沈線部分についてはヘラミガキ以前に施された細かいハケ調整

黒褐色細砂 (1～4)

黒灰色シル ト (12)

-11

Fig.65 SD309出 土遺物 (1)(S-1/3)

灰色シル ト (10・ 11)

黒仄色シル ト

ネ
、ペ

為

黒褐色シル ト (13)
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20cm



第3調査区出土遺物

の痕跡が残る。

奏 突帯を施すもの (5)と 逆「 L」 字状日縁のもの (6～ 8)がある。 5は外面突帯直下にはヘラ描き沈線

が存在するが、表面劣化のため調整ともども不明瞭である。 6は外面口縁部直下には 3条のヘラ描き沈線と竹管

による刺突文、さらに 3条のヘラ描き沈線を施す。表面劣化のため調整は不明である。 7は外面日縁部直下に半

裁竹管による 4条の沈線を施す。外面は板状工具によるナデ調整を施すが、内面は表面劣化のため調整は不明で

ある。 8は突帝のキザミや外面口縁部直下の沈線を持たない。二次焼成による表面劣化のため調整は不明である。

灰色シル ト

出土遺物のうち弥生土器壺 (10)、 土製円板 (11)に ついて報告する。

壷 10は短い頸部を持ち、頸部外面には削出突帯を有する。表面劣化のため調整は不明である。

土製円板 11は壷の転用品である。打ち欠きののち若干研磨を施 しているようであるが不明瞭である。外面は

ヘラミガキを施すが内面は表面劣化のため調整は不明である。

黒灰色シル ト

出土遺物のうち弥生土器奏 (12)に ついて報告する。

奏 12は如意状口縁のものである。外面日縁部直下に 1条のヘラ描き沈線を施す。表面劣化のため調整は不明

である。

黒褐色シル ト

弥生土器壺 (13)について報告する。

壼 13は底部の破片である。底部と体部の境界付近の稜は明瞭だが、表面劣化のため調整は不明である。

石器  (Fig.66)

黒褐色細砂

出土遺物のうち石鏃 (1)、 スクレイパー (2・ 3)について報告する。

石鏃 1は平基式の石鏃である。背腹両面に大きく素材面を残し、腹面側を最終調整する。基部は折損面に一

部調整を施す。石鏃未製品の可能性も考えられる。

黒掲色細砂 (1～ 3)

A♯る1

く
====三二

=>   0           25cm

―
(1)S=2/3

灰色シル ト (4)

0                          10cm

(2～ 4)     S‐1/2

日g66 SD309出土遺物 (2)

∩

Ｈ

＝

―‐

Ｖ

黒褐色細砂
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第3調査区出土遺物

スクレイパー 2は横長剥片素材のスクレイパーである。 1側面を斑晶によって折損し、もう 1側面は自然面

で構成する。背部は急角度の剥離を施し、背潰し加工等を施さない。刃部は背面側全体と、腹面側の刃部中央に

微細剥離痕が確認できる。 3は縦長剥片を素材 とするスクレイパーである。素材の打点は折損する。 1側面を自

然面で構成し、もう l Tlll面 を刃部とする。刃部は交互調整されており、背腹両面に微細剥離痕を有するが、特に

背面側が顕著である。また非常に微弱であるが帯状に磨減痕が確認できる。

灰色シル ト

出土遺物のうちスクレイパー (4)について報告する。

スクレイパー 4は横長剥片素材のスクレイパーである。刃部は交互調整を施し、背面側は刃部左側の半分、

腹面側は全面に微細剥離痕が確認できる。

第 2頂 B区溝出土遺物

SD306

土器・土製品 (Fig.67～ 70)

黒褐色細砂

出土遺物のうち弥生土器壷 (1,4)、 甕 (2・ 3)について報告する。

壺 1は僅かに肥厚する日縁部を有し、頚部外面には 1条の沈線を有する。表面劣化のため調整は不明である。

4は内面に刻目突帯を有する。表面劣化のため調整は不明である。

奏 2は如意状口縁のものである。日縁部直下は僅かに肥厚し、外面に3条の沈線を有する。表面劣化のため

調整は不明である。 3は逆「L」 字状口縁のものである。日縁部上面に竹管による刺突を施し、外面口縁部直下

には8条の沈線と竹管による刺突を施す。沈線がヘラ描きであるか半裁竹管であるか櫛描きであるかは判然とし

ない。

黒色細砂

出土遺物のうち弥生土器壺 (5・ 6)、 奏 (7～10)について報告する。

壷 5は 回縁部の反りが強い。頸部には非常に細い筋のような沈線を2条施す。あるいは突帝貼 り付け時の割

付線の可能性もある。内面はヘラミガキを施すが、外面は表面劣化のため調整は不明である。 6は広く開く口縁

部を有し、端部はわずかに面を持つ。表面劣化のため調整は不明である。

甕 如意状口縁のもの (7)と 、逆「 L」 字状口縁のもの (8～ 10)がある。7は短く外反する日縁部を有し、

外面日縁部直下には2条のヘラ描き沈線を施す。外面は左上がりのハケ調整を施すが、内面は表面劣化のため調

整は不明である。 8は日縁部の一部が僅かに内側へ突出する。外面日縁部直下には10条 のヘラ描き沈線を有し、

内外面はナデ調整を施す。9は外面日縁部直下に4条のヘラ描き沈線を施す。表面劣化のため調整は不明である。

10は やや開きの強い体部を有し、外面口縁部直下には4条一単位の櫛描き文を12条、その直下に刺突文を施す。

内面は横方向のヘラミガキを施すが、外面は表面劣化のため調整は不明である。

暗灰色シル ト

出土遺物のうち弥生土器壺 (11～ 16)、 奏 (17～25)、 甕蓋 (26)について報告する。

壺 ■は日縁端部に若干面を持つ。頸部外面には4条のヘラ描き沈線を有し、頸部内面には縦方向の連続した

ユビオサエが残る。表面劣化のため調整は不明である。12は広く開く口縁部を有し、頸部外面には 4条のヘラ描

き沈線を施すが、沈線部分は際を掻き取ることで削出突帯状に仕上げる。二次焼成による表面劣化のため調整は

不明である。13は 日縁端部に 1条の沈線を施す面を持つ。表面劣化のため調整は不明である。141ま胴部最大径が

中央付近に位置する。胴部中付近には6条のヘラ描き沈線を施す。表面劣化のため調整は不明である。15は底部
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第3調査区出土遺物

付近にユビオサエを顕著に残す。内面はナデ調整を施すが、外面は表面劣化のため調整は不明である。16は外面

に左上がりのヘラミガキを施す。内面は表面劣化のため調整は不明である。

奏 如意状口縁のもの (17・ 19。 20。 23)、 逆「 L」 宇状口縁のもの (18。 21・ 22)、 突帯を貼 り付けるもの

(24・ 25)がある。17は外面に左上が りの細いヘラミガキを施し、日縁部直下に 3条のヘラ描き沈線を有するが、

内面は表面劣化のため調整は不明である。18は外面口縁部直下に 7条のヘラ描き沈線と、細い半裁竹管状の工具

による山形文を施す。外面はナデ調整を施すが、内面は表面劣化のため調整は不明である。19は口唇部に強いキ

ザミを有する。外面はナデ調整を施すが、内面は表面劣化のため調整は不明である。20は外面日縁部直下に 5条

のヘラ描き沈線を有する。表面劣化のため調整は不明である。21は若千反 り気味の日縁部を有する。内外面はナ

デ調整で仕上げるが、外面には細かいハケ調整をナデ消 した痕跡が見 られる。221よ 断面四角形の日縁を有する。

外面口縁部直下に13条のヘラ描き沈線と刺突文を施す。外面は沈線以下をヘラミガキ、内面をナデ調整する。23

黒掲色細砂 (1～ 4)

(___フ
(

0                                       20cm

F咆 .67 SD306出土遺物 (1)(S=1/3)

幹

瑳

黒色細砂 (5～ 10)

，
Ｖ



第 3調査区出土遺物

暗灰色シル ト (11～26)

/つ
α刃い

0                                20cm

Fig.68 SD306出 土遺物 (2)(S-1/3)



第 3調査区出土遺物

褐灰色細砂 (27～31)

膵
境

一

‐
‐

）

―

⑬

―

⊂ 万 ≡ 王 子 ⇒
30

0                                                              20cm

黒色細砂

皓灰色シル ト

Fig 69 SD306出 土遺物 (3)(S=1/3)

は外面日縁部直下に 4条のヘラ描き沈線と、細い半裁竹管状の工具による山形文、 7条のヘラ描 き沈線を施す。

外面沈線以下に縦方向のヘラミガキを施すが、内面は表面劣化のため調整は不明である。241よ 外面突帯直下に 3

条のヘラ描き沈線を有する。表面劣化のため調整は不明である。251よ 突帯直下に沈線を有する。表面劣化のため

調整は不明である。

奏蓋 26は 天丼部内面に不規則、体部内面に横方向のヘラミガキを施す。外面は一部縦方向のヘラミガキが残

存するが、表面劣化のため調整は不明である。

褐灰色細砂

出土遺物のうち弥生土器奏 (27・ 28・ 31)、 鉢 (29)、 土製円板 (30)について報告する。

甕 いずれも逆「 L」 字状口縁のものである。271ま 外面口縁直下に 6条の沈線、山形文、 4条の沈線を施す。

沈線・山形文はいずれも半裁竹管の可能性があるが、二次焼成による表面劣化のため調整ともども不明瞭である。

28は無文のものである。外面は左上が りの密なヘラミガキを施す。内面は表面劣化のため調整は不明である。31

は口径の小さなものである。外面口縁部直下に 5条のヘラ描き沈線 と山形文、 2条以上のヘラ描き沈線を施す。

内面はヘラミガキを施すが、外面は表面劣化のため調整は不明である。

鵡

i:::::ミこさi:::ささ:、tミ ミヽミ

｀

黒褐色細砂
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暗褐色細砂 (32～37)

第 3調査区出土遺物

0                                20cm

…
Fig.70 SD306出 土遺物 (4)(S-1/3)

鉢 291よ薄手で、日縁部の屈曲は弱い。表面劣化のため調整は不明である。

土製円板 30は 土器の転用品である。側縁部を打ち欠きののち研磨する。片面は全面的に剥離 し、残存面も表

面劣化のため調整は不明である。

暗褐色細砂

出土遺物のうち弥生土器重 (34・ 35)、 奏 (32・ 33・ 36・ 37)について報告する。

壺 34は 円盤状の底部を有し、外面に左上がりのヘラミガキを施す。内面は表面劣化のため調整は不明である。

35は大型壺である。外底面にはクト縁部の粘土を掻き取った痕跡のほか、焼成時の粘土の欠落が見られる。外面は

ナデ調整を施すが、内面は表面劣化のため調整は不明である。

奏 如意状日縁のもの (33・ 37)、 逆「 L」 字状口縁のもの (32。 36)がある。32は外面回縁部直下に 7条の

ヘラ描き沈線を施す。表面劣化のため調整は不明である。33は外面日縁部直下に 5条のヘラ描き沈線を有し、体

部外面に横方向のヘラミガキを施す。内面は表面劣化のため調整は不明である。36は器壁が薄い。表面劣化のた

め調整は不明である。37は胴の張るものである。外面口縁部直下には 5条のヘラ描き沈線を施す。表面劣化のた

め調整は不明である。

アさ（√一）ン
＼ォ′ヽゝ
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第 3調査区出土遺物

黒掲色細砂 (1・ 2) 黒色細砂 (3～ 5)

Fig.71 SD306出 土遺物 (5)

石器 (Fig 71-73)

黒褐色細砂

出土遺物のうち磨製石包丁 (1)、 紡錘車 (2)について報告する。

磨製石包丁 1は長方形の磨製石包丁である。表面は体部の一部に、裏面は体部全体に研磨を施すが、素材の

凹凸は残されている。刃部は両面を研ぎ出す。紐部の穿子とは表面側を穿子とした後、裏面側を穿孔する。石材は安

山岩と考えられる。

紡錘車 2は安山岩製の紡錘車である。研磨は表面恨Iに は明瞭に施すが、裏面側は素材面のままである。裏面

側に2箇所の未貫通孔が確認できる。

黒色細砂

出土遺物のうち石核 (3)、 敲き石 (4・ 5)について報告する。

石核 3は斑晶によって折損した側面を有する小型の板状石材を素材とした石核である。自然面を打面に背面

左側から右側に向かって 3回の加撃を行い、 3回 日の加撃で長さ約3.Ocm、 幅約3 5cmの 剥片を剥離する。

敲き石 4は細粒の軟質砂岩製の敲き石である。表裏面と右側面、下端面に敲打痕が確認できる。敲打痕は散

ハ
Ｈ

甲

＝

ハ

ーー

ーー

ヤー

即

黒帽色細砂
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(8～12)|

第 3調査区出土遺物

暗灰色シル ト

代
日
Ｈ
Ｈ
ＩＩ
リ

o                           10cm

(8-10) S‐ 1/2

0                           10cm

(11・ 12)  S=1/3

Fig.72 SD306出 土遺物 (6)

発的にみられ、明瞭な窪みは形成しない。 5は中粒～細粒の硬質砂岩製の敲き石である。下端面と右側面の下側

の 2箇所に敲打痕が確認できる。

暗褐色細砂

出土遺物のうち打製石包丁 (6'7)について報告する。

打製石包 6は直線の刃部に外湾する背部を持つ打製石包丁である。背部には研磨を施す。快 りの調整は複数

回の二次加工によって背面側に構成される。刃部は交互調整によって形成され、背面側に微細剥離痕が確認でき

る。使用痕は背腹両面の背部から袂りから刃部にかけて確認できる。最大厚が0,7cmと 薄く、腹面側のバルブとリ

ングの状況から長さ10cm前後の小型の石包丁に復元できる。 7は打製石包丁の体部の一部である。両端が折損し

ていることから、全体の形状は不明である。背部は背潰し加工が施されており、研磨は施されていない。刃部は

背腹両面に微細剥離痕が確認できる。使用痕は背腹両面の背部から体部の一部と、刃部にみられ、特に腹面側に

顕著である。

ワ
イ

ワ
ｒ



第3調査区出土遺物

暗灰色 シル ト

出土遺物のうち打製石包丁

(8)、 スクレイパー (9)、 打

製石斧 (10)、 敲き石 (11)、 台

石 (12)に ついて報告する。

打製石包丁 8は外湾する刃

部に外湾する背部を持つ打製石

包丁である。背部は自然面と背

潰し加工によって形成し、快 り

は背腹両面に 2～ 3回程度の二

次加工によって形成する。刃部

は主に背面側に作 り出し、背面

側に微細剥離痕が確認できる。

背腹両面の背部と体部の一部、

快 り部、刃部の上端に使用痕が

観察できる。使用痕の状態から、

刃部は再生された可能性が考え

られる。

スクレイパー 9は不定形な

横長剥片素材のスクレイパーで

ある。背部は自然面で構成する。

刃部は交互調整 によって形成

し、背面側に微細剥離痕が確認

できる。刃部から体部の一部に

磨減痕がみられる。

打製石斧 10は腹面側の体部

に一部素材面を残すほかは、両

掲灰色組色細砂 (13。 14)

0                                              10cm

F咆 .73 SD306出土遺物 (7)(S=1/2)

面調整を施す。刃部に線状痕等は確認できない。

敲き石 11は細粒の硬質砂岩製の敲き石である。表面に約 31mの くぼみが、裏面と右all面 に敲打痕が確認でき

る。くばみ石と敲き石の兼用で使用されたと考えられる。

台石 12は細粒の硬質砂岩製の台石である。表面に線状の敲打痕を伴う敲打痕が、右側面に線状の敲打痕 と約

3111n程 度のくぼみ部が、裏面に砥面が確認できる。台石、 くばみ石、砥石と兼用で使用していたものと考えられ

る。

褐灰色細砂

出土遺物のうち楔形石器石核 (13)、 敲き石 (14)に ついて報告する。

楔形石器石核 13は 中型の板状石材を素材とした楔形石器石核である。背面と2側面に自然面を留める。 4側

面に階段状の潰れ痕が確認できる。剥片は長さ約2.5cm、 幅約3.5cmの 剥片を剥離している。

敲き石 14は厚みのある中型の板状石材を素材に、楔形石器石核として利用された後、敲き石に転用されたも

のと考えられる。全側辺に潰れ痕が確認できる。両側面と腹面側には爪型の敲打痕が確認できる。斑晶による円

錐割れの面で接合する。
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第 3調査区出土遺物

第 3頂 B区土坑出土遺物

SK311(Fig.74)
SK311(1・ 2)

出土遺物のうち弥生土器奏    、
、   ふ /                 SK312(3・

4)

(2)、 高杯(1)について報告する。    √
~¬

 /代            脊
奏 2は平坦な底部を有し、表   /  「‐<＼ ＼             ‖3

面劣化のため調整は不明である。            
マエ

高杯  1は脚部のみ残存する。  、     !    F'

明瞭で、胎土内に 3111111前 後の赤色

酸化土粒を多量に含む。表面劣化

のため調整は不明である。

奏  3は如意状口縁のものであ

る。表面劣化のため口唇部のキザ

ミ、調整は不明である。

SK324

土器・土製品  (日g`74)

出土遺物のうち弥生土器壺 (5～

8)について報告する。

壺 5は 日縁端部をやや肥厚さ

せる。表面劣化のため調整は不明

である。 6は頸部外面にわずかに

沈線が見られるが、表面劣化のた       Fig.74 SK311'312・ 324出土遺物 (S-1/3)

め詳細は不明である。 7は底部と

(4)、 奏(3)について報告する。 甚望聖整4里
望
｀
五Iよ轟孫惑∴慾 ▼巧呵  ″        m

出土遺物のうち弥生土器壷

が残るが、表面劣化のため調整は ~

不明である。

[3ビ認4緊疑ゑ蠅  2
0              5cm

S‐ 1/2

石鏃  1は 平基式の石鏃であ ~
る。背腹両面に素材面を残し、背

0                   5cm

(1  2)  S=2/3

日g.75 SK324出土遺物
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第3調査区出土遺物

面倒を最終調整する。 2は平基式の石鏃である。背腹両面に素材面を残し、背面側を最終調整する。

磨製石斧 3は結晶片岩製の磨製石斧の基部である。全面を研磨し、欠損面にも研磨痕がみられる。欠損した

後、何かに転用したものと考えられる。

第 4頂 D区溝出土遺物

SD329

土器・土製品 (Fig,76～ 79)

褐灰色細砂

出土遺物のうち弥生土器壺 (1)、 土製紡錘車 (2)について報告する。

壷 1は 日縁部を強く折 り返す。口縁部上端や日唇部に文様等は施さないと思われるが、二次焼成による表面

劣化のため調整ともども詳細は不明である。

土製紡錘車  2は専用に焼成されたものである。穿孔は片側から行われ、全体にユビオサエを残すが表面劣化

のため調整は不明である。

暗褐色細砂

出土遺物のうち弥生土器壺 (3～ 9)、 奏 (10～ 23・ 25)、 奏蓋 (24)、 土製円板 (26・ 27)について報告する。

壷 3は 日縁端部に面を持ち、斜格子文を有する。頸部及び胴部は 3条一単位の櫛描き直線文、櫛描き山形文

を交互に施文する。頸部には 2個一対の円孔を有する。外面はナデ調整、内面は一部ヘラミガキが残る。 4は細

い頸部を持つものである。日縁端部には 1条の、頸部には 3条以上の沈線を施す。表面劣化のため調整は不明で

ある。 5は無顕壺である。内面はナデ調整、外面はヘラミガキを施すが、遺存状態は良好でない。 6も 無頸壺で

ある。外面には 4条一単位の櫛描き文と円孔を有し、内面はナデ調整を施す。 7は水平近 くに開く口縁部の破片

である。上面に貼付浮文を有する。表面劣化のため調整は不明である。 8は直線的に伸びたのち屈曲する日縁部

を有する。外面口縁部直下には10条 のヘラ描き沈線を有 し、下位にはキザミを施す棒状浮文を貼 り付ける。胎土

は精良であるが、径 3 11ull程 度の長石粒と赤色酸化土粒が定量存在する。二次焼成による表面劣化のため調整は不

明である。 9は内面にキザミを持つ突帯を貼 り付ける。キザミは突帯 1条毎に棒状工具で施す。頸部外面には 8

条のヘラ描き沈線を施す。灰白色の胎土を有 し、日縁部外面はナデ調整を施すが、内面は表面劣化のため調整は

不明である。

甕 突帯を有するもの (10・ 20)、 逆「 L」 字状日縁のもの (11～ 17'21・ 22)、 如意状口縁のもの (19)が あ

る。10は外面突帯直下に 4条一単位の櫛描き文を施すが、二次焼成による表面劣化のため調整ともども不明瞭で

ある。11は外面日縁部直下に 8条のヘラ描き沈線を施す。日唇部にキザミを、内面にヘラミガキを施すが、二次

焼成のため不明瞭である。12は 肉厚の口縁部を有 し、外面口縁部直下に14条 のヘラ描き沈線と刺突文を有する。

外面は縦方向のヘラ状工具によるナデ付けを施すが、内面は二次焼成による表面劣化のため調整は不明である。

13は無文のものである。外面は左上が りの細いハケ調整を施すが、内面は表面劣化のため調整は不明である。14

は厚手のもので、外面口縁部直下に、 3条一単位の櫛描 き文を12条施文する。内外面縦方向の幅の広いヘラミガ

キを施す。15は 口唇部にキザミを持つものである。外面にかすかに縦方向のヘラミガキの痕跡が見 られるが、表

面劣化のため詳細は不明である。胎土内に径 2 nun程 度の赤色酸化土粒を多 く含む。16は外面日縁部直下に 9条の

ヘラ描き沈線と刺突文を施す。外部沈線以下は縦方向のヘラ状工具によるナデ付けを行うが、ナデ付けは沈線施

文後に行われたとみえ、沈線下には施文以前の細かいハケ調整が残る。17は外面口縁部直下に18条 のヘラ描き沈

線と刺突文、さらに 8条のヘラ描き沈線と刺突文を施す。内外面はナデ調整を施すが、表面劣化のため不明瞭で

ある。18は胴部から底部の破片である。内面はナデ調整、外面は縦方向の幅の広いヘラミガキもしくはヘラ状工
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褐灰色細砂 (1。 2)

第 3調査区出土遺物
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Fig。 76 SD329出 土遺物 (1)(S=刊 /3)

褐仄色細砂

暗褐色細砂 (3～ 27)
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暗黄灰色シル ト (28～ 32)

第 3調査区出土遺物

0                                       20cm

(28～ 31)  S‐ 1/3

(32)  Si1/4

SD329出土遺物 (3)
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第 3調査区出土遺物
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第3調査区出土遺物

具によるナデ付けを施す。体部には三単位にわたる粘土接合痕が残る。19は如意状口縁の破片である。外面口縁

部直下に 1条のヘラ描き沈線、竹管による刺突文、貼付突帯、 5条以上のヘラ描き沈線を施すが、表面劣化のた

め調整ともども不明瞭である。201よ 強 く張る胴部を有する。外面日縁部直下に半裁竹管の可能性がある 2条の沈

線、山形文、 2条の沈線を有する。外面はナデ調整を施すが、内面は表面劣化のため調整は不明である。21は厚

手で強 く張る体部を有し、無文のものである。外面はナデ調整を施すが、内面は表面劣化のため調整は不明であ

る。22は外面口縁直下に 4条一単位の櫛描き文を16条施す。外面はナデ調整を施すが、内面は表面劣化のため調

整は不明である。胎土中に径 3 11ull程 度の赤色酸化土粒を多 く含む。23は小型の奏である。外面にわずかな縦方向

のヘラミガキが残存する。二次焼成による劣化のため、内面調整は不明である。251ま 底部穿子し土器である。焼成

後外側から穿孔が行われたと考えられる。胎土中に径 2 11ull程 度の赤色酸化土粒を多 く含む。

奏蓋 241よ ドーナッツ状に窪む天丼部と緩やかに湾山する体部を有する。二次焼成による表面劣化のため、調

整は不明である。

土製円板 261ま壼転用のものである。側縁部を丁寧に打ち久 く。表面劣化のため調整は不明である。271よ 壼も

しくは奏の転用品である。表面劣化のため調整は不明である。

暗黄灰色シル ト

出土遺物のうち弥生土器壺 (28～30。 32)、 鉢 (31)について報告する。

壺 28は頸部外面に 7条のヘラ描き沈線を施す。沈線直上付近にはユビオサエが顕著に見られる。二次焼成に

よる表面劣化のため調整は不明である。291よ 胎土中に径 5 11un程度の赤色酸化土粒を多く合み、表面劣化のため調

整は不明である。30は頚部外面に 6条のヘラ描き沈線を有し、外面は縦方向の板状工具によるナデ調整を施す。

内面は表面劣化のため調整は不明である。胎土内に径 l llull程 度の赤色酸化土粒を多量に含む。32は頸部から胴部

下半まで残存する。胴部内面中位付近と頸部内面にユビオサエが顕著に見られ、頸部外面には左上がりの幅広の

ヘラミガキが残存する。頸部外面には 2条以上のヘラ描き沈線を施す。

鉢 31は逆「L」 字状のものである。表面劣化のため調整は不明である。

灰色粘土

出土遺物のうち弥生土器壷 (33～35)について報告する。

壷 33は底部から胴部中央までが残存する。外面胴部中央付近には 5条のヘラ描き沈線を有する。外面体部下

半には帯状にユビオサエの目立つ部分が存在する。二次焼成による表面劣化のため調整は不明である。341よ 口縁

部から胴部中央付近までが残存する。最大径は胴部下半に位置すると考えられる。頸部外面には 5条のヘラ描き

沈線を施す。頭部外面にわずかにヘラミガキが見られ、日縁部内外面をナデ調整するが、下半は劣化が著しく、

調整は不明である。35は口縁端部に 1条の沈線を刻む面を持つ。頸部外面には左上がりの幅の広いヘラミガキを

施すが、それ以外は劣化が著しく、調整は不明である。

褐色シル ト

出土遺物のうち弥生土器甕 (36～ 39)、 土製円板 (40)について報告する。

甕 36イよ底部が厚 く、重量感がある。底部内面付近にはヘラミガキを施すが、それ以外の調整は二次焼成によ

る表面劣化のため調整は不明である。37～ 391よ いずれも如意状日縁のものである。371よ 無文で、あるいは鉢の可

能性もある。381ま 日縁端部に強くキザミを施し、外面口縁部直下には 3条のヘラ描き沈線を施す。外面はナデ調

整、内面は表面劣化のため調整は不明である。391ま 薄手で、外面日縁部直下に2条のヘラ描き沈線を施す。胎土

中に径 l llull前後の赤色酸化土粒を多く含む。表面劣化のため調整は不明である。

土製円板 40は壺もしくは奏の転用品である。側縁部を丁寧に打ち欠く。表面劣化のため調整は不明である。
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打製石包丁 (4)、 敲き石 (5)、 石核 (6)、 管

交互調整によって成形する。重量2.9gを 測る大型

面側に3回の調整を施すことで形成する。刃部は
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第 3調査区出土遺物
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第3調査区出土遺物

暗褐色細砂 (18～ 21)

暗黄灰色シル ト (22)

◆

か
0

|―
(22～ 24)S‐ 2/3

―
褐色シル ト (23・ 24)(21)S‐ 1/3

Flg.82 SD329出 土遺物 (7)

痕が確認できる。刃角は45度を測る。

スクレイパー 4は横長剥片素材で快 りを持つスクレイ

パーである。背部には背潰し加工が施され、扶 りは腹面側

の 3回の剥離と、背面側の 4回の小さな剥離によって形成

する。刃部は交互剥離が施され、弧状を呈する。背腹両面

の刃部両サイドに微細剥離痕が確認できる。

敲き石  5は細粒の硬質砂岩製の敲き石である。表・裏

面と上下端に敲打痕を有する。

石核  6は安山岩製の石核である。 3面 に自然面を有す

る厚手の剥片を素材とし、背面上端からの加撃によって剥

片を剥離 している。

管玉 7は碧玉製の管玉である。半分に欠損 してお り、

全体の法量は不明である。内面の穿孔は、上端側から穿孔

した後、下端側から穿孔している。水洗の結果、同一層中

皓掲色細砂

皓黄灰包シル ト

!    1干 m     
二ここ:

Fig,83 SD329出 土遺物 (3)(S=2/1)
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第3調査区出土遺物

から、破片が見つかったが、接合はしなかった。

暗褐色細砂

出土遺物のうち石鏃 (8～ 10)、 石錐 (11)、 石匙 (12)、 磨製石包丁 (14)、 打製石包丁 (15)、 スクレイパー (16・

17)、 微細剥離痕のある剥片 (13・ 18)、 打製石斧 (19)、 楔形石器 (20)、 打欠石錘 (21)について報告する。

石鏃  8は 凹基式の石鏃である。腹面の一部に素材面を残すが、全体に丁寧な押圧剥離を施す。調整は切先と

作用部は背面側を、基部は腹面側を最終調整する。 9は凹基式の石鏃である。腹面の体部に一部素材面を残すが、

全体に丁寧な押圧剥離を施す。作用部は鋸歯状に調整されている。調整は作用部は腹面側を、基部は背面側を最

終調整する。10は 凸基 I式の石鏃である。背腹両面に素材面を残 し、片面調整する。切先の形状や基部が他に出

土している石鏃 とは異なる点が多いことから、石鏃未製品の可能性が考えられる。

石錐 11は 頭部と錐部の境がなく、ほぼ一定の幅を持つ棒状の形態の石錐である。側面中央の稜線を基準に時

計回りと反時計回りの方向に調整を施す。

石匙 12はつまみ部を腹面狽Iの 大きな 1回の剥離によって形成する。刃部は下端にあったと考えられるが、欠

損 しており、形態等は不明である。

磨製肩包丁 14は 長方形の磨製石包丁である。両面に丁寧な研磨が認められる。刃部には横方向の擦痕が確認

でき、刃部末端は刃こばれが生 じている。穿孔は裏面から表面へ穿子とした後、表面から裏面へ穿子ししている。背

部と刃部の中央に顕著な潰れ痕が確認できることから、打欠石錘への転用が考えられる。

打製石包丁 15は 両端が欠損 しているため、全外の形状は不明である。大型の横長剥片を素材とし、背部には

背潰し加工と一部研磨を施す。刃部は交互調整し、背面側に顕者な微細剥離痕が確認できる。背腹両面の背部か

ら刃部にかけて光沢面が確認できる。

スクレイパー 16は横長剥片素材のスクレイパーである。背部は折損面で構成 している。刃部は背腹両面に微

細剥離痕が確認でき、特に背面側が顕著である。17は右側面の一部に自然面を残 し、左側面には二次加工を施す。

背部には背潰し加工等は施されていない。刃部は背腹両面とも顕著な微細剥離痕が確認できる。

微細剥離痕のある剥片 13は折れ面を打面とした縦長剥片を素材 とする。背面側には一部に自然面を残す。剥

片の末端は折損 している。微細剥離痕は背面左側側縁に顕著に確認できる。18は折損面を打面とした大型の縦長

剥片素材 とする。剥片の末端の折損面は打点を留めることから、分割されたと考えられる。微細剥離痕は背面左

側側縁に確認できる。打点付近に一部自然面を留める。

打製石斧 19は 安山岩製の打製石斧である。全側面に潰れ痕が確認できる。両側面と体部に紐ずれ痕 と考えら

れる横方向の線状痕が確認できる。

楔形石器 20は チャー ト製の楔形石器である。上下端に階段状の潰れが確認できる。

打欠石錘 21は粗粒の軟質砂岩製の打欠石錘である。打欠部は浅 く3～ 4回 の剥離によって構成される。

暗黄灰色シル ト

出土遺物のうち石錐 (22)について報告する。

石錐 22は頭部と錐部の境が明瞭で、錐部が細長い形状の石錐である。背腹両面とも素材面を残さず、全体に

丁寧な押圧剥離を施す。腹面側を主に最終調整する。

褐色シル ト

出土遺物のうち石鏃 (23)、 石匙 (24)について報告する。

石鏃 23は平基式の石鏃である。背腹両面に素材面を残すが、特に腹面側は側縁部のみに調整を施す。切先は

腹面側を、右側作用部は腹面側、左側作用部は背面側、基部は背面側を最終調整する。

石匙 241よ刃部を折損しているため、全体の形状は不明である。つまみ部は背面側に 1回の大きな調整を施し

て形成する。腹面側は大きく主要剥離面を残し、ほとんど未調整の状態である。
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第 3調査区出土遺物

金属製品 (Fも ,83)

暗褐色細砂より銅剣が出土した。最大幅ユ.lcm、 長さ2.4clll、 厚さ1.711ullを 測る。細型銅剣の剣 り方部分に相当す

ると考えられ、刃部はわずかに研ぎが見られるが、翼端部には面取 りを施すのみである。刃部の多くはブロンズ

病により劣化する。第 8章第 1節に愛媛大学吉田 広氏による考察を掲載しているほか、鉛同位対比分析を行った。

あわせて参照されたい。

褐色中粒砂 (2・ 3)

0                                                                   211cm

9 -10

Fig.84 SD335出 土遺物 (1)(S=V3)

掲灰色細砂 (4)



第3調査区出土遺物

SD335

土器・土製品 (Fじ 84)

灰色細砂

出土遺物のうち弥生土器鉢 (1)について報告する。

外 1は緩やかに屈曲させる日縁部を有し、胎土中の砂礫は少ない。二次焼成による表面劣化のため調整は不

明である。

褐色中粒砂

出土遺物のうち弥生土器奏 (2)、 須恵器杯身 (3)について報告する。

奏 2は如意状日縁のものである。外面日縁部直下には沈線が存在するが、表面劣化のため調整ともども不明

瞭である。

須恵器杯身 3は受け部と口縁部が比較的短 く、日縁端部に面や沈線を持たない。外面底部付近のみ回転ヘラ

削 りし、受け部には焼成時に蓋が融着した痕跡が見られる。

褐灰色細砂

出土遺物のうち弥生土器奏蓋について報告する。

甕蓋 4は外面が ドーナッツ状に窪む天丼部を有 し、外面にはヘラミガキを施す。内面は表面劣化のため調整

は不明である。

暗灰色細砂

出土遺物のうち弥生土器壺 (5～ 7)、 奏 (11・ 12)、 鉢 (8)、 高杯 (9)、 土製円板 (10)について報告する。

壷 5は淡褐色を呈し、日縁部が水平近 くに開くものである。頸部外面に 2条の刻目突帯を有する。突帯のキ

ザミは 2条同時に同一の棒状工具により施文する。胎土中に砂礫 と径 3 11ull程 度の赤色酸化土粒を多量に含む。 6

は水平に鍔状の突帯が付 くものである。中の池遺跡では類例を見ず、搬入品である可能性 もあるが、胎土は他の

弥生土器と大差ない。表面劣化のため調整は不明である。 7は直線的に開く日縁部と、頸部に 1条の削出突帯を

有する。表面劣化のため調整は不明である。

奏 11は如意状口縁のものである。薄手で、外面日縁部直下には 3条のヘラ描き沈線を施す。内外面は表面劣

化のため調整は不明である。12は底部に軽い稜を持つが、全体的に砲弾型の形状を呈する。二次焼成による表面

劣化のため調整は不明である。

鉢  8は如意状口縁のものである。外面日縁部直下に 1条のヘラ描き沈線を有する。日唇部にキザミを持つと

考えられるが、二次焼成による表面劣化のため調整とも

ども不明瞭である。

高杯  9は外面に縦方向のヘラミガキを施す。内面は

表面劣化のため調整は不明である。

土製円板 10は壷もしくは奏の転用品である。側縁部

の打ち久きはやや粗い。表面劣化のため調整は不明であ

⇔
◆

る。

石器  (Fig.85)

暗灰色細砂

出土遺物のうち石鏃 (1～ 3)、 石錐 (4)につい

報告する。

石鏃  1は基部を折損しているため全体の形態は不明            m 
√ 、

つ
である。背腹両面に素材面を残 し、腹面側を最終調整す

Fig 85 SD335出 土遺物 (2)(S=2/3)



第3調査区出土遺物

る。 2は平基式の石鏃である。背腹両面とも体部の一部に素材面を残すが、全体に丁寧な押圧剥離を施す。基部

は腹面側を最終調整するが、作用部は交互調整である。 3は 四基式の石鏃である。背腹両面の体部に一部素材面

を残す。調整は主に背面側を最終調整するが、基部の一部と右側辺は腹面側を最終調整する。

石錐 4は全体が分厚い多角形を呈 し、その尖った部分に錐部が作 り出された石錐である。背腹両面に大きく

素材面を残 し、縁辺部に調整を施している。基端と 1側面を折損面で構成する。錐部は腹面側を最終調整する。

SD336

土器・土製品 (Fig 86)

暗褐色細砂

出土遺物のうち弥生土器壺 (1～ 3)、 奏 (4～ 6)について報告する。

壺 1は水平に開く口縁部を持ち、壷と甕の中間的な形態を呈する。あるいは無頸壺の一種と捉えることが妥

当であろうか。内外面はヘラミガキを施すが、内面は残 りが悪い。 2は内面に突帯を持つものである。頚部には

帯状にユビオサエが残るが、表面劣化のため調整は不明である。 3は日縁端部に面を持つ。日唇部は一部短く外

側へ引き出す。頸部には4条一単位の櫛描き文を16条施文する。胎土中に径 l nul未満の赤色酸化土粒を多量に含

む。表面劣化のため調整は不明である。

奏 いずれも逆「L」 字状日縁のものである。 4は外面口縁部直下に11条 のヘラ描き沈線と刺突文を施す。表

面劣化のため調整は不明である。 5は無文のものである。二次焼成による表面劣化のため調整は不明である。 6

は内外面に丁寧なヘラミガキを施す。胎土中の砂粒は他に比べ径が小さい。

暗黄褐色細砂

出土遺物のうち弥生土器壺 (7)について報告する。

壺 7は口縁端部に面を持ち、 1条のヘラ描き沈線と、細いキザミを有する。表面劣化のため調整は不明であ

る。

灰褐色細砂

出土遺物のうち弥生土器甕 (8・ 9)、 土製円板 (10)について報告する。

奏 8は 日縁端部を水平に引き出す。外面口縁部直下には4条の沈線を有するが、原体は不明である。表面劣

化のため調整は不明である。 9は無文のものである。日唇部に僅かにキザミが見られるが、表面劣化のため調整

ともども不明瞭である。

土製円板 10は土器の転用品である。側縁を粗 く打ち欠き、部分的に研磨を施す。表面劣化のため調整は不明

である。

暗灰色シル ト

出土遺物のうち弥生土器壺 (11)、 土製円板 (12)に ついて報告する。

壼 11は底部のみ残存する。底部は強い稜を持ち、外底面にユビオサエが多く残る。表面劣化のため調整は不

明である。

土製円板 12は小型の土器転の用品である。側縁部を丁寧に打ち欠くが、研磨の有無は不明瞭である。表面劣

化のため調整は不明である。

褐色細砂

出土遺物のうち弥生土器奏 (13)に ついて報告する。

奏 13は最下層の地山ブロック内より出土した如意状口縁の奏である。外面口縁部直下に3条 のヘラ描き沈線

を施す。口唇部のキザミはやや下方から施文される。外面はナデ調整を施すが、内面は表面劣化のため調整は不

明である。

つ
々

〔
υ



第 3調査区出土遺物

石器  (Fig.87)

暗褐色細砂

出土遺物のうち石鏃 (1)、 磨製石斧 (2)、 打久石錘 (3)、 磨製石包丁 (4)について報告する。

石鏃 1は凸基 I式の石鏃である。背腹両面に素材面を残し、調整は一部を除き交互調整する。重量2.7gを 測

る大型の石鏃である。

磨製石斧 2は蛇紋岩製の磨製石斧の一部である。破片ではあるが、丁寧な研磨痕が確認できる。

打欠石錘 3は中～細粒の軟質砂岩である。上端と下端に3回 の剥離を施し、紐掛け部を作 り出す。体部には

敲打痕が確認でき、敲き石と兼用であったと考えられる。

/フ
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f′ f出

/ノ イキ`

フ
勒

′/7

―

110

暗灰色シル ト
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0                                20cm

仄煽色細砂

皓仄色シル ト

暗褐色細砂 (1～6)

掲色細砂 (13)

(11・ 12)

Fig.86 SD336出 土遺物 (1)(S=1/3)
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第3調査区出土遺物

磨製石包丁 4は打欠石錘に転用された磨製石包丁である。石材は砂質片岩である。転用時の加工により全体

の形状はほとんど失われているが、長方形の磨製石包丁と想定できる。刃部は背面側を丁寧に研磨 して作 り出す。

背部と刃部には対応する 2箇所の紐掛け部が存在する。

灰褐色細砂

出土遺物のうちスクレイパー (5)13つ いて報告する。

スクレイパー 5は横長剥片を素材としたスクレイパーである。背部は自然面と折損面で構成する。刃部は交

互調整を施す。刃部末端は著 しく磨滅してお り、微細承U離痕が確認できる。

暗灰色ンル ト

出土遺物のうち素材 (6・ 7)について報告する。

素材 6・ 7は軽石である。未調整で石器の素材として搬入されたと考えられる。

暗掲色網砂 (1～4)

灰褐色細砂 暗灰色ンル ト (6'7)

~   士~「司~可~下坐千
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第3調査区出土遺物

SD338

土器・土製品 (Fig.88)

暗褐灰色細砂

出土遺物のうち弥生土器壺 (1)について報告する。

壺 1は口縁端部を若千肥厚させる。内外面は丁寧な横方向のヘラミガキを施し、ヘラミガキは日唇部に及ぶ。

黒褐色細砂

出土遺物のうち弥生土器甕 (2)に ついて報告する。

奏 2は逆「L」 字状口縁のものである。表面劣化のため調整や日唇部のキザミの有無は不明である。

石器  (Fig.89)

暗褐灰色細砂

出土遺物のうち打製石包丁について報告する。

石包丁 ほぼ長方形を呈し、快りを持つ打製石包丁である。背部は背潰し加工と一部研磨を施す。快りは背腹

両面に数回の調整を施して成形する。刃部の調整は交互剥離で、背面側に微細剥離痕が確認できる。

第 5頂 D区土坑出土遺物

SK327 (Fig 9o)

出土遺物のうち弥生土器壷について報告する。

壷 大型重である。短く外反する日縁部を有し、日唇部には 1条のヘラ描き沈線を施す。頸部外面には3条の

ヘラ描き沈線を有し、沈線の周囲を掻き取ることで削出突帯状に仕上げる。表面劣化のため調整は不明である。

Fig.9o SK327出 土遺物 (S=1/4)
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花粉分析・珪藻分析

第 7章 自然科学分析

第 1節 中の池遺跡第12次調査の花粉・珪藻分析

株式会社古環境研究所

1.試料

分析試料は、中の池遺跡第12次調査の第3調査区SD329の堆積物で、軟X線用に切り出した不撹乱試料の一部

より採取した。試料番号は不撹乱試料の番号に準拠し、試料① (褐灰色細砂)、 試料② (褐灰色細砂)、 試料③上

(褐灰色細砂)、 試料③下 (暗褐色細砂)、 試料④ (暗褐色細砂)、 試料⑤ (暗褐色細砂)、 試料⑥上 (黒色シルト)、

試料⑥下 (暗黄灰色シルト)、 試料⑦上 (暗黄灰色シルト)、 試料⑦下 (灰色粘土)、 試料③ (灰色粘土)の計11

点を採取した。試料採取箇所を分析結果の柱状図 (Fig。91)に示す。

Fig.91 SD329サ ンプリング箇所

2.花粉分析

(1)原理

花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象 とした比較的広域な植生・環境の復原に応用されてお り、遺跡調査

においては遺構内の堆積物などを姑象 とした局地的な植生の推定も試みられている。花粉などの植物遺体は、水

成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下の堆積物では分解 されて残存 していない場合もある。

(2)方法

花粉の分離抽出は、中村 (1973)の 方法をもとに、以下の手順で行った。

1)0.5%リ ン酸三ナ トリウム (12水)溶液を加え15分間湯煎

2)水洗処理の後、0.5mmの師で礫などの大きな粒子を取 り除き、沈澱法で砂粒を除去

3)25%フ ッ化水素酸溶液を加えて30分放置

4)水洗処理の後、氷酢酸によって脱水 し、アセ トリシス処理 (無水酢酸 9:濃硫酸 1のエル ドマン氏液を加え

1分間湯煎)
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花粉分析・珪藻分析

5)再び氷酢酸を加えて水洗処理

6)沈澄に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラー ト作成

7)検鏡・計数

検鏡は、生物顕微鏡によって300～ 1000倍で行った。花粉の同定は、島倉 (1973)お よび中村 (1980)を ア ト

ラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって、科、亜科、属、亜属、節および種

の階級で分類 し、複数の分類群にまたがるものはハイフン (― )で結んで示 した。イネ属については、中村

(1974,1977)を 参考にして、現生標本の表面模様 。大きさ 。孔・表層断面の特徴と対比 して同定 しているが、

個体変化や類似種もあることからイネ属型とした。

(3)結果

1)分類群

出現した分類群は、樹木花粉21、 樹木花粉と草本花粉を含むもの 1、 草本花粉18、 シダ植物胞子 2形態の計42

である。これらの学名と和名および粒数をTab.1に示 し、花粉数が200個以上計数できた試料は、周辺の植生を

復元するために花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムをFig 92に示す。主要な分類群はFig.92に示 した。また、

寄生虫卵についても同定した結果、 2分類群が検出された。

以下に出現 した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

マキ属、モミ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、スギ、コウヤマキ、イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科、ハン

ノキ属、カバノキ属、クマシデ属―アサダ、クリ、シイ属、ブナ属、コナラ属ヨナラ亜属、コナラ属アカガシ亜

属、エレ属 ―ケヤキ、エノキ属―ムクノキ、サンショウ属、モチノキ属、ニシキギ科、ツツジ科

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科―イラクサ科

〔草本花粉〕

ガマ属 ―ミクリ属、イネ科、イネ属型、カヤツリグサ科、ネギ属、ギシギシ属、アカザ科 ―ヒユ科、ナデシヨ

科、アプラナ科、エノキグサ属、ノブドウ、チ ドメグサ亜科、セリ亜科、キュウリ属、タンポポ亜科、キク亜科、

オナモミ属、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

〔寄生虫卵〕

回虫卵、鞭虫卵

2)花粉群集の特徴

花粉構成と花粉組成の変化から、下位より4帯の花粉分帯を設定する。以下に、その特徴を記す。

・P― I帯 (試料③)

樹木花粉より草本花粉の占める割合が高い。樹木花粉はコナラ属アカガシ亜属を主に、コナラ属コナラ亜属、

マツ属複維管束亜属、スギなどが低率に出現する。草本花粉はイネ科、アカザ科―ヒユ科が高率に出現し、ギシ

ギシ属、ヨモギ属が出現する。寄生虫卵の回虫卵、鞭虫卵が試料 l cll13中 5.4× 102個検出される。

・P‐ Ⅱ帯 (試料③上～試料⑦下)

樹木花粉より草本花粉の占める割合が高い。樹木花粉はマツ属複維管束亜属、スギ、イチイ科―イヌガヤ科一

ヒノキ科などが増加する。草本花粉はヨモギ属、セリ亜科、ガマ属―ミクリ属などが増加する。キュウリ属、ネ

ギ属が出現する。
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・P‐ Ⅲ帯 (試料⑤)

樹木花粉より草本花粉の占める割合が高い。樹木花粉はいずれも減少し、草本花粉はイネ科、カヤツリグサ科、

タンポポ亜科、ヨモギ属は増加し、アカザ科―ヒユ科、セリ亜科などが減少する。

・P―Ⅳ帯 (試料①～④)

花粉密度が極めて低く、花粉はほとんど検出されない。

(4)花粉分析から推定される植生と環境

花粉分帯に沿って、下部より植生の変遷について復元を行う。

1)P― I帯 (試料③)

周辺には、水生植物や人里植物を主に含むイネ科、耕地雑草で乾燥を好むアカザ科―ヒユ科などの草本が繁茂

し、人為性の高い環境が推定される。周辺地域には、コナラ属アカガシ亜属を主要素とする照葉樹林が分布して

いたと考えられる。ヒト由来の寄生虫卵が検出されたが低密度であるため、生活汚染域と考えられ、居住域に近

傍していた可能性が示唆される。

2)P― Ⅱ帯 (試料③上～試料⑦下)

水生植物や人里植物を主に含むイネ科、耕地雑草で乾燥を好むアカザ科―ヒユ科に加えヨモギ属の草本が繁茂

するが、栽培植物を含むキュウリ属 (ウ リ類)、 ネギ属が出現し、畑地の分布の可能性が考えられる。ガマ属―

ミクリ属などの水生植物が溝内に生育していたと考えられる。近隣の森林は、コナラ属アカガシ亜属 (カ シ林)

を主に、シイ属 (シ イ林)の照葉樹林やマツ属複維管東亜属、スギ、イテイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科などの針

葉樹で構成されていたと推定される。

3)P‐Ⅲ帯 (試料⑤)

アカザ科―ヒユ科が減少し、水生植物や人里植物を主に含むイネ科、カヤツリグサ科、ヨモギ属、タンポポ亜

科が増加する。森林がやや減少し、人為改変地がより拡大したと推定される。

4)P―Ⅳ帯 (試料①～④)

花粉はほとんど検出されず、分別作用により花粉などの微細粒子が堆積できなかったことが考えられる。

3.珪藻分析

(1)原理

珪藻は、建酸質の被殻を有する単細胞植物であり、海水域や淡水域などの水域をはじめ、湿った土壌、岩石、

コケの表面にまで生息している。珪藻の各分類群は、塩分濃度、酸性度、流水性などの環境要因に応じて、それ

ぞれ特定の生息場所を持っている。羞藻化石群集の組成は、当時の堆積環境を反映しており、水域を主とする古

環境復元の指標として利用されている。

(2)方法

以下の手順で、珪藻の抽出と同定を行う。

1)試料から l cll13を 秤量

2)10%過酸化水素水を加え、加温反応させながら1晩放置

3)上澄みを捨て、細粒のコロイドと薬品を水洗 (5～ 6回 )

4)残澄をマイクロピペットでカバーグラスに滴下して乾燥

5)マ ウントメディアによって封入し、プレパラート作成

6)検鏡、計数
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検鏡は、生物顕微鏡によって600～1500倍で行う。計数は珪藻被殻が100個体以上になるまで行い、少ない試料

についてはプレパラート全面について精査を行う。

(3)結果

1)分類群

Tab.2に分析結果を示し、珪藻総数を基数とする百分率を算定した珪藻ダイアグラムをFig.93に示す。珪藻ダ

イアグラムにおける珪藻の生態性は、Lowe(1974)や 渡辺 (2005)等の記載による。陸生珪藻は小杉 (1986)、 環

境指標種群は海水生種から汽水生種は小杉 (1988)、 淡水生種は安藤 (1990)に よる。主要な分類群について顕

微鏡写真を示す。以下にダイアグラムで表記した主要な分類群を記す。

〔貧塩性種〕

Achnanthes hungarica、  ッヽchnanthes lanceolata、  pttlnphora copulata、  Amphora montana、  AInphora

veneta、  I)iploneis sp.、  Gomphonema parvulum、  Hantzschia amphioxys、  Navicula cryptocephala、

Navicula cryptotenela、  Navicula  elginensis、  Navicula mutica、  Navicula veneta、  Nitzschia amphibia、

Nitzschia palea、  Nitzschia spp.、  Nitzschia umbonata、  SurireⅡa ovata

〔中―真塩性種〕

Cocconeis scutelu■ 1、  GraHHnatophora macilenta

2)珪藻群集の特徴

珪藻構成と珪藻組成の変化から、 3帯の珪藻分帯を設定する。特徴を下位より記す。

・D― I帯 (試料⑦上～①)

検出される珪藻は、ほとんどが貧塩性種 (淡水生種)で占められる。止水性種の占める割合が高く、次いで流

水不定性種が多い。止水性種では、Amphora venetaが高率に出現する。流水不定性種では、Achnanthes

hungaricaを 主に、Navicula veneta、 Nitttschia paleaな どが伴われる。陸生珪藻では、Amphora montanaが 出

現する。

・D― Ⅱ帯 (試料⑥下)

流水性種の占める割合が高 くなる一方、止水性種の占める割合が低 くなる。流水性種のGomphonema

parvulumが高率に出現し、中～下流水性河川環境指標種群のAchnanthes hungaricaな どが増加する。止水性種

のAmphora venetaや 陸生珪藻のAmphora montanaが 減少する。

・D― Ⅲ帯 (試料⑤、⑥上)

流水性種の占める割合が低 くなり、陸生珪藻、流水不定性種の占める割合が高くなる。わずかに中―真塩性種

(汽 ―海水生種)が出現する。流水性種のGomphonema parvulum、 中～下流水性河川環境指標種群の

Achnanthes hungaricaが減少する。陸生珪藻のAmphora montanaを 主に、Hantzschia amphioxys、 Navicula

muticaが増加する。中―真塩性種 (汽 ―海水生種)では、海水藻場環境指標種群のCocconeis scutellumが 出現

する。

。D―Ⅳ帝 (試料①～④)

上位に向かい珪藻密度が低 くなり、陸生珪藻が優占する。陸生珪藻では、Hantzschia amphioxys、 Na�cula

mutica、 Amphora montanaが 出現する。流水性種のGomphonema parvulumは 低率に出現し、中～下流水性河

川環境指標種群のAchnanthes hungaricaは消失する。中―真塩性種 (汽 ―海水生種)では、海水藻場環境指標

種群のCocconeis scutellum、 内湾環境指標種群のGrammatophora mac工 entaが 出現する。
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(4)珪藻分析から推定される堆積環境

珪藻分帯に沿って、下位より堆積環境の推定を行う。

・DI帝 (試料⑦上～③)

止水性種で占められ、流水不定性種、陸生羞藻が伴われる。こうしたことから、溝は水が停滞し、池状の水域

を呈していたと考えられる。縁辺は湿地の状態であった。

・DⅡ 帯 (試料⑥下)

流水性種がほとんどを占めることから、溝はやや浅い水域を呈しながら流れていたと考えられる。

・D― Ⅲ帯 (試料⑤、⑥上)

陸生珪藻、流水性種、流水不定性種で占められる。溝は湿地の状態であり、中央部では流れていたと推定され

る。中―真塩性種 (汽 一海水生種)、 海水藻場環境指標種群のCocconeis scutellumが検出されたが、遺跡の立地

上、海水から生成された塩分を含む生活排水に起因すると考えられる。

。D―Ⅳ帯 (試料①～④)

陸生珪藻が優占し、流水性種が低率に出現することから、常時湿地の環境であるが、一時的に流水があったと

推定される。中―真塩性種 (汽 一海水生種)の海水藻場環境指標種群のCocconeis scutellum、 内湾環境指標種

群のGrammatophOra macilentaが 検出されたが、前帯同様に海水から生成された塩分を含む生活排水に起因する

と考えられ、生活排水の影響が示唆される。

4.ま とめ

中の池遺跡の 3ト レンチSD3291こ おいて、花粉分析と珪藻分析をあわせて行う環境考古学分析を行った。その

結果、周辺には水生植物や人里植物を主に含むイネ科、耕地雑草で乾燥を好むアカザ科―ヒユ科、ヨモギ属の草

本が繁茂し、栽培植物を含むキュウリ属 (ウ リ類)な どの畑地の分布が考えられた。近隣の森林はコナラ属アカ

ガシ亜属 (カ シ林)を 中心とする照葉樹林が主に分布していた。堆積環境は、下部よりD― I帯 (試料⑦上～①)

では水が停滞し池状の水域を呈し、D― Ⅱ帯 (試料③下)ではやや浅い水域を呈して流れ、D― Ⅲ帯 (試料⑤、

⑥上)では中央部では流れがあるが周囲は広く湿地の状態で、D― Ⅳ帯 (試料①～④)では常時は湿地の環境で

あるが、一時的に流水のある状態が推定された。また、D― Ⅲ帯 (試料⑤、⑥上)、 D一 Ⅳ帯 (試料①～④)では

海水藻場環境指標種群などの中―真塩性種 (汽 一海水生種)が検出され、海水から生成された塩分を含む生活排

水の影響が示唆された。
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Tab.1 中の池遺跡 第12次調査における花粉分析結果

分類群 3ト レンチ S‐ 329(北 壁)

学 名 ③①和名 ② ◎上 ③下 ④   ⑤ ⑥上 ⑥下 ⑦上 ⑦下
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Tab.2 中の池遺跡 第12次調査における珪藻分析結果

3ト レンチ S‐ 3299座動

分類群         ①   ②   ③上  ③下  ④    ⑤   ⑥上  ⑥下  〇上   〇下   ◎
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中の池遺跡出上の弥生時代人骨

第 2節 中の池遺跡出上の弥生時代人骨

京都大学大学院理学研究科・大藪由美子・片山一道

1. はじめに

中の池遺跡は、香川県丸亀市金倉町に位置する遺跡である。平成15年に行われた発掘調査により、弥生時代中

期の層から少なくとも1体分の人骨が出土したので、その所見を記す。

この人骨は、遺跡内の溝から出土しており、その溝の傾斜する壁面部分で見つかっている。各骨はバラバラの

状態で出土している。例外的に左の撓骨と尺骨が隣接して出土しているが、他の部位はどれも解剖学的な位置を

とどめるものはない。

人骨は周りの土ごと切 り取って保存されているので、観察は各骨が半分程度土壌から出た状態で行った。一部

の骨はすでに取りあげられているが、多くの骨は土壌に埋もれた状態である。これらの人骨から得られた、性別、

死亡時の年齢、身体的特徴に関する情報を順に報告する。

♂
輯

Fig.96 SD329出 土人骨の部位別分布

2.残存状況

ほぼ全身の骨格が残っている。四肢長骨、椎骨では保存状態の良いものがあるが、頭蓋骨、肋骨、腰骨、手骨、

足骨は断片になっており、大部分の骨は表面が瓦解している。同定できたいずれの骨にも重複する部位がなかっ

たことから、 1体分の人骨だけである可能性が高い。また、それぞれの骨には、年齢や性別の違いがみられない

ことから、同一個体のものであろう。

各骨格の残存状態は以下のようになる。
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中の池遺跡出土の弥生時代入骨

頭蓋骨では頭蓋冠の大きな断片と小さな破片が確認できる。両方ともに表面が腐食 しているため、どの部位で

あるかはっきりしない。

歯は、遊離したものが 3本残っている。上顎右第 1小臼歯、上顎左第 2小臼歯と上顎左の大臼歯である。小日

歯の 2本は歯冠部分が残 り、大臼歯は歯冠の近心頬側咬頭部分が破片で残るのみである。

肋骨は19点残存 している。左右の第 1肋骨は判別できたが、他はいずれも保存状態が悪 く、表面が腐食してい

るため、左右の判別や何番目であるか不明。左第 1肋骨は遠位部分が破損してお り、右第 1肋骨は骨体中央から

遠位端にかけて破損 している。他に残存する肋骨の大きさはいずれも数cmの 断片でしかない。

椎骨は12点残っている。第 6番 目もしくは第 7番 目にあたる頸椎が確認できる。胸椎は何番目のものか不明で

はあるが 2点同定できる。腰椎では、第 3腰椎 と思われるものの断片が左肋骨突起を破損して残るものと、椎弓

板の断片が残る。他に椎骨と同定できたものは、椎体部分や椎弓部分や棘部分が断片で残っているだけである。

鎖骨は、右の骨が残存 している。両骨端は完全に瓦解 していて、残る骨体も遠位部分は骨表面が崩れている。

肩甲骨は、右の骨のみ確認できる。鳥口突起と肩峰の基部から外側縁の上部にかけての断片が残っている。

上腕骨は、右の骨が残る。骨頭の一部と骨体下部の一部と遠位端の内側の一部を破損するのみである。最大長

は約33011ullで ある。

撓骨は左の骨が残存する。近位端と遠位端が瓦解 し、骨体部分が残っている。骨体部分は、その形状を留めて

はいるが、表面には細か く亀裂が入っており、一部を破損している。

尺骨も左の骨が残存する。近位端と遠位端は瓦解 し、骨体の一部も破損している。榜骨と同じ状態でかろうじ

て形は留めているが、骨表面には亀裂が入 り崩れている。

手骨は、左右の手根骨の一部が残存 している。右手では有鈎骨と月状骨、左手では有頭骨と小菱形骨と大菱形

骨が確認できる。これらの骨はいずれも関節面を一部だけ破損している。

腰骨は左側の腸骨体 と腸骨翼の一部を含む部分が断片となって残っている。骨表面には亀裂が入 り保存状態は

悪い。

左右の大腿骨が残っている。右大腿骨は頸部より上と遠位端の両関節部分を破損 しており、残る骨体部分 も表

面は瓦解 している。残存長は約440111Hlで ある。左大腿骨は大転子部分と遠位端の一部を破損するにとどまり、ほ

ぼ完形で残っている。最大長の概測は47011unで ある。この大腿骨は、残存骨の中で最も保存状態がよい。

左右の怪骨ともに残存 している。左雁骨は、近位端をやや破損するが、ほぼ全体が残る。しかし、骨表面はボ

ロボロに瓦解 していて特徴がわからない。残存長を計測すると約37011ullで あった。もう一方は、全体の近位半分

が残存 している。こちらも骨表面の腐食がかなり進み、一部瓦解 もしているが、近位端の形態から判断すると、

おそらく右と思われる。

左DF骨 が残存 している。近位端は破損 しており、残存する骨体中央部分では骨表面が著しく瓦解 し、遠位端は

外果関節面の遠位半分が破損していて、保存状態は悪い。

足骨では、左足の腫骨と距骨、舟状骨、第 1中足骨と第 3中足骨が残存 している。踵骨は、後方半分が土表か

ら出ているので確認できるが、表面の状態が悪 く詳細はつかめない。距骨は、距骨頭と内呆面を破損 した断面で

残 り、舟状骨は粗面部分を破損 している。第 1中足骨は近位半分の断片となり、第 3中足骨はほぼ完形で残って

いる。

他に、長骨が 1つ と小さな断片が数点残っているが、保存状態が悪 く、どの骨か不明である。

3.性別判定

性差を顕著に示す腰骨や頭蓋骨の残存状態が大変悪かったため、性別を判定するのは困難である。 しかし、完

形に近い形で残存する大腿骨が長いこと、骨頭のサイズが大きいことと、骨体が太いことから、男性の可能性が
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中の池遺跡出上の弥生時代入骨

高い。また、上腕骨や睡骨の長さが長いことや鎖骨の骨体が太 く頑丈であることも、この遺骨が男性のものであ

る可能性が高いと考える根拠となる。

4.死亡年齢の推定

椎骨環状骨端に癒合線がみられず、すでに癒合 してしまっていることから、壮年には達していたことは明らか

である。さらに、椎体の縁部分に加齢によるリッピングズ (嘴状骨増殖)がみられないことから、老年には至っ

ていなかったと考えられる。また歯の咬耗は、残存する 3本の歯ともにエナメル質にとどまっており、熟年にす

ら達していた可能性は低いと考えられる。よって、これらの情報から死亡時の年齢は、壮年 (25歳～40歳)あた

りであったと推測できる。

5.身体的特徴

左大腿骨と右上腕骨がほぼ完形で残 り、おおよその最大長は、それぞれ47011un、 33011ullで あった。これら最大長

から藤井 (1960)式を用いて生前の身長を推定すると、それぞれ171.Ocm、 165.3cmに なる。平均すると168.2cmと

なる。したがって、弥生時代人としては高身長であったと考えられる。

骨格に残る筋付着部等の特徴をみると、上腕骨では三角筋付着部の発達が弱 く、骨体は細めできゃしゃである。

さらに、大腿骨の柱状性ははっきり確認できるが、その程度は弱 く、筋肉の発達はそれほど強くはなかったとい

える。つまり、生前の身体的特徴 としては、身長が高 く、きゃしゃな体型であったと考えられる。

6.特記事項

出土した人骨は、埋葬施設に葬られた状態ではなく、溝からみつかった。人骨の出土状況をみると、いずれの

骨も関節が交通状態になく、解剖学的な位置関係にはなかったので、何かしらの要因で動かされたのであろう。

また、観察できた骨格には動物による日痕はみつからなかったことから、大や鼠などの動物に骨をかじられるよ

うな状況にはなかったと考えられ、死後、地表に晒されることは無かったのではないだろうか。さらに、残存す

る骨格の中には、手足の散舌としやすい小さな骨も含まれていることから、完全に骨だけになってしまう前に、こ

の溝に遺骸が置かれていたと考えられる。おそらく遺棄されたのであろう。

7.ま とめ

発掘調査により出土した人骨は、壮年の年齢 (25歳～40歳)で亡くなった、おそらくは男性のものと考えられ

る。骨格から読み取れる身体的特徴として、高舅長できゃしゃな体格であったと推測できる。出土状況等から、

死後の早い段階で溝に遺棄された遺体であったろうと推測できる。

[引用文献〕

藤井 明 1960 「四肢長骨の長さと身長との関係に就いて」F順天堂大学体育学部紀要 第3号』 pp 49‐ 61
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動物骨について

第 3節 動物骨について

大阪市立大学大学院・阿部みき子・柴田佳奈

中の池遺跡SD329の動物骨について、種類及び部位の同定を行った。同定結果については表にて記載 している

ので参照されたい。

中の池遺跡SD329出土動物骨は、シカ、イノシシが主体を占め、このほかにムササビ、サカナ、カエル、 トリ、

クジラなどが存在する。これらのバリエーションは通常の集落で見つかる動物骨群の組成と類似したものであり、

クジラやサカナ (タ イ)の存在は海に近接 した遺跡の立地を特徴付けている。調査範囲が小規模であることなど

から、現段階における個体数の復元等は意味を成さないと考えるが、管見の範囲ではシカとイノシシの個体数に

偏 りはないと考えられる。また、カエルは小型のもので、食用であったのか溝内に住んでいたものであったのか

は判断できない。サカナには椎骨のほかにタイの頭骨や歯がみられるが、これはタイの骨が遺存しやすいことに

起因する。

骨には被熟したものが多 く見られ、その多 くは破片となったものである。焼成の状況は一律でなく、骨内部ま

で被熱したものと、表面のみ被熱したものがある。通常食用に肉を焼いた場合、骨まで被熱することはなく骨が

砕片になっていること、焼け具合に斑があること等を考えると、炉中に投棄されていた骨を掃除や住居の解体に

伴って投棄したものと考えることもできる。

Tab 3 動物骨鑑定結果 (1)

番 号 出土遺構 層位 種 名 詳 細

1 SD329 褐灰色細砂 イノシシ 大日歯片

2 SD329 褐灰色細砂 不 明 焼骨片、歯片 ?、 骨片

3 SD329 褐灰色細砂 不 明 歯片

4 SD329 褐灰色細砂 イノシシ 第3大 臼歯 (未萌出)

5 SD329 暗褐色細砂 サカナ (軟骨魚類 ) 椎体 1

6 SD329 暗褐色細砂 不明 骨片

7 SD329 暗褐色細砂 不 明 骨片

8 SD329 暗褐色細砂 不 明 骨片

9 ｎ
ν 暗褐色細砂 哺乳類 長骨片

0 SD329 暗褐色細砂 不 明 骨片、長骨片

1 SD329 暗掲色細砂 不明 長骨片

2 SD329 暗褐色細砂 シ カ 生上腕骨

3 SD329 暗褐色細砂 不明 骨片

4 SD329 暗褐色細砂 ヒ ト 肋骨片 (大人)、 骨片

5 SD329 暗褐色細砂 不明 大腿骨

6 ｎ
ν 暗褐色細砂 不明 長骨片 1

7 ｎ
ν 暗褐色細砂 不明 骨片2

8 SD329 暗褐色細砂 不 明 骨片 1

9 SD329 暗褐色細砂 不 明 骨片 1

SD329 暗褐色細砂 不 明 暁骨片

SD329 暗褐色細砂 イ ノシシ 日歯 1

SD329 暗褐色細砂 不 明 骨片 1

SD329 暗褐色細砂 不 明 母片 1

SD329 暗褐色細砂 イ ノシシ 臼歯

SD329 暗褐色細砂 不 明 暁骨片 (長骨)1

SD329 暗褐色細砂 イノシシ
第2大 臼歯、第3大 日歯 (上下左右不
明)

SD329 暗褐色細砂 骨片ナシ

SD329 暗褐色細砂 不 明 焼骨片 1
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Tab.4 動物骨鑑定結果 (2)

番 号 出土遺構 層 位 種名 詳細

29 SD329 暗褐色細砂 イノシシ 顎骨の一部と劇歯

SD329 暗褐色細砂 サカナ 椎骨2

SD329 暗褐色細砂 不 明 焼 骨

SD329 暗褐色細砂 不 明 骨片

SD329 暗褐色細砂 イ ノシシ 左距骨

34 〔
ツ 暗褐色細砂 不 明 焼骨、骨打

SD329 暗41B色細砂 イノシシ 中手骨又は中足骨の骨頭 (子供)

SD329 暗褐色細砂 不 明 焼骨 (長合 ) 骨 片

〔
ツ 暗褐色細砂 不 明 焼骨 (長骨 ) 骨 片

38 SD329 暗褐色細砂 サカナ 椎骨

SD329 暗褐色細砂 イノシシ 下顎骨 と小日歯

40 SD329 暗褐色細砂 哺乳類 骨片 (焼骨 )

41 SD329 暗褐色細砂 トジ 骨片 (焼骨 )

刀
士 SD329 暗褐色細砂 シ カ 角

SD329 暗褐色細砂 哺乳類 肩甲骨 ?(左右不明)

44 SD329 暗褐色細砂 不 明 骨片

45 SD329 暗褐色細砂 サカナ (タ イ) 頚骨

46 ９ｈ
ν

０
０ 暗褐色細砂 不 明 硫骨片、骨片

47 SD329 暗褐色細砂 不 明 長骨片

48 SD329 暗褐色細砂 不 明 骨片

49 SD329 暗褐色細砂 イノシシ 歯

50 ９つ
０

ｎ
ν 暗褐色細砂 シ カ 歯 (未前出)

SD329 暗褐色細砂 サカナ 骨片、歯板 (ト ビエイ)

SD329 暗褐色細砂 不 明 焼骨片、骨片

SD329 暗褐色細砂 イノシシ 日歯片

54 SD329 暗褐色細砂 ムササビ 左上顎骨片 (大臼歯2本釘植 )

SD329 暗褐色細砂 サカナ 骨片

SD329 暗褐色細砂 不 明 焼骨片、骨片

SD329 暗褐色細砂 シ カ 中手骨or中足骨

SD329 暗褐色細砂 甫乳類 顎骨

SD329 暗褐色細砂 サカナ 骨片

60 SD329 暗褐色細砂 不 明 焼骨片
ｎ
ツ 暗褐色細砂 イノシシ 臼歯 (未萌出)

SD329 暗褐色細砂 シカorイ ノシシ 歯

SD329 暗褐色細砂 カエァレ 腸 骨

64 SD329 暗褐色細砂 サカナ 焼骨片、骨片
ｎ
ν 暗褐色細砂 不 明 焼骨片、骨片

66 SD329 暗褐色細砂 不 明 骨片

SD329 暗褐色細砂 加工骨

SD329 暗褐色細砂 シ カ 角先端、落角基部

SD329 暗褐色細砂 イ ノシシ 下顎切歯 (未萌出)、 日歯

SD329 暗褐色細砂 カモの仲間 (小型 ) 右上腕骨近位

SD329 暗褐色細砂 サカナ 骨片

SD329 暗褐色細砂 不 明 焼骨片、骨片
ｎ
ν 贈褐色細砂 シ カ 小日歯 (未萌出)

〔
ツ 暗褐色細砂 不 明 長骨骨片

SD329 暗褐色細砂 イノシシ 大自歯 (未萌出)

76 ｎ
ν 暗褐色細砂 不 明 骨片

９ｎ
ν

０
０ 暗黄灰色シル ト 不 明 焼骨片、骨片

〔
ν 暗黄灰色シル ト 哺乳類 肋骨
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Tab 5 動物骨鑑定結果 (3)

番号 出土遺構 層位 種名 詳細

Ａ
ν

Ｃ
０ 暗黄灰色シル ト 不 明 長骨骨片

SD329 晴黄灰色シル ト ヒ ト 左距骨 (大人)

SD329 暗黄灰色シル ト 不 明 骨片

０
０ SD329 暗黄灰色シル ト llH乳類 頭骨片

SD329 暗黄灰色シル ト ヒ ト 左足舟状骨 (大人)

84 SD329 暗黄灰色シル ト 不 明 骨 片

ｎ
ν 暗黄灰色シル ト シ カ 右肩甲骨

SD329 暗黄灰色シル ト イ ノシシ 左上顎骨 と大臼歯

87 SD329 暗黄灰色シル ト 不 明 骨片 (表面のみ焼けている)

SD329 暗黄灰色シル ト サカナ 歯

SD329 暗黄灰色シル ト 不 明 骨片

90 SD329 暗黄灰色シル ト ヒ ト 椎弓の一部 (腰椎 ?)(大 人)

SD329 暗黄灰色シル ト イノシシ 左撓骨遊離遠位端、右舟状骨

SD329 暗黄灰色シル ト サカナ 骨片

SD329 暗黄灰色シル ト 不 明
焼骨片、頭骨片、歯、肋骨片、長骨
片 骨 片

SD329 暗黄灰色シル ト シ カ 前頭骨の角座

95 ｎ
ツ 暗黄灰色シル ト イ ノンシ 左側頭骨、大臼歯

96 SD329 暗黄灰色シル ト 不 明 助骨片、骨片、歯根 ?
〔
ν 灰色粘土 クジラ 椎骨の椎体

SD329 褐色シル ト シ カ 左下顎骨片

SD329 掲色シル ト 不 明 焼骨片、長骨片、骨片

SD329 褐色シル ト 不 明

SD329 褐色シル ト シ カ 歯
０
な

〔
Ｖ SD329 褐色シル ト イノシシ 大自歯 と歯片

SD329 褐色シル ト サカナ 骨片

104 SD329 褐色シル ト 不 明 焼骨片、骨片

SD329 褐色シル ト サカナ 骨片

SD329 褐色シル ト 不 明 歯片、焼骨片

SD329 褐色シル ト 不明 ?
ｎ
ツ 褐色シル ト イ ノシシ 臼歯片

〔
ツ 褐色シル ト サカナ 歯、骨片

SD329 褐色シル ト 不 明 焼骨片、骨片

SD329 層位不拐 サカナ 骨 片

112 SD329 層位不明 不 明 焼骨片、骨片

SD329 層位不明 シ カ 左下顎骨 と臼歯

SD329 層位不明 シ カ 右肩甲骨

SD329 層位不明 イノシン 歯 ?

116 SD329 層位不明 サカナ 歯

SD329 層位不明 不 明 冤骨片、長骨片、骨片、歯根 ?

SD329 層位不明 不 明 長骨片 (表面のみ焼けている)

119 SD306 暗灰色シル ト イ ノシシ 第3大日歯 (未萌出)

SD336 暗褐色細砂 不 明 母片

SD336 暗黄褐色細砂 不 明 母片

ｎ
ν 暗褐色細砂 不 明 母片

つ
け
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第 4節 中の池遺跡から出土した銅剣片の鉛同位体比

別府大学・原 彰吾・平尾良光

1. はじめに

香川県中の池遺跡から出土した銅剣片に関する鉛同位体比を測定し、材料の産地に関する調査を行った。

2.資料

中の池遺跡は香川県丸亀市金倉町に所在する弥生時代

前期後半か ら中期初頭を中心 とする環濠集落遺跡であ

る。1947年 に水田の地下げに伴い遺跡であることが認識

され、これまで香川県教育委員会、松本考古学研究所、

九亀市教育委員会、 (財)元興寺文化財研究所等によっ

て、12次にわたる調査が行われてきた。主たる集落域は

2重 3重に巡る環濠で囲まれ、周囲には水田遺構 も検出

されている。今回鉛同位体比測定を行った試料はこの遺

跡から出土した銅剣 1点である。

銅剣は第12次調査第 3調査区内の居住域を囲む環濠の

日g.97 銅剣片先端腐食部の錆を採取

1つ から出土し、年代的には弥生時代中期初頭にあたる。この遺物は細形銅剣の一部で、剣先端の1/4～1/5が残

っていた。この環濠では、関連性は明らかでないがこの銅剣が出土した地点に近接 して成年男性の人骨や動物骨

などが出土していた。

鉛同位体比測定用の試料には銅剣の先端部に発生した腐食部分の錆を採取 して用いた (Fig.97)。

3.鉛同位体比法

3-1 鉛同位体比法の原理
①

鉛には知4Pb、 206Pb、 207Pb、 208Pbの
同位体があり、地球が誕生した時にできた岩石中に他の元素 と一緒に含まれ

ていた。時間が経つと岩石中に含まれていた238uは 206Pbに
、

235uは 207Pbに
、

232Thは 2∝Pbに放射能を出しながら自然

に変化 (壊変)す る。ウラン (U)と トリウム (Th)が減少した量だけ鉛の量は増える。これら鉛の量は岩石中

のU、 Th、 Pbの量と、岩石中でPbと U、 Thが共存 していた時間の長さによってそれぞれの鉛同位体比が違う。

この岩石から鉛が地殻変動などで抽出され、鉛の鉱山を形成する。この鉱山に含まれる204Pb量 と206Pb、 207Pb、

昴8Pbの 量比はそれぞれの鉛鉱山ごとに独自の経歴があるため、異なった鉛同位体比値となることが知られている。

そして産地によって特徴のある同位体比を示すため、鉛同位体比の違いは鉛の産地を示すことになる。

3-2 決]定方法

鉛同位体比の測定は本学に設置されているサーモエレクトロン社製全 自動表面電離型質量分析計MAT262で行

われた。

採取 した試料を石英製ビーカーに入れ、硝酸を加えて溶解 した。この溶波に白金電極を用い、直流 2Vで電気

分解 し、鉛を二酸化鉛として陽極に集めた。析出した二酸化鉛を硝酸と過酸化水素水で溶解 した。この溶液から

0.lμ gの鉛を分取 し、リン酸とシリカゲルを加えてレニウムフィラメントに載せ、質量分析計にセットした。分

析計の条件を整え、測定温度を1200℃ に設定し、鉛同位体比を測定した。同一条件で測定した標準鉛NBS‐SRM―

981で規格化 し、測定値 とした。
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3-3 測定値の表 し方

鉛同位体比の測定値を表す方法 として、縦軸が208Pb/206Pbの
値、横軸が207Pb/206Pbの

値である図と、縦軸が

207Pb/204Pbの
値、横軸が

2。6Pb/204Pbの
値である図を利用する。前者の図をA式図、後者の図をB式図とする。これ

らの図において、中国前漢鏡が主として分布する領域を中国華北産鉛の領域、中国後漢鏡及び三回時代の銅鏡が

分布する領域を中国華南産鉛の領域と仮定する。現代日本産の主要鉛鉱石が集中する領域を日本産鉛の領域 とす

る。そして多鉦細文鏡が分布する領域を朝鮮半島産鉛の領域と仮定する。

今までの弥生時代青銅製品の鉛同位体比に関する研究から、青銅器が用いられ始めた頃 (弥生時代前期末～中

期初頭)には朝鮮半島産の材料、弥生時代中期には中国華北産の材料が用いられたことが明らかになっている。

4.測定結果

測定した鉛同位体比をTab.6に示した。

Tab 6 銅剣の鉛同位体比値

この測定結果を縦軸が208Pb/206Pbの
値、横軸が207Pb/206Pbの

値である図 (A式図)、 縦軸が力7Pb/204Pbの
値、横軸

が206Pb/204Pbの
値である図 (B式図)に示した。また比較資料として、これまでに鉛同位体lヒ が測定されている

細形銅剣の鉛同位体比をそれぞれ図に示した。比較した資料のそれぞれの出土地、所蔵者、測定値は文献に依存

する。

5.考察 。まとめ

測定された銅剣の鉛同位体比はFig。 98。 99か ら中国華南領域内の下付近にプロットされた。そしてFig,100。

101に はこの銅剣の値と今までに測定された細形銅剣の分布を示した。弥生時代の細形鋼剣はこれらの図で示さ

れるように朝鮮半島領域から中国華南領域を含み、華北領域まで幅広く分布した。本資料の鉛同位体比値A式図

から華南産材料を用いているようにも思えるが、B式図ではその領域から外れている。故に、必ずしも華南産材

料とは思われない。それよりも、Fig.100。 101で示される朝鮮半島から華北産材料への一連の拡がりを持つ細形

銅剣が示す帯の中に含まれる材料のひとつと考える方が理解しやすい。そのため、細形銅剣は様々な地域の材料

を用いて製作されていることを示唆する。そのため、細形銅剣は時期的な違いや流通経路の違いによって製作に

用いられた青鋼材料が異なる可能性があるので、今後、細形銅剣の研究には出土地との関連性が重要となってい

くであろう。

[引用・参考文献]

(1)平尾良光編 :古代日本青銅器の鉛同位体比,『古代青銅の流通と鋳造』,平尾良光編,(鶴 山堂),p31-39,(1999)

(2)平尾良光 :鉛同位体比の測定と分析,F考古資料大観6 弥生。古墳時代 青銅・ガラス製品』,井上洋―・森日稔編,

(/Jヽ 学館), p350-367, (2003)
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放射性炭素年代測定

第 5節 土器付着炭化物の加速器質量分析による放射性炭素年代測定

(財)元興寺文化財研究所・山田 哲也

名古屋大学年代測定総合研究センター・中村 俊夫

1 . はじめに

中の池遺跡は、九亀市金倉町道上字中の池に所在する縄文時代晩期から中世に至る複合遺跡である。遺跡は、

標高約1lm、 現海岸線より約2 5km内 陸部の微高地に立地する。この遺跡には、香川県で最初に発見された弥生時

代前期の環濠集落が存在し、研究者の間でもこの地域の弥生時代を考えるうえで非常に貴重な遺跡として評価さ

れている。中の池遺跡では、1998年以降、丸亀市総合運動公園整備事業に伴う発掘調査が継続して行われ、弥生

時代前期の集落の様相が次第に明らかになってきている。

今回、第 9次調査 (2001年 )、 第11次調査 (2002年 )、 および第12次調査 (2003年 )において、弥生時代前期の

溝から出上した土器片のうちの17点 から採取 した付着炭化物および土器片と同一の層位から出土した木炭片 2点

について、名古屋大学に設置されている加速器年代測定システム(2号機、中村、2001)を 用いて放射性炭素 (口 C)

年代測定を実施したのでここに報告する。

2.年代測定試料

年代測定に用いた試料は、第 9。 11,12次調査において弥生時代前期の溝から出土 した土器片の表面に付着し

ている炭化物と土器片が出土した層位 と同じ層位から出土した木炭片である。

一般的に、土器の内面または外面口縁部に付着 している炭化物は、主として食物の残澄や煮炊きの際に吹きこ

ぼれて炭化したオコゲと考えられ、土器外面の胴部下半から底部にかけて付着 している炭化物は主に煮炊きの際

に燃料として用いられた樹木の煤と考えられている。そのため、土器付着炭化物は、土器の使用との関連性が明

確であり、同一層より出土した木炭より放射性炭素 (14c)年 代測定に適した試料である。

その試料の内訳は、第 9次調査 (SD081土器付着炭化物 3点・木炭片 2点。SD204土器付着炭化物 2点。)、 第

11次調査 (SD412土器付着炭化物 2点。SD546土器付着炭化物 1点。第 5ト レンチ環濠内撹乱埋土内の土器付着

炭化物 1点。)、 第12次調査 (SD220土器付着炭化物 2点。SD329土器付着炭化物 3点。)の計16点 である (Tab.

7 ・Fig。 104。 105)。

3.試料の調製

土器片に付着した炭化物をステンレス製のスパーテルを用いて削 り取 り、アルミホイルの上に集め、試料の採

取を行った。採取 した炭化物の重量を測定した後、蒸留水による洗浄を数回繰 り返 して汚れを取 り除いた。次に

埋蔵中に炭化物が受けた汚染を取 り除くために酸―アルカリー酸 (AAA)処 理を行った。まず、試料を1.2規定

HCI水溶液に浸 し、溶液を交換 しながら 1～ 2日 間ホットプレー ト上で60～ 70℃ に加熱し、炭酸塩などの汚染物

を溶解除去した。その後、炭化物試料の状態に応 じてo2規定から1.2規定の NaOH水溶液を用いてホットプレー

ト上で9o℃ に加熱し2時間処理してフミン酸などを溶解除去した。この、アルカリ処理を 2回繰 り返した。さら

に、1.2規定 HCl水溶波を用いてホットプレー ト上で90℃ に加熱し2時間の処理を 2回行った後、最後に蒸留水で

よく洗浄して塩酸分を完全に取 り除いたあと、乾燥器内 (90℃ )に て乾燥させた。

得られた炭化物試料を線状酸化銅 (Ⅱ )CuO(約 500mg)と 共に 9 mln φのバイコール管に入れ、真空ラインに

接続し充分に排気したのちに封管した。このバイコール管を電気炉 (900℃ )で約 2時間加熱することで試料中

の戊素を燃焼してC02に 変換した。その後、得られたC02を 真空ライン中で液体窒素 (-196℃ )、 エタノールと液
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体窒素の混合物 (約 -100℃
)、 波体窒素により冷却 したn― ペンタン (-128℃ )を 寒剤 として用いてイオウ酸化

物や水分を除去してC02の精製を行った。

精製したC02を触媒のFe粉末とH2と ともに 9mmφ バイコール管に封入し、バイコール管下端部を電気炉で加

熟 (650℃ で 6時間以上)して、C02を 還元することで、グラフアイ トを合成した (Kitagawa、 1993)。

また、土器付着災化物試料14点 うち、 3点については付着炭化物中の炭素含有量が少なく
14c年

代測定を行う

には十分な量の炭素を回収することが出来なかった。

4.14c年代測定と暦年較正

測定試料から調製したグラフアイトを専用の手動圧縮装置を用いて圧縮し、測定用ターゲットを作成し、名古

屋大学タンデトロン加速器質量分析計 (2号機 オランダHigh Voltage Engineering Europa B,V.社 製)を用いて

単C年代測定を行った。標準体には、NBS― シュウ酸 (NIST― SRM-4990C、 HOxII)か ら調整したグラフアイトを

用いた。

このタンデトロン加速器質量分析計では、“Cと
12cの

存在比 (“ C/ワ C比 (=R))が未知試料 (R ttmpに)と ユC

濃度が既知の標準体 (R ADЮ50)イこついて測定され、 R san』 e/RA助950比が得られる。また、BC/鬱 C比 も測定すること

ができる。測定されたR Mmac/R ADle50比 についてタンデトロン加速器質量分析計で測定されたδ13cを 用いて炭素同

位体分別の補正を行った後、試料のコC年代値 (同位体分別補正望C年代)を算出した (中村、2001)。

コC年代値 [yr BP]の算出にあたっては、ヱCの半減期として、国際的に用いられているLibbyの半減期5,568

年を用い、ユC年代値 [yr BP]は、西暦1950年から遡った年代値で与えられる。

また、得られた同位体分別補正HC年
代をPC年

代―暦年代較正データセット (IntCalo4、 Reimer et al,2004)

および較正プログラムCALIB Rev50.1(M Stuiver,P」 .Reimer,and R.Reimer,2005)を 用いて暦年代に換算し

た。MC年
代値 [yr BP]に姑応する年代値の誤差はone sigma(± lσ :1標準偏差)で示した。

5,14c年代測定の結果と考察

5-1.第 9・ 11次調査の'4c年代測定の結果と考察

タンデ トロン加速器質量分析計で測定された第 9。 11次調査で出土した土器付着炭化物と木炭片 (NKI-1～

11)の δBC、
同位体分別補正VC年

代、較正年代の範囲 (14c年代の lσ 誤差に対応)を Tab.8に示した。また、

測定されたXC年
代を、HC年

代―暦年代曲線 (Intca104、 Reimer et al,2004)と 比較してFig,102に示した。NKI一

1、 NKI-8、 NKI-11の 3点については、付着炭化物試料から分離できた炭素量が少なく'C年代測定を行うこと

が出来なかった。

測定された14c年
代は、HC年

代一暦年代較正データで較正すると、暦年代曲線の特性のために可能性の高い暦

年代は、BC 8～BC 5世紀代と幅広い年代域を示している。

測定結果を滞ごとにみてみると、SD081は、木炭片が730～410calBC頃 の値を示しているが、土器付着炭化物

2点は、825～800calBC頃 と1265～ 1130calBC頃 と、かなり古い年代値を示した。SD2041よ 、730～ 415calBC頃 の

値を示し、SD412、 SD546は 、それぞれ510～395calBC頃の年代値を示した。この測定結果からは、各溝の間の明

確な時期差を求めることは出来なかったが、SD081の土器付着炭化物の年代値を除いて考えると、各溝は、ほぼ

同じような年代値を示している。

測定した木炭片(NKI-3、 NKI-5)と 土器外面の付着炭化物 (NKI-6、 NKI-7、 NKI-9、 NKI-10)の δ18c値

は共に-26～ -27%。 の値を示しており、δ ttC値 を見る限りでは土器付着炭化物は樹木などのC3植物 (約 -26.5

%。、南川、2000)起源の炭化物であると考えられる。また、SD081の土器内面の付着炭化物 (NKI-2)と 土器外

面の付着炭化物 (NKI-4)は、δBC値が-22～ -23%。 と、C3植物が示す典型値 (約 -26.5%。 )か ら魚介類が示
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す典型値 (約 -16.0‰ )の方に少 し近寄っていること、較正年代が825～ 800calBC頃 (NKI-2)と 1265～

1130calBC頃 (NKI-4)と 他の試料と比べて古い年代値が得られていること、さらに中の池遺跡の立地が海に近

いことを併せて考えると海洋リザーバー効果の影響が若干ある可能性は否定できない。

5-2.第 12次調査の'4c年代測定の結果と考察

タンデトロン加速器質量分析計で測定された第12次調査で出土した土器付着炭化物のδおC、 同位体分別補正望c

年代、較正年代の範囲 (14c年代の lσ 誤差に対応)を Tab.9に示した。また、測定された14c年
代を、14c年

代―暦年代曲線 (IntcaЮ 4、 Reimer et al,2004)と 比較してFig.103と こ示した。

測定されたユC年代は、14c年
代一暦年代較正データで較正すると、暦年代曲線の特性のために可能性の高い暦

年代は、BC 8～BC3世紀代と幅広い年代域を示している。

測定結果を溝ごとにみてみると、SD2201よ 、510～390calBC頃の年代値を示した。SD329では、790～595calBC

頃 (NKI-14)、 485～390calBC頃 (NKI-16)、 390～235calBC頃 (NKI-15)と 試料ごとに異なる幅広い年代域

を示している。

また、土器付着炭化物のδBC値は、-25～ -30%Oの値を示し、樹木などのC9植物 (約 -26.5‰ 、南川、2000)

起源の炭化物であると考えられ、また、海洋リザーバー効果の影響はないものと考えられる。
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Tab 7 年代測定試料

試料NO. 調査  出土遺構 出土土層 試料の種類 炭化物の付着部位

NKl-1

NKI-2

NKI-3

NKI-4

NKI-5

NKI-6

NKI― フ

NKI-8

NKI-9

NKl-10

NKI-11

SD 031

SD 031

SD 081

SD 081

SD 081

SD 204

SD 204

SD 412

SD 412

SD 546

5トレ境乱

畝
畝
敬
敬
敬
敬
畝
轍
轍
轍
磁

暗灰色粘土

暗灰色粘土

暗灰色粘土

明黄褐色粘土

暗灰色粘土

灰色粘土

灰色粘土

黒色粘質土

環濠内撹乱埋土

土器付着炭化物 (内面)

土器付着炭化物 (内面)

木炭片

土器付着炭化物 (外面)

木炭片

上器付着炭化物 (外面)

土器付着炭化物 (外面)

土器付着炭化物 (外面)

土器付着炭化物 (外面)

土器付着炭化物 (外面)

上器付着炭化物 (外面)

底部・内面

慮部日内画

底部・外面

胴部・外面

口緑部～胴部 ,外面

胴部・外面

胴部 E外面

胴部・外面

胴部 ,外面

NKI-12

NKI-13

NKl-14

NKI-15

NKI-16

12次

12次

12次

12次

12次

SD 220 暗褐色土 (最下層)

SD 220   黒褐シルト

SD 329   暗褐色細砂

SD 329   灰色シルト

SD 329  暗褐色細砂①

土器付着炭化物(外面)

土器付着炭化物 (外面)

土器付着炭化物(外面)

土器付着炭化物 (外面)

土器付着炭化物 (外面)

口縁部・外面

胴部・外面

底部に外面

日縁部下・外面

胴部・外面

Tab.8 第 9。 1刊 次調査の14c年代と較正年代

試料NO 試料の種類 δ
13cPDB(perm刊

)

同位体分別補正
14c年

代(yr BP)

14c年
代を較正した年代

(Reimer et ar 2004)器 (cal

BC) とlσ の較二年代範
囲   (可 能性の確率 )

実験室ヨード番
号 (NUTA2-)

NKI-1 上器付着炭化物 (内面 測定不可

NKI-2 二器付着炭化物(内面 -22± 1 2654と 25 BC 823-BC 801(100%)

NKI-3 木炭片 -26± 1 2427± 25 BC 537-BC 528 (5.4%)
BC 524-BC 411(94.6%)

NKI-4 上器付着炭化物 (外面 -23と 刊 2982と 25
BC 1266-BC l192(799%)
BC l176-BC l163 (95%)
BC l143-BC l132(106%)

9186

NKI-5 木炭片 …27± 1 2443と 24

BC 730-BC 692(26.2%)
BC 659-BC 652 (4,9%)
BC 543-BC 484(399%)
BC 464-BC 416(29,0%)

NKI-6 上器付着炭化物(外画 …26と 1 2443と 25

BC 730-BC 692(262%)
BC 659-BC 652 (49%)
BC 543-BC 484(397%)
BC 465-BC 416(29.2%)

NKl-7 上器付着炭化物(外面 …26± 刊 2440± 24

BC 727-BC 693 C22.5%)
BC 657-BC 654 (1.3%)
BC 542-BC 483(41.7%)
BC 466-BC 415(34,0%)

NKI-8 上器付着炭化物 (外面 | 測定不可

NKI-9 土器付着炭化物(外面 -26± 1 2373± 24

BC 503-BC 498 (3.■る)
30488-BC 461(30,3%)
BC 451-BC 440 (9.3%)
BC 418-BC 395(57_0%)

NKI-lC 上器付着炭化物 (外面 -27± 1 2409± 25 BC 510-B0435(801%)
BC 427-BC 408(1990/a)

NKI-11 上器付着炭化物 (外面 測定不可

つ
々



試料NO. 試料の種類 δ
13cPゅ

B(perm‖ )

同位体分別補正
14c年

代(yr BP)

14c年
代を較正した年代

(Reiner et at 2004)Hr(cat

BC) ±lσ の較正年代範
囲    (可 能性の確率 )

実験室ヨード番
号(NUTA2-)

NKl-12 上器付着炭化物 (外面 -30± 1 2358± 29
BC 485-B0463(20,8%)
BC 449-BC 442 (5,0%)
BC 417-BC 389(74.2%)

10390

NKI-1 上器付着炭化物 (外画 |

-25± 1 2413± 26 BC 511-BC 409(100%) 10392

NKI-12 上器付着炭化物(外面 -27± 1 2537と27

BC 791-BC 751(50,3%)
BC 686-BC 667(23.9%)
BC 636-BC 622 (9.8%)
BC 614-BC 595(160%)

NKI-1〔 上器付着炭化物 (外面| -28圭 1 2259±27
BC 339-BC 357(51.271D
BC 284-B0256(34.6%)
BC 247-BC 234(142%)

10394

NKI-lC 上器付着炭化物 (外面 …25± 1 2365± 25
BC 485-BC 463(225%)
BC 449-BC 442 (55%)
BC 417-BC 392(72.0%)

10395

放射性炭素年代測定

Tab.9 第12次調査の“C年代と較正年代

*)δ 19CPDBは
次式で定義される。

δ18cPDB(%o)= [(13c/12c)認
m』e/ (13c/12c)PDB~1.0) x1000

こ こ で 、 (13c/12c)sam』 eは 試 料 の
13c/鬱 c比 、 (13c/12c)PDBは Peedde belemnite

標準物質 (炭酸カルシウム)の 18c/12c比 である。

注意事項

0 14c年代値は BPの単位で、西暦1950年 から過去へ遡った年代値で示される。

14cの
半減期として、国際的に用いられているLibbyの 半減期5,568年 を用いて14c年

代値を算出した。

〇 年代値の誤差はone sigma(± lσ ;1標準偏差)を示した。これは、同じ条件で測定を100回繰り返したと

すると、測定結果が誤差範囲内に入る割合が68回 である事を意味する。誤差を表示の 2倍 (± 2σ ;2標準偏差)

にとると。誤差範囲に入る割合は95回になる。

O δBCPDBを 用いて炭素同位容分別の補正を行った。すなわち、Conventionalユ Cage(同位体分別補正“C年代)

である。

○ **)14c年 代値から暦年代への較正は、樹木年輪についての“C濃度測定から得られた較正データを用いる。

ここでは、IntCa104較正データ (Rcimer et al,2004,RadiocarbOn,46,p.1029-1058)と 較正プログラムCALIB

Rev 5.0.1(M.Stuiver,P,J.Reimer,and Ro Reimer,2005)を 用いて較正を行った。

○ **)暦 年代は、14c年
代値が、“C年代値―暦年代較正曲線で真の年代が入る可能性が高い暦年代範囲で示さ

れる。また、真の年代が、表示されたすべての範囲のどれかに入る確率が68%(lσ )である。年代範囲の後に

示された確率は、68%の うちで、さらに特定の年代範囲に入る確率を示す。
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中の池遺跡遺物の
14c年

代及び較正年代

・ INrCAL04較正データセット

NKl-6:2443± 25 BP
NKI-5:2443と 24 BP

NKI-7:2440と 24 BP
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四 4H.HHWH四
NK卜05

NK卜04

NK卜06

日g.104 サンプリング試料
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自然科学分析の結果と考古学的所見

第 6節  自然科学分析の結果と考古学的所見

第1項 SD329の評価をめぐって

今回の調査で見つかった重要な遺構としてSD329が ある。この溝からは多量の動物骨、人骨、そして銅剣が出

土し、中の池遺跡の性格を考える上でもその評価は重要である。

報告に際し、SD329の堆積環境を知るためまず花粉分析、珪藻分析を行った。その結果は前節までに記載した

とおりである。結論部分を要約すると、まず花粉分析から、試料 8(灰色粘土)には水生植物の痕跡、照葉樹林

の存在が推定されており、湿地性の環境が想定されている。試料 6・ 7(黒色シルト～灰色粘土)は草木花粉が

多く、針葉樹林起源の花粉がやや多 く見られるほか、栽培植物の可能性があるキュウリ属・ネギ属が出現する。

また試料 6は下部においてガマなど湿地性植物が多く見られる。試料 5(暗褐色細砂)は草本類が主体を占める

ようになるが、試料 1～ 4(暗褐色細砂)は花粉そのものがほとんど検出されない。

次に羞藻分析の結果であるが、試料 7・ 8(暗黄灰色シルト下部、灰色粘土)は圧倒的に止水性種の珪藻が多

数を占める。これに射し試料 6上 (黒色シルト)、 試料 5(暗褐色細砂)は陸性種と流水性種珪藻が増加する。試

料 3下 。4(暗褐色細砂)は水性種が激減し、陸性種が主体となるが、海水に生息する珪藻も見られる。これよ

り上位の 1～ 3上 (褐灰色細砂)では珪藻そのものが著しく減少する。以上の分析から、溝掘削当初は滞水した

沼地状を呈していたが、暗黄灰色シルト上部には流水がある状況、黒色シルト堆積時は湿地で中央付近に流水が、

暗褐色細砂 。褐灰色細砂堆積時には生活排水の影響を受けた、花粉の残りにくい乾燥した環境が想定されている。

このような分析結果に姑し、発掘時の考古学的所見をまとめると、試料 7・ 8に相当する暗黄灰色シルト、灰

色粘土は生物による擾乱を受けるものの、葉理などの存在から水成堆積層であることが判明している。しかし砂

の薄層などはみられず、流水の存在は考えにくい。これは建藻分析の成果と整合的であり、やはり掘削当初は滞

水する状況にあったと考えられる。しかし完全な止水状況ではなかったと思われ、部分的に流水起源の葉理が存

在するなど、緩やかに水が入れ替わる状況であったことが指摘できる。

試料 6に相当する暗黄灰色シルト、黒色シルトは粒径の均質なシル トで、寸断された葉理が見られる。黒色シ

ルトは植物による擾乱が著しい。水成堆積であることは確実だが埋土内には流水に起因するような顕著な砂が存

在せず、珪藻分析に見られるような流水の存在は考えられない。破堤部分から遠く離れた、溢流堆積の結果、流

水性珪藻を含んだ洪水によって泥が運ばれた可能性も考えられる。

試料 5に相当する暗褐色細砂は特に上部において棄理がみられず塊状構造を有するなど人為的な埋め土と考え

られ、やはり珪藻分析から導かれた堆積環境と合致しない。珪藻の存在そのものを否定することはできず、柱状

ブロックより採取したというサンプル採取時の状況からも汚染の可能性も考えにくいことから、分析の正当性は

確実である。試料 6上 より上層には中一真塩性珪藻が一定量存在する。試料 5以上では陸性種の数量も増加して

おり、珪藻の多様性は、暗褐色細砂が異なった複数の環境下で形成された土で構成されていることに起因すると

考えることが可能である。

試料 3～ 5に該当する暗褐色細砂は花粉の残 りが悪く、珪藻では陸性種珪藻が卓越するが、この土は人為的な

埋め土と考えられる。試料 1～ 3に該当する褐灰色土もやはり埋め土と考えられ、これらに陸性種珪藻が混入す

ることは土層観察の所見と矛盾しない。本試料にも海水性種珪藻が存在する。分析の結果は生活排水の流入が想

定されているが、暗褐色細砂は人為的な埋め土と考えられ、生活排水が流れ込む溝内のヘ ドロとは考えられない。

暗褐色細砂内には微細な焼土ブロックが存在する。これはいずれも径 2～ 3 11ull程 度の亜円礫状を呈し、炭片など

を伴って層内に不規則に分布する。流水痕の見られない土層の中では異質な研磨状況である。これらとともに出

土している動物骨は被熱して砕片となったものが多くみられ、炉内に投入された可能性が考えられている。微細
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な亜円礫状の焼土ブロックの存在は、炉など人為的な摩減の起こる状況に起因するものと考えると説明でき、人

為活動を伴った生活面の土が、埋め戻しに使用されたことが想定できる。この仮定が成 り立つならば、海水性種

珪藻の存在は生活によって汚染された土が埋め土に使用された結果と考えることができよう。

以上、現場での考古学的所見と、花粉 。進藻分析の結果を比較して、SD329の堆積環境について考察を行った

が、これらに加えSD329北壁土層不撹乱試料の軟X線写真の観察を行い、現場での土層観察を補強したい。

試料は北壁から15clll× 15cm× 10cmの ブロック状に切 り出した不撹乱試料を、研究室にて厚さ l cmに 削り、軟X

線による撮影を行った。残念ながら暗褐色細砂に相当する試料 3・ 4は土器等が存在したため破損してしまい、

試料 5。 6についても同様の理由から長方形の試料となってしまった。撮影に用いた機材はフィリップス社製X

線透過試験装置225型、フィルムは富士フィルムlx100である。なお、撮影後の不撹乱土壌試料はアクリル板とシ

リコンにより封入して保管している。

詳細は構造模式図を参照されたいが、試料 1・ 2は径 2～ 5 cm程度の塊状構造が濃淡となって写っている。植

物根痕は上位層からの直線的なものばかりである。試料 5は暗褐色土下面に堆積の単位と考えられる薄層が存在

する。試料下半は生物の移動痕が多 く見られ、この付近に横方向の植物根痕が多 く見られる。この付近は暗褐色

細砂として一括していたが、下部は植物が生育する地表面として機能していた可能性が考えられる。試料 6以下

はいずれも葉理が顕著に見られ、横方向の植物根痕がみられることから、水成層であり植物が生育していた状況

が考えられる。試料 7・ 8は葉理が発達し、縦方向の植物根痕が目立つことから植物の生育が試料 5(下半)。

6ほ ど盛んでなかったと考えられる。以上の観察結果は肉眼による壁面土層観察とおおむね一致した解釈を導い

ている。

次に動物骨 。人骨および銅剣の出土状況であるが、骨の種類を平面図と立面図に落としたものがFig.108で ある。

これをみると、その平面分布からは動物骨が主に溝東岸より投棄されているのに対し、ヒトは西岸より投棄され

ていることがわかる。ヒト・動物ともに若干の垂直分布に広がりをもつ。ヒトは 1体分ほぼ全身がそろう状況で

あり、骨と骨の間にも土器片等が介在する。人骨は交連状態になく、動物の回痕がないという状況であり、地表

へ晒された状態ではなかったと考えられている。軟部のある状態で遺棄された後に移動した可能性もあるが、人

骨が出土した暗褐色細砂 (試料 4・ 5)が人為的埋土であり、水流等の痕跡が見られないという先の検討結果と

あわせて考えると、解剖学的位置を保たず若干垂直分布に幅があるという状況は、埋め戻しの初期段階に土器・

石器類とともに、若千軟部の残った状態の人骨が人為的に投棄された状況を考えることができる。その場合、動

物の日痕がない事や、ほぼ一体分の全ての部分がそろう事などから、墓などに埋葬されていた遺体を溝埋め戻し

の土を確保する際に掘 り起し、土とともに投棄したと推定する事も可能となる。また、クジラ椎骨の存在を重視

すると、動物骨は溝のかなり底部から存在していたことが窺え、SD329が もともと骨捨て場として機能していた

場所である可能性が想起される。

人骨と同層位からは銅剣の破片が出土している。これまでの検討によって人骨が元位置を保っていない可能性

が高くなり、銅剣を包含する暗褐色細砂が人為的埋土であると考えられる状況下では、人骨と銅剣の関係を積極

的に議論することは不可能である。今後面的な調査が行なわれる際には溝埋土の供給源を視野においた調査が行

なわれるべきであろう。

残念ながら今回の調査ではSD329の ほんの一部を調査したに過ぎない。将来広範囲の調査が行われれば、複数

の人骨が投棄される場であったのか、銅剣が本来完形のものであったのか等、詳細が半U明するものと思われる。

今後の調査に期待したい。

註

(1)試料5下半から6上は生物擾乱が著しく、この層の珪藻については混入の可能性も指摘できる。
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第 2項 放射性炭素年代の評価をめぐって

試料の検討

NKI-1～ 5の試料のサンプルを採取したSD081は、第 9次調査で検出された環濠で、前期中葉の土坑を切 り、

前期後葉の～中期初頭の他の環濠よりも先に前期中葉～後葉に埋没している。NKI-6・ 7のサンプルを採取し

たSD2041よ下層水田耕土直下に存在すると考えられる溝で、前期中葉の年代が考えられる。

NKI-8'9の SD412と NKI-10の SD546は第11次調査で検出された環濠で、最終埋没の時期は中期初頭であ

る。

NKI-12・ 13の試料のサンプルを採取した第12次調査SD220は前期後葉、NKI-14～ 16の SD3291よ 中期初頭に

最終埋没した環濠である。

加速器質量分析による放射性炭素年代測定の結果、第 9・ 11次調査の試料から1266～ 41lBC、 第12次調査の試

料では791～234BCと いう年代値が示されている。今回SD081出 土の試料のうち測定不可であったNKI-1を除く

4点の試料のうち、土器付着物であるNKI-2・ 4が2982± 25(yrBP)、 2654± 25(yrBP)と いう古い年代を示

し、木炭片からの採取である残 りの 2点は2427± 25(yrBP)、 2443± 24(yrBP)と いう結果を示す。海洋リザー

バー効果の影響を受けない木炭の年代と土器付着物の間に540～230年 の差が出ており、また土器付着物の 6聰値

が他の試料よりも大きいことから、両者の年代差については報告にもあるように海洋リザーバー効果の影響を考

える必要がある。

また中期初頭に埋没した溝であるSD329出土のNKI-14の試料については、 6お値が-25± 1の値を示すにも関

らず、2537± 27(yrBP)と いう古い測定値を示した。この試料については海洋リザーバー効果では、説明がつか

ず慎重な取り扱いが必要である。

他の遺跡との比較

ここで他の西日本の縄文時代晩期から弥生時代中期前葉の試料の測定結果と比較を行う (Tab.10。 11)。 デー

タは国立歴史民俗博物館公開の炭素14年代データー覧表

(hattp://www.rekihaku.ac.jp/kenkyuu/katudoh/sousei/yayoinoukou/index_kekka.html) をもとイこ、 各日寺代の

土器編年に基準におき、同時期である試料は北から順に並べた。

中の池遺跡の試料のうち、海洋リザーバー効果の影響が考えられる試料 2点 と、他より古い年代値が出た

NKI-14以外の試料の年代はおおむね他の地域の年代と整合的であるといえる。

しかし、同時期の北九州の試料では、中の池遺跡の試料よりも約300～ 100年ほど古い測定値が示されている遺

跡も存在しているほか、中の池遺跡よりも古い土器型式の一群である高知県田村遺跡群の試料では、中の池遺跡

よりも約420～ 120年 ほど新しい年代値が示されている。これらの試料は6B値がいずれも高い値を示しており、

慎重な年代試料としての取り扱いが必要であるといえる。炭素14年代測定については弥生時代開始時期の問題を

からめて、多くの注目を集めている。現段階では結論的な評価を下す段階にはなく、今回の分析結果についても、

あくまでデータ蓄積の過程として扱いたい。今後の研究の進展を待ち再度評価を行いたい。
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Tab.10 測定データー覧表 (1)

試料名
測定機関 定

学
測
■ 出土区 部位など

試料処理
竃YI  誰Y 所在地 遺跡名

補 正 14C
文献

呻
帥

内 面

蝉働
縄 文

劾 音 奉 昌会

上器付着
H7区 Ⅲ層 胴 外

回立歴史
縄 文

期

Ⅲ

院

里

県

市

島

幸

児

芥

電

国
上野原遺跡

鹿児島県

土器付着
炭化物

北九州市121

(1993)

図42-253
突帯文コゲ

目立歴史
民俗博物館

縄 文

突帯文
瀬戸内型
屈曲―条聖
(黒川新式)

福岡県
北九州市 廟煉

即
鋳

北九州市
教育委員会

土器付着
旧河道 口縁外面

日立歴史
網 文

晩 翔 香)県
高松市

束中筋遺跡
高松市

土器付着
旧河道 口縁外面

国立歴 史
R俗博物館

縄 文
香川県
高4市 東中筋遺跡

高松市

土器付着

炭化物
旧河道 口縁外面

目立歴史
縄 文

高 I_k市
東中筋遺跡

市
目

松
杢

一丙
苔

壁８４５７０
土器付着

旧河道 口縁内面
国立歴史

縄 文
商選手・岡大 高松市

東中筋遺跡
市
目

松
五

一局
苔

叫３‐６０４
士器付着
炭イLP/4

旧河道 底部外面
国立歴史

縄 文
晩期

南濫辛・岡大
東中筋還跡

高松市
毅音碁 昌会

∝
１ 幹鋤

旧河道 口縁外面

呻勒
縄 文

筒澁手・岡大
東中筋遺跡

厨松市
毅杏委 昌会

Ｔ８

０

主器付着
炭イヒ物

旧河道 口縁外面
日立歴冥

縄文
苗濃キ・岡大

東中筋遺跡
高松市

救脊泰員会
Ｔ８

２

土器付着
炭化物

十日河遭 口縁外面
日立陸冥

民俗博物能
縄文

南溝手・岡大
東中筋運跡

高松市
教育基 目会

ＭＴＣ
］

土器付看
炭化物

月同クト 国立歴史
民1/6博 物範

縄文
晩翔沢口式
湾由1条

県
市

知
佐

一局
十

居徳遺跡
高知県整文
センター

ＭＴＣ

００７８

土器付看
炭化物

lCttIVD層
月同タト 国立歴史

民俗博物籠
縄 文

晩期沢国式 県
市

知
佐

一局
十

居徳遺跡
高知県埋文
センター

土器付看
炭化物

月同タト

蝉働
縄 文 晩期沢田式

県
市

知
佐

一局
土

居徳遺跡
高知県理文
センター

炭化物
月同タト

蝉働
縄 文 晩期沢口式

県
市

知
佐

高
土 居徳遺跡

土器付着
炭化物

Л同タト

蝉働
縄 文 HJt期 沢田式 県

市
知
佐

局
上 居徳遺DI

センター
ＭＴＣ．
０３７８４ 帖

賜
齢
脇

lC区 ⅣD層
月同タト

民俗博物館
縄 文

晩期沢口式
砲弾1条 褻 土佐市

居徳遺跡 センター

ん貶イ監Ⅲ勿
朔同外

民俗博物舘
縄 文 晩期沢田式

土佐 市
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中の池遺跡出土の銅剣

第 8章 調査のまとめ

第 1節 丸亀市中の池遺跡出上の銅剣

愛媛大学 ・吉田 広

中の池遺跡第12次調査第 3調査区SD329の 暗褐色細砂からは、成年男子人骨および中期初頭の土器を伴って、

銅剣破片が出上した。きわめて小さな破片であるが、銅剣の流入を考察する上で、きわめて重要な資料である。

1 銅剣の現状 (F咆 .刊 09)

銅剣破片は、 1× 2.5× 2.5cmほ どの二等辺三角形状の小片である。三角形の一辺は外形ラインを残 し、小片では

あるが、本品が銅剣破片であることを明言している。すなわち、銅剣割方下端の翼端部なのである。下半の元部

にあたる翼端部は、刃部が研 ぎ出されてなく、両面から法面状に面取 りされ、稜はややあまい。対 して上部は、

片面にブロンズ病による渦状の盛 り上が りが形成されるなど、残存状況は芳しくないが、鏑を明確に辿ることが

でき、刃端部も微かながら残存する。それによると、到方で刃幅は 2～ 3 1nm程 度と狭い。刃部下端はyタ イプに

1えめている。

銅剣表面は、先記したように刃部にやや大きなブロンズ病が認められるものの、他は微細な斑状部がある程度

で、翼表面の残存状況は良好である。なお、刃部を除いた翼厚は、約1 7mmと 水平を保っている。 yタ イプの研ぎ

を刃部下端に有するものとして、細形銅矛も想定可能ではあるが、この翼厚では、袋部に伴って翼厚の大きい銅

矛となる可能性はまずない。

2 銅剣の復元 (日 g.110)

さて、微少な銅剣破片であるが、一辺に本来の端部を残 し、しかもそれが到方下端に該当するため、本来の形

状をかなり推察することができる。まず、翼厚約 17111111は 、銅剣の中でも薄手の部類に属する。したがって、剣身

長もやや小型の部類に属する可能性が高い。一方、制方下端部で翼幅は1 llllln以上あることになり、小型の部類で

も、佐賀県吉野ヶ里墳丘墓S」 1009銅剣 (七 岡他編1990)や 山口県梶栗浜箱式石棺銅剣 (小田1985、 金関2000)、

さらには長崎県原ノ辻銅剣 (宮崎編1998)よ りは、翼幅が広いことになる。これらは、剣身長20～25cmの極小型

あるいは小型の銅剣である。一方、翼厚において約1,711ullと いう値は、原ノ辻銅剣にほぼ一致する。このような状

況から、原ノ辻銅剣他よリー回り大きく、剣身長25cmを 測る佐賀県宇木汲田18号奏棺銅父U(岡崎編1982)を 、本

銅剣復元の参考例として、突起部以下の銅剣下半を復元してみた。翼厚および割方部刃幅は、宇木汲田18号奏棺

銅剣が本例より若千大きいため、この部位の復元は本品により修整している。

3 銅剣の意義

本銅剣は、きわめて微細な小片ではあるが、そのもつ意味は小さくない。まず何より、中期初頭の土器を伴い、

時期が明確であることである。そして、その中期初頭という時期は、対岸の岡山県高松田中遺跡出土細形銅剣転

用銅藝 (江見編1997、 吉田1999)、 及び奈良県唐古・鍵遺跡第33次調査出土細形銅矛転用銅導 (藤 田編1989、 吉

田1997)と 並んで、中四国地方以東への青釦器流入最初期に位置づけられる。
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Fig.lo9 中の池遺跡出上の銅剣 (S-1/1)
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Fig.刊 10 中の池遺跡出上の

銅剣の復元図 (S=1/2)

① 銅父Jの流通状況

小破片とは言え、これまで知られてきた中四国地方以東への細形銅剣流入例において、本例が唯一の細形 I式

yタ イプ (吉 田1993)で あることも特筆されなければならない。

xタ イプ・yタ イプの定義自体に疑義も小さくないが (岩永2003、 柳田2005等 )、 少なくとも列島における銅

剣生産の確立以降、両者は厳密に研ぎ分けられている。そしてその差異は、細形銅矛 I式 とyタ イプの研ぎとの

相関性の高さ、細形 I式銅矛鋳型出土の偏在性からして、生産地の差に帰すことが妥当であろう。すなわち、細

形 I式銅矛鋳型の出土が集中する佐賀平野に、細形 I tt yタ イプ銅剣の主たる生産地が求められるのである。

すると、細形 正式yタ イプ銅剣の中四国地方以東における欠落は、その生産地である佐賀平野側と中四国地方

以東との間に流通網が十分整備されていないという状況を示すことになる。この段階は、まず武器形青銅器等の

破片の流通があり、遅れて細形 正式xタ イプと細形Ⅱ式以下の完品銅剣が流入しており、玄界灘沿岸地域から中

四国地方以東への流通が専らであったのである。それが、yタ イプを中心とした中細形B類銅剣の段階に及んで、

佐賀平野側と中四回地方との流通網が整うことになる。玄界灘沿岸地域を介在させた流通もあるが、むしろ中細

形B類銅剣の分布からは、筑後川を遡り豊後から瀬戸内地域へと連なるルートも強く示唆されるところである。

本例は、従前知られてきた資料から復元される上述のような流通状況においては、なお例外的存在として、現

時点では位置づけておくことになる。

② 未加工破片としての出土

さて、本例とともに、中四国地方以東最古の流入例として先にあげた 2例はいずれも、武器形青銅器の一部を

小型利器に転用した事例であった。つまり、瀬戸内地方以東への最初期の流入武器形青銅器は、完形青銅器とし

てでなく、小型利器素材としての青銅器破片 (ス クラップ)であった。なお、このような青銅器の流通と使用は

完品流入後も続き、一部は古墳時代にまで残る (吉田1999)。 香川県内でも、高松市空港跡地遺跡1-8区 S R01

から、中細形D類銅剣樋先端部を再加工した銅基が出土しており、出土状況から弥生後期の所産であった可能性

が窺える (木下編2002)。

ところが、中の池銅剣破片に、そのような再加工の痕跡は窺えない。この形のままに、残る刃部を彫器状に使

用した可能性もなくはないが、刃部以外の破断面に鋭さを残しており、やはり小型利器として使用された、ある

いはその使用を意図した形態とは考えられない。したがって、再加工例でないことが、本例のいま一つの大きな

― ◆
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特徴 と言える。

すると、本銅剣の破片化がどこでなされたかが、問題となる。これまでは、中四国地方以東における模倣品の

成立時期との整合性から、中期初頭段階は破片化が終わった形態で中四回地方以東へ流入したとしてきた。つま

り、北部九州において破片化 したものが東方に流通 したと想定していたのである。ところが、中期初頭に遡る再

加工痕のない本例に拠れば、破片化自体がこの地で行われた可能性 も考慮せねばならないことになる。破片の再

分割という途中段階も考え得るが、可能性として、完品銅剣の流入すら、その背後にはあり得るのである。

このことは、人骨伴出という特殊な出土状況とも連関しよう。出土土層の特徴から、人骨を伴う人為的な投棄

が想定でき、人骨とともに墓に納められていたものが、攪舌とによった可能性も否定できない。ただし、となると、

墳墓への青銅器副葬行為自体、中四国地方以東では異例のことであるし、中の池遺跡における墳墓遺構の広が り

など、なお考慮すべき課題は少なくない。特殊な出土状況が加わるだけに、あらゆる可能性を想定しておく必要

があろう。

③ 香川県の細形銅剣

本銅剣以外にも、香川県下では幾例かの細形銅剣が存在する。西讃三豊平野の藤の谷銅剣 3日 (吉 田1995)で

あるし、中讃高松平野奥部の西植田銅剣、そして中讃高松平野東部の羽間西ノ谷銅剣 (吉田2004)である。西植

田銅剣は、その詳細が不明であるが、本中の池銅剣を加えて、数は少ないながら、細形銅剣が香川県下の各平野

に散在するような状況となる。吉田(2004)に おいても指摘したように、模倣品である多肥松林遺跡出土の銅剣形

木製品 (山下編1999)と 善通寺市矢ノ塚遺跡出土の銅剣形土製品 (真鍋・横田編1987)の存在からも、香川県下

における一定量の細形銅剣の流入が想定されるところである。

そしてこれらの中で、中の池銅剣が、土器を伴って時期の判明する、最古の事例ということになる。改めて、

小破片ながら、その考古学的意義の大きいことを強調しておきたい。
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集落構成およびその変遷

第 2節 中の池遺跡の集落構成およびその変遷

はじめに

今回の調査では第 4次調査によって発見された溝群の延長を検出したことにより、遺跡西恨Iの様子が明らかに

なり始めたことに加え、第 2調査区において、平池へと続 く新たな集落域の存在が判明した。本節ではこれまで

の調査により判明した中の池遺跡の集落構造を整理し、その変遷を考える。

1.SD220の 年代と新発見の居住域について

まず、今回の調査で新たに検出された南側居住域について、SD220出土土器組成の分析を通 じて検討したい。

遺物組成分析の方法としてはまず器種毎に日縁部破片を抽出し、その数をカウントした。さらに、奏については

口縁部形態を如意状口縁と逆「L」 字状口縁に分け、日縁部直下の沈線の数をそれぞれ分類 し、カウントを行っ

た。

SD220の上器組成を示すのがTab.12で ある。日縁部破片数の計測であるため、これが個体数差を示すものでは

ないが、おおむね壼・奏を主体とし、鉢・蓋類・高杯が客体的に存在することがわかる。また表からは最下層直

上にあたる暗褐色シル トから最も多 く遺物が出土していることも看取できる。甕口縁部形態における如意状口縁

と逆「L」 字状口縁の比率は、破片総数が68点 を測る暗褐色シル トで63%を測る (Tab.13)。 この数字は森下編年

Ⅱc期 (森下1998)～ 中期初頭に該当する、第 9次調査SD083暗褐色砂質土、黒褐色粘土、暗褐色粘質土に近似

する数値である。他の層位については破片数が少なく、有効な数字ではないが、いずれも高い比率を示す。暗褐

色シル トからは櫛描文を施す甕が出土してお り、当層位の年代は中期初頭まで下ることが考えられる。

SD220の掘削時期については推定が困難であるが、SD2201こ よって切られる土坑SK239出土の奏 (Fig.57)が Ⅱ

b期 に該当するものであること、最下層にあたる暗灰色シル トから出土した逆「LJ宇状口縁奏がいずれも多条沈

線を持ち、断面四角形の厚手の日縁端部を有することなどから、開削時期をⅡb期 に求めることが可能である。

これに対 し第 2調査区SD283では黒褐色土・黒褐色シル ト出土遺物の中にⅡa期 に遡るものがみられる (Fig.51)。

SD283は全体像が判然とせず、出土遺物も少ないことから実態が不明であるが、Ⅱa段階に第 2調査区周辺で遺構

が出現していたことは確実である。これらのことから、第 2調査区周辺ではⅡa期 に居住域が成立し、Ⅱb期 に

SD220に よる区画が成立、柵列SA277の設置など居住域内部の整備を経て、中期初頭に廃絶したものと考えられ

る。

2.第 3調査区検出溝の年代 と居住域について

次に同様の方法を用いてSD329の年代についても考える。まず土器組成総体についてはSD220と 大きな変化は

ない (Tab.16)。 破片数は暗褐色細砂が圧倒的である。甕口縁部形態における如意状口縁 と逆「L」 字状口縁の比

率は、破片総数が124点 を測る暗褐色シル トで76%を 占る (Tab.17)。 他の層位は破片数が少なく、有効な数字で

はないが、暗褐色細砂を境に比率が著 しく高 くなる傾向が見える。さらに口縁部形態別沈線条数の分布からは、

暗褐色細砂より上位では逆「L」 字状口縁を有 し沈線を持たない奏が圧倒的多数を占めるようになる (Tab.18)。

第 9。 10次調査ではこのタイプの甕が、櫛描文を伴う層位において増加する傾向を確認しており、暗褐色細砂か

ら櫛描文を有する壺が出土している事実と整合的である。よって当遺構の廃絶時期は中期初頭に置くことができ

る。

SD329の 開削時期についてはやはり推定が困難であるが、褐色シル トから逆「L」 宇状口縁甕がほとんど出土

，
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Tab.12 SD222出 土土器組成 (口縁部破片総点数175点 )

層位 類

一Ｔ 審 鉢 甕 琴 語 恭 高杯

灰 黄色 三 9

黒褐色ニ 4
９

２ 1

混礫黒褐色土 6 10 ユ

暗褐色シル ト 32 68 4 1 1

口音5量 4障1シ
/ル ト 4 10 1 1

合 計 47 7 2 1 0

集落構成およびその変遷

Tab.14 SD220逆 「L」 字状口縁甕の沈線数分布表

Tab15 SD220如意状口縁甕の沈線数分布表

層位
日縁郡 直下 の沈繰数 (如意状 口縁 )

0 1-R 4ハャ6 7～ 10 1デ妖 ト 半裁竹管 簡結 支

灰黄色土 1

黒褐色 土 1 1

混礫黒褐色土
暗褐色シル ト 3 4 7

日音がで1障1シ
/ル ト 1 1

合 計 5 6 7
９

Ｐ 0 0 0

していないこと、同層位の如意状口縁奏の形態・沈線の条数などからⅡa～ Ⅱb期 に該当すると考えられる。

これに対し、SD335出土遺物は総点数が少なく数量的な分析を行わなかったが、古墳時代の溝埋土の可能性が

ある層を除くと、逆「L」 字状回縁を有する奏を含まず、奏の形態や 1条沈線の鉢の存在、日縁部の屈曲の明確

な壺の存在などⅡa期の様相を有する。この時期観は第 4次調査N2SD-1と 類似しており、両者が同一の溝であ

る可能性もある。SD335は中位以上が地山ブロックを多量に含む土で人為的に埋め戻されており、SD335の埋め

戻しとSD329の 開削がⅡa～ Ⅱb期 に連動して行われた可能性が高い。隣接するSD336は出土遺物が少ないため開

削時期等は不明だが、最上層から櫛描文を有する壺 (Fig.86-3)が出土しており、下限を中期初頭に置くことが

できる。

調査区が狭く、詳細な検討はできないが、いずれにせよ第 3調査区D区 を中心にした西側区画ではⅡa期 に溝

が掘削され、その後SD335の埋め戻しとSD329の掘削が行われる。SD336。 338も 同時期に掘削された可能性があ

る。この状況はSD081が埋められそのほかの溝が掘削される第 9次調査 1区の状況と近似し、二つの居住域が同

Tab.13 SD220甕 類組成 (口縁部破片総点数118点 )

層 位 タロ,ま状 口縁 逆 ILI字状 日縁 饗 帝 更 糸 i芽 ILI字状 口縁 籍 の 比 率

灰黄色土 1 8 88.9V

黒褐色土 5 15 71。 4ツ

混礫黒褐色士 6 4 40,0%
暗褐 色 ンアレト 19 つ

じ
刀
仕 6 63.2%

暗灰 色 ンル ト 2 8 80.00/0

含 計
つ
０

つ
０ 78 7

層位
日縁部直下の沈線数 (逆 IL」 字状日縁 )

C 1～ 3 4～6 7～ 10 11以上 半裁竹 管 描 文

灰 黄色 土 5

黒褐色土 4
Ｏ
υ 2 1

混礫黒褐色土 1

暗褐色シル ト 14 1 6 6 1 1

R音灰色 シァレト 4 1

合 計 28 ９

９ 6 ９

２ 3
９

，
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Tab16 SD329出土土器組成 (口縁部破片総点数222点 )

層位 種 類

乖 甕 鉢 甕 蓋 帝 奉 高 杯

褐灰色細砂 9 20

暗褐色細砂 22 124 5
９

，

暗黄灰色細砂 4

灰色粘土 4 9 1

褐 色 シ ル ト 5 15

合 計 44 168 6 4 C 0

集落構成およびその変遷

Tab.19 SD329如 意状口縁甕の沈線数分布表

層位
口縁都直下の沈線数 敬日意状 日縁 )

0 1-3 4～ 6 7～ 10 11以 ト 半栽竹 管 櫛結 支

褐灰 色細砂 5

暗褐色細砂 5 5 5

暗黄灰色細砂
灰色粘土 1

花31孟 シ/ル ト 3

合計 5 13 6 0 0 0 0

時期に運動して溝の掘削・埋め戻し。再掘削を行っている可能性がある。

第 3調査区では他にも多くの溝が存在する。いずれも出土遺物が量的分析に耐えうるものではなく、定性的な

検討しかできない。SD303は厚手の奏を主体とし、逆「L」 字状口縁を持つ奏も沈線条数が 4～ 5条程度のもの

が多いなど、Ⅱa～ b期 の様相を有する。SD306は最上層から櫛描文を有する奏 (Fig.67-10)が 出上し、最下層

に断面三角形で沈線を持たない逆「L」 字状口縁奏が存在することから、Ⅱc期～中期初頭の存続期間が考えられ

る。SD309は櫛描文を持つ土器が見られず、断面三角形の逆「L」 字状日縁を有する奏と、広 く長く開く口縁を

持つ壺が一定量存在することから、Ⅱc期 に下限を置くことができよう。

Tab17 SD329甕類組成 (口縁部破片総点数168点 )

層 位 如 言 状 口縁 が ILI宇状 日縁 突帯 文系 渉 ILI字状 口縁 甕 の比率

褐灰色細砂 10 10 50.0%
暗褐色細砂 26 95 3 76.6M

暗黄灰色細砂
灰色粘土 6 3 33.3髪

捷]て登シ/ル ト ９

２ 3 20.0%
合計 54 3

Tab.18 SD329逆 「L」 字状口縁甕の沈線数分布表

層位
口縁部 直下 の沈繰教 (渉L字状 口縁 )

0 1～ 3 4～ 6 7～ 10 11以上 半裁竹 管 描 文

褐灰色細砂
０
０ 1

暗褐色細砂 57 a ９

９

９

留 8

暗黄灰色細砂

灰色粘土 1

枢〕て乙う/ル ト 1

合計 61 3
０
０ 1

９

， C 8
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3.中 の池遺跡における居住域の変遷

以上今回の調査において検出した溝群の年代を検討したが、今回の調査の成果と既往の調査成果をもとに中の

池遺跡の居住域変遷について整理する。中の池遺跡の屋住域構造の分析については、信里芳紀氏の研究がある。

氏は香川県における集落組成を分析する中で、中の池遺跡の居住域構成を分析し、平池西 。南遺跡を含めこの地

域に 4つ の居住域を想定し (Fig。114)、 中の池遺跡が複数の居住域によって成 り立っていることや、その背景に

微高地上の水田開発の進展があることを指摘 している (信里2002)。 氏は第 8次調査周辺の居住域を「居住域 1」

と呼称しているが、本稿では居住域名称について基本的に氏の呼称に準拠 し、第 2調査区周辺で今回新たに見つ

かった居住域を「居住域 5」 として設定する。

中の池遺跡において弥生時代の遺構が出現するのは Ic期 である。当該時期の遺構は第 8次調査周辺の居住域

1に集中する。また、開削時期が判然としないが Ic～ Ⅱa期 には、居住域 1に断面「V」 字形を呈 し内部に柵列

を伴う環濠が出現する (第 8次SD031)。 環濠外縁にも居住域が存在していた可能性が高いが、外縁を囲む溝など

は見られない。

Ⅱa期 になると居住域 1において、前段階の環濠 (第 8次SD031)を 埋め戻し、外側に環濠 (第 9次SD081)を

掘削するなど区画の拡大が見られるようになる。また同時期に居住域 2・ 5に も居住域が拡散しはじめる。

Ⅱb期 には居住域 1。 2において環濠の多重化が顕著になり、また居住域 5に おいてもSD220が 掘削されるほ

か、居住域 1お よび居住域 5では溝内側に柵列が設けられるなど、各居住域における区画の明確イとが進行するこ

とがこの時期の特徴である。これは各居住域の独立性が顕著になることを示していると考えられる。これらの居

住域はいずれも中期初頭に人為的に溝を埋めて廃絶する。
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集落構成およびその変遷

旧河罰

居lall,1

前朗 Ic―中期 I期

前期Ⅱa～ lc期

居住城 5 前期 Ia～中期 I期

0                200m

日g l14 中の池遺跡周辺における居住域の分布 (信里 2002に 居住域 5を追加 )

おわりに

以上、雑駁ながら中の池遺跡の居住域変遷について概観した。整理するとIc期 に居住域 1が成立し、環濠が

掘られる。Ⅱa期 には居住域 1の 区画拡大と居住域 2・ 5への拡散が起こり、Ⅱb期 には環濠の多重化を伴って各

居住域の独立性が顕在化する。そしてこれらの居住域は中期初頭に廃絶する。このような複数居住域の集合体と

しての集落のあり方は、「拠点的集落」の具体的様相を示すものと考えられる。中の池遺跡では第 9。 11次調査

において旧河道埋没後の浅谷を利用した水田が検出されているが、周辺水田の経営方法が集落形態にいかなる影

響を与えていたかを検討することで、今後更なる集落論の深化が図れるものと考える。今後の調査に向けた視点

の提示を行い、考察を閉じたい。
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石器組成とその特徴

第 3節 石器組成とその特

中の池遺跡第12次調査では、弥生時代の遺構から総数1306点、総重量で91002.5gの 石器類が出土しており、石

器組成をTab.20。 Fig.1171こ 、石器組成別の重量をTab.21・ Fig。 118、 石材別重量をTab.23・ Fig.120と こまとめた。

1.各遺構の石器組成の特徴

(SD220)

組成全体に占める割合は23.2%で 、器種と石材は多様である。また磨製の石器類の出土点数が多い。最下層の

暗灰色シル ト (9点)は遺物量が少ないが、灰黄色土 (62点 )・ 黒褐色土 (77点)・ 混礫褐色土 (66点)か らま

とまって遺物が出土している。出土層位による組成変化はない。

(SK233)

石器組成全体に占める割合は7.3%で、剥片類がまとまって出上 した。石器は石鏃、石錐、ノッチといった刻ヽ型

の製品で、大型の石器の出土がない。

(SD283〉

石器組成に占める割合は7.2%で 、石器の出土点数は比較的少ない傾向にあるが、石器製作具は125%を 占め、

豊富である。遺物のほとんどが黒褐色土 (91点 )と 褐色土 (32点 )か ら出土している。

(SD303)

石器組成全体 に占める割合 は3.0%で、石器 。石器製作具 ともに出土量が少ない。出土層位による出土量・組成

変化はない。

(SD306〉

石器組成に占める割合は81%で、スクレイパーと磨製・打製石包丁、磨石が一定量出土した。剥片類の出土量

がやや少ないため、石器組成全体に占める割合は5.5%と やや低 くなっている。遺物の出土は黒色細砂 (32点)の

出土量が他の層位に比べてやや多 く、褐灰色細砂 (12点 )は剥片や敲き石といった石器製作具が出土しているが、

石器は出土していない。暗褐色細砂 (18点 )か ら打製石包丁が 3点 出土しているほかは、層位による組成に変化

はない。

(SD309)

石器組成全体に占める割合は2.3%で、他の滞に比べて石器の出土点数は少ないが、石器製作具が一定量出土 し

た。最上層の黒褐色細砂 (25点 )の遺物量は一定量あるが、他の層位の遺物量は非常に少ない。

(SK327〉

剥片類がまとまって出土したが、石器は打製石斧が1点出土したのみである。

(SD329)

今回の調査ではSD329で鋼剣が出上したことからSD329の土を水洗いしたため、石鏃などの小型石器類の出土

点数が第 9・ 10。 11・ 12次調査の他の遺構 と比較して多 く出土している傾向にあり、遺物の回収率に差が出ている。

遺物は褐灰色細砂 (93点)と 暗褐色細砂 (266点 )か らまとまって出土 してお り、下層の褐灰色粘土 (7

点)。 灰色粘土 (1点 )・ 暗黄灰色シル ト (7点)の出土遺物は非常に少ない。

(SD335)

石器組成全体に占める割合は38%で、石器の出土点数は少なく石器組成に占める割合は2.3%である。石核・剥

片・台石など石器製作具が多 く出土している。遺物は暗灰色細砂 (46点)か らまとまって出土してお り、褐灰色

細砂からは剥片と微細剥離痕がある剥片が合わせて 3点出土しているのみである。
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Tab.20 遺構別石器組織表
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Tab.23 遺構別石材重量表
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